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　　　　　　　《プロローグ》







「天乃魔返鉾グングニル！！！！！！！！！！！！！！！！！！」



　少女の右手の鉾ほこのきっさきから、赤、緑、黄の三色の光の束が発せられる。光の束は互いに絡み合いながら上昇し、空に横たわる大剣を貫く。

　閃せん光こうが迸ほとばしり、真っ赤な火炎が急速に膨張し……、



　ズドドドドドドドド────────────────────────────────────────────────────ン。

　爆発音と同時に、悪魔の悲鳴のような甲高い断末魔が周囲に響き渡る。紋章から空中に伸びていた巨大な剣と時計が、ガラスのように粉々に砕け散った──。





　少女が天使アポストルスと呼ばれる大剣を破壊したその時──、

　その光景を遠くから見守る影一つ。

　高等部校舎の屋上。フェンスの上に直立し、腕を組み、キラキラと煌きらめきながら堕おちる大剣の成れの果てを見つめている。

　小柄な体たい躯くを包み込む漆黒のローブ。深くかぶったフードのために、その顔をうかがうことはできない。

「全すべてを破壊しうる剣も、万物を貫く鉾ほこを切ることはできない、か」

　たった今、大剣を破壊した光を放つ鉾。それを構えた少女を見ながら、ローブの人物は呟つぶやく。そして、その視線は少女の横に立つ少年と、その横のあどけない顔の少女に向けられた。

「チッ……」

　ローブの中で舌打ちをする。

　鉾によって剣が破壊される直前、身の毛もよだつような声が聞こえた。あの少年に語りかける声を。

「もはや一刻の猶予もない。次で終わりにしなければ……」

　そう、決意のこもった言葉を紡いだ時、一陣の風が吹き抜ける。

　同時に、フェンスの上からローブの姿は消えていた。








　　　　　１章　《道化の敵》







　真っ暗な夜だった。

　空には星も月もなく、ただただ漆黒の帳とばりのみに覆おおわれている。

　ここは大グランド。学園エピタフの中でも一番広く、ラグビーやアメフトのゴールまでもが常設されている運動場。

　静せい寂じやくが支配した空間。それもそのはずだ。日曜の深夜、誰かが出歩いている時間ではない。明日は平日、もちろん余裕で授業がある。そろそろ一学期の期末試験も近い。……だというのに、オレはこんなところに立っている。

　緊張で動どう悸きがしてくる。心臓が血を送り出すごとに、コメカミがジンジンと痛む。紛らせようと、生なま唾つばをグッと飲みこんだ時、

　キキキキキキキキキキキ──────────────────────。

　耳で捕らえることができない程の、超高周波の音が頭に響き渡った。

「きたかっ！」

　グッと歯を食いしばった。

　ショウメツセヨ──、ショウメツセヨ──。

　どこからか流れこむ声。腹の下に響くような重低音にも似た……。

「そんなにオレが嫌いか!?」

　叫びながらオレは手を挙げた。

　バンと音がグランドに響き、照明に高圧電流が流れこむ。大グランドが真昼のように照らされ、現れる仲間たちの姿。

　ライフルを構える髪の長い少女六りく道どうがカッと空を睨にらみつけている。一いちの宮みやさんが長いゴージャスな髪をバッとかきあげた。四し之の杜もりがいつもの眠そうな顔を上げる。同時に幾き何か学がく紋もん様ようが空中に浮かんだ。六道たちがゲートと呼ぶ存在。テッセラクトという並行世界とこちらの世界を結ぶ扉！

　今回のゲートは、なんだか気持ちの悪い形状をしている。楕だ円えんに細い糸のような目、そして三日月の口……。まるで人の顔のような紋様。

「なんだ、あれ……」

　顔をしかめた直後、紋様が光輝き、ゲートから何かが現れた。

「!?」

　小さい！　前回がものすごく大きかったので、その大きさを想定していたのだが、出てきたのは目をこらさないと見えないくらいの大きさの……、

「仮面!?」

　あれだ。いわゆる道どう化け師しが時々つけている仮面。真っ白の！

（あれが今回の天使アポストルスなのか……）

　前のと比べると弱そうに見えるんだが……

　直後、六道の視線が鋭くなった。オレも眉み間けんに皴しわを寄せた。

　仮面が震えているのだ。

　左右にブルブルと振動して、何重にも見える。

　どうなってるんだ？

　六道に訊きこうとした時、

「!?」

　ハッと息を飲んだ。

　仮面が増えたのだ。振動して、その姿をぶらせながら、仮面が増ぞう殖しよくしているのだ。しかも増殖した仮面も振動し、さらに増殖していく。

　最初一体しかなかった仮面が二つになり、それが四つになり、十六、二百五十六と、ああ、もう計算できない。とにかく、鼠ねずみ算ざん的に増殖していっている。

　いつの間にか、グランドの空中は大量の仮面で覆おおわれていた。星空の代わりに糸目に三日月口の顔が空中を覆っている。

　突如、その仮面の全すべてがオレの方を向いた。

　ショウメツセヨ──、ショウメツセヨ──。

　殺意に満ちた声が、何重にもハモりながらオレの脳に響いてくる。読経のような声に頭が痛くなる。

「一いちの宮みや!!」

　六りく道どうの合図で攻撃の口火を切った。

　六道、一宮さん。そして、四し之の杜もりの特殊な武器が、一斉に火を吹く。弾丸の光の軌き跡せきが夜空を交差し、光弾の嵐あらしが仮面に襲いかかった。

　バババババババン！

　空中に広がる爆発の連鎖。十六ミリ弾丸が仮面を次々と破壊していく。

「も、もろい!?」

　前回のエクスカリバーの時は、足は止められてもダメージは与えられなかった。今回は、通常の火器だけでも殲せん滅めつも可能なのか？

　だが、次の瞬間、オレの甘い希望は崩れ去った。

「減ってない……!?」

　六道たちが次々と仮面を破壊しても。それ以上の速度で増ぞう殖しよくしていっている。集中攻撃で空中に風穴を開けても、次の刹せつ那なには空中を仮面が覆おおいつくす。

「きりがないわね」

　額に汗を浮かべた一宮さんが言う。

「一気に全滅させないと駄目だ」

　ライフルを撃ち続ける六道が応こたえる。そんな生徒会メンバーたちを見守っていると、

「新しん藤どう、気をぬいていたら駄目なんだ。いつ攻撃してくるか分からないんだぞ。いつでもシールドを発生させられるようにしていないと！」

「わ、分かってるって！」

　六道の叱しつ咤たに、すぐ横にいる女の子に視線を下ろす。眠そうな顔でうつらうつらしながら、オレの足にしがみついている。

（こんな時間にわりいな、スヴァリン……）

　眠そうな顔をしていると、申し訳ない気持ちになってくる。戦機乙女ヴアルキユリアといえども、夜更かしはきついのだろう。だが、どんな攻撃も防ぐことができるスヴァリンは、天使アポストルスと戦う時に必要不可欠な存在だ。

「スヴァリン、起きてるか？」

「……ん、パパ」

　目を擦こすりながら、精一杯、元気そうに笑う。健けな気げなその顔を見ると、ますます申し訳なく思う。と、

　ショウメツセヨ、ショウメツセヨ、…………

　ショウメツセヨ！

「なっ!?」

　空を覆う仮面が一斉にこちらを向いた。オレを殺そうとする怨おん念ねんが一気に強くなった。強烈な殺意。念を受けるだけで精神を持っていかれそうなくらいの……。

　く、来るのか!?　オレは、スヴァリンの肩を掴つかんだ。

「スヴァリン！　頼む」

「……はい、パパ」

　眠そうな目でコクリと頷うなずくと、スヴァリンを中心に光の半球が広がった。“〝絶対孤高の盾”〟。物理的直接攻撃をほぼ完全に防ぐことができる障壁。これさえあれば、あの仮面がどんな攻撃をしかけて来ようとも防げるはず──。

　空中を覆おおう無数の仮面が振動する。

「新しん藤どう、気をつけるんだ！　なにをしてくるか分からないぞ！」

　六りく道どうの声が耳に届くのとほぼ同時に、オレの視界を橙だいだい色いろの光が包みこんだ。

「？？？！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　オレは声にならない悲鳴を上げた。

　気がつくと、オレは巨大な炎の輪の中に捕らえられていた。

　なんだよこれ？　これは火か!?

「な、何だ!?　どうなってるんだよ!?」

　半ば、パニック気味に叫ぶ。

　今、間違いなく、何もないところから火が現れた！　一体、何が起きてるんだ!?

　すぐに、オレを取り囲む炎の輪が小さくなる。衣服に炎が燃え移り、オレの肉体自身が炎に包まれた。皮ひ膚ふが焼かれているような激痛が全身を駆け抜ける。高温に熱した鉄の棒を身体からだ中じゆうに押し当てられたかのような感覚。

「り、六道！　ど、どうなってるんだ!?」

　服についた火を払おうとしながら、六道たちの姿を探す。だが、視界に映るのはオレンジ色の炎のみ。血が沸ふつ騰とうしているかのように熱い。全身の感覚が薄れていく。

「し、死ぬ……」

　意識が朦もう朧ろうとしてくる。やがて、視界すらブラックアウトする。真っ暗になった世界の中に、ポツンと照らされたスポットライト。

　その光の中で、紫髪のおかっぱの少女が、しゃがんで泣いている……。

「だ、誰？」

　朦朧とする意識の中で問う。

　すぐにその女の子の姿も消え、意識を完全に失いそうになった時、

　ガツン──。

　今までの痛みとは種類の異なる、物理的な痛みが後頭部から走った。よく分からないまま、地面に叩たたきつけられる。

　今度はなんなんだよ！　死ぬほど頭が痛いぞ！

　倒れたまま顔を上げる。ライフルの銃じゆう床しようをオレに向けた六道が、ムッツリとした表情で見下ろしていた。

「……ま、まさか、お、お前、そ、それでオレを……殴ったのか？」

　頭が痛すぎて、呂ろ律れつが……

「そうだけど？」

　当然という表情で六りく道どう。

「なんでそういうことを……」

「新しん藤どうが死にそうになっていたから助けたんだ」

「オレが……死にそう!?」

「もう少しでヤツの精神攻撃によって、命を落としていたんだぞ！」

「精神攻撃？」

「新藤は現実ではない炎によって燃やされようとしていた」

　現実ではない？　あの炎が？

　確かに六道に殴られた直後、全身を覆おおっていた炎と熱が消えた。六道に殴られて正気にもどったからなのか？

「だとしても、もう少し優しくできないのか？！！」

「カナ……、お願い」

　立ち上がりながら非難するオレを無視して、六道がインカムに向かって言う。

『はい』

　オレの耳のイヤホンから生徒会本部にいる二ふたッつ谷やカナの声が聞こえた。

『グングニル起動！　カウントダウン始めます！』

　カナの声と共に、六道が空中の仮面たちに向かって右手を構えた。

　すぐに始まるカウントダウン。

『５……４……３……２……』

　カナのカウントダウンに呼応するように空中の仮面が再び揺れた。まるで群体で動く生き物のように蠢しゆん動どうしている。

「な、なんだ!?」

　また増ぞう殖しよくする気か？

　その時、

『１！』



「天乃魔返鉾グングニル！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　六道の手に巨大な鉾ほこが生まれ、その先から七色の光が放たれた。

　万物を貫く鉾。天乃魔返鉾グングニル。前の天使アポストルスをも破壊した最強の兵器アームズ！　光は巨大に膨張しながら空中の無数の仮面を飲みこむ──、が、

「むっ」

　六道の顔色が変わる。たぶん、オレも似たような顔をしている。

　驚きよう愕がくの表情を顔に張り付かせ呆ぼう然ぜんと見つめる先にあるのは、無傷で浮遊する仮面たち。天乃魔返鉾グングニルを受けてもなお健在の姿が！

「ま、まじか」

　六りく道どうのアレなら、絶対に勝てると思っていた。だって、通常のライフルでもろくも破壊されていっていたのだ。天乃魔返鉾グングニルなら一発で殲せん滅めつできると思ったが、無傷!?　どうなってる？

　オレが仮面を凝視した、その時、

「!?」

　空中の仮面が蠢うごめいた。ゆらゆらと存在がぶれた。

（なんだ、あれ？　さっきもあったよな？）

　と思ったのと同時に、空中に浮かぶ仮面の一部が一箇所に集まり始めた。集まった仮面は、融合し、その姿を変えた。なんだあれ……。

「鎌かま!?」

　それは、死神がもっていそうなあの巨大な鎌だ。

　照明に照らされ鎌の切れ味の良さそうな刃が煌きらめく。そして、次の刹せつ那な、オレに狙ねらいを定め、高速で飛ひ翔しようした。

「新しん藤どう！」

　六道が鋭く叫ぶよりも先にスヴァリンの肩を握にぎる。

「頼む！」

　少女から半球状に広がる光の障壁。



　ギギギギギギギギギッギ─────────────────────。



　障壁を切り裂こうとする鎌の巨大な刃。金属音が上がり、火花が飛び散った。鎌は光の壁に弾はじきかえされる。

「よしっ！」

　グッと拳こぶしを握り締め、もう一方の手でスヴァリンの頭を撫なでた。あの攻撃だけなら、何度されたって防ぐことができる。

「六道さん！　今の内に！　天乃魔返鉾グングニルの第二射を！」

　一いちの宮みやさんの声が飛んだ。

「う、うん。だが……」

　六道が珍しく躊躇ためらいの表情で頷うなずいた。

「六道さん！　いいから早く！」

　一宮さんが再び鋭く叫んだ時──、鳥のさえずりのような、無数の風きり音が上空より聞こえてきた。空中に浮かんだ仮面のさらに上を、黒い無数の点が覆おおっていた。それが、仮面に降り注ぐ。爆発音が連続して起こり、仮面が次々と破壊されていった。

「矢!?」

　それは大量の矢だ。ものすごく大量の。矢が雨のごとく、空より降下してきているのだ。

「す、すげえ。一体、誰が!?」

　六りく道どう、一いちの宮みやさん、四し之の杜もりでもない……、一体誰が!?

「何をボーッとしているの!?　天乃魔返鉾グングニルはもういいから、通常兵器アームズで加勢を！」

　一宮さんと四之杜がライフルを上へ向けて連射する。一宮さんの声で我に返った六道も、ライフルを撃ち始めた。下と上からの攻撃に挟まれ、仮面が一気に数を減らしていく。瞬またたく間まに、残り数体！

　その時、空中に最初に見た、仮面の顔を象かたどった幾き何か学がく紋もん様ようのゲートが現れる。

「逃げる気だわ！」

　ライフルの弾丸が残りの仮面を撃破し、最後の一体を捕らえようとする、が──、

「しまったっ！」

　六道が叫ぶと同時に、最後の仮面が吸い込まれるようにゲートの中へと消えていく。





「な、なんかやばかった……」

　静せい寂じやくを取り戻したグランドにオレは座りこんだ。生徒会メンバーの面々の表情をうかがう。六道を始め、一宮さん、四之杜ですら、どこか悔しそうな顔をしていた。特に六道は、徒労感に満ちた表情で空を睨にらみつけている。

「まさか……」

　六道の小さく呟つぶやくのを、オレは聞き逃さなかった。“〝まさか”〟の後にくるのは、たぶん、天乃魔返鉾グングニルが効かないなんて、と言ったところだろう。六道の顔にはいつもの天然じみた余裕はなく、焦燥感のようなものが溢あふれている。それくらい天乃魔返鉾グングニルには絶対の自信があったはずだ。

　遠くから足音が聞こえてきた。五いつ木き先生と共に、長い和弓を手にした三み浦うらがグランドの端からとぼとぼと歩いてきた。

「さっきの大量の矢、三浦がやったの？」

　オレの問いに三浦が真っ赤にした顔を背けた。

「三浦も意外とすげえんだな。天乃魔返鉾グングニルが効かないような敵をやっつけるなんて」

　その瞬間、六道の眉まゆがキッと上がった。やべっ。かなり気にしてる。

　オレは慌てて立ち上がると、六道にフォローするような言葉でもかけようと思った。でも、よい言葉が浮かばない。どんな慰めの言葉も白々しいような気がするし、今の六道を励ませないような気がした。

　三浦たちが合流するのにあわせて、六道がザッと長い後ろ髪をかきあげた。

「撤てつ収しゆうする」

　短くそう言うと、グランドを一人で歩き出した。



　　　☆



　学生に限かぎらず多くの人にとって、昼休憩は一日の中で最長の休憩タイムであり、昼食を取ったり、仮眠をとったり、友人と戯れたりする時間である。それはオレの通う学校エピタフの学園ライフにおいても同様で、十二時から十三時までの一時間の間に、オレたちは友人との会話に花を咲かせたりする。特殊な才能、テッセラクト視覚サイトを持つ生徒であっても、レクリエーションの時間は大切なのだ。もっともオレの場合、もっぱら飯を食ったらチャイムまで寝ているが。

　ところが、二人目の天使アポストルスと最初の接触を果たした翌日。寝不足で今日こそ仮眠をとるべき昼休憩時間にもかかわらず、授業が終わるや飯も食わずに廊下を歩いていた。でもって、

「ふぁ────ああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　と大あくびをきめた。目から溢あふれ出だす涙。とにかく眠い、眠すぎる。

　午前の授業中、何度、意識を失ったことか。眠るたびに隣の最も上がみに椅い子すを蹴けり飛とばされて、結局、ほとんど居眠りできていない。全く有あり難がたい隣人もいるもんだ。

「眠そうだねえ、新しん藤どうくん」

　横を歩く、もう一人の隣人が朗らかに笑った。天てん真しん爛らん漫まん、可愛かわいくてしかも性格もよいという、自分的には完かん璧ぺき美少女の斉さい藤とうさん。彼女の場合は、オレが寝ていても、悪戯いたずらに起こそうとはしない。教師にあてられそうになった時に、目立たないように声をかけて、あまつさえ質問の答えを教えてくれる。そんな子なのだ。

「ぶっちゃけ眠い。二時間くらいしか寝てない」

「きついね。せめて、一時間半の倍数分は寝ないと。レム睡すい眠みんサイクルに合わないもんね」

「いや、この場合、三時間寝ても眠さは変わらなかったと思うぞ。きっと」

「でも、ナポレオンは毎日三時間睡眠だったらしいし、新藤くんだって一日くらいならきっと耐えれるよ！」

　そう言って、グッと親指を立てる。

「そんな不ふ世せい出しゆつの英雄と比較すんなよ！　オレは毎晩九時間寝ないと体調がすぐれないような人間なんだぞ！」

「だったら早く寝ればいいのに。日曜日だからってはしゃいで、夜遅くまで遊んでたら駄目だよお。めっ」

「いや、別に遊んでいたわけじゃないんだけど……」

　自分を殲せん滅めつせんとする異形たちと命を賭かけたバトルをしていたのだ、とは口が裂けても言えない。

「会議で欠伸あくびしてたら、委員長キャラに目をつけられちゃうよお。眼鏡を光らせながら、お説教をされちゃうかもよ」

「委員長キャラ……が、いるのか？」

「きっといるよ。学級委員はみんな優等生だよ。もしかしたら全員が委員長キャラかもしれないよお」

　そう言って、斉さい藤とうさんは「ビシッ」と効果音をつけて、眼鏡を上に上げるフリをする。彼女の中の委員長キャラというのはそういうものなのかもしれない。

「やべえなあ。そんな優等生だらけなのかなあ。うちのクラスはオレも斉藤さんも、どっちかと言うとゆるキャラなのに」

「それは、うちが例外だと思う」

「まあ、それは……。そうかもしれないな」

　オレが属する一年Ａ組の学級委員は、かなり特殊な事情で決められた。なにしろ、このオレが学級委員なんだからな……。

　正直に言おう。今まで学級委員なんてものは一度もやったことがない。立候補したこともないし、やろうと思ったこともない。そんなオレが一年Ａ組の学級委員。まさに青せい天てんの霹へき靂れき。おたまじゃくしが天から降ってくる並の珍事、とオレ自身が思う。

　こんなことになったのには理由がある。それはオレが、クラスで唯一の男だからだ。

　なんつーか、学級委員を選ぶ選挙の時、急に面倒なことは男がするもんだみたいな空気が醸成されたのだ。そして、問答無用の他推薦で立候補させられて、めでたく一年Ａ組の第一期のクラス委員に選出。普段、オレの目も憚はばからず着替えとかして男扱いしない女子共め。こんな時だけ男扱いかよ、と思った。

　で、学級委員を補助する副学級委員……。これは、重責に顔を引ひき攣つらせていたオレのことを心配してくれたのか斉藤さんが立候補してくれて、他に立候補者もないためにそのまま選出された。結果、一年Ａ組の学級委員コンビとなったオレと斉藤さんが、記念すべき第一回の学級委員会議に出席するため、現在移動中、というわけだ。

「ふあ────あ。なんでオレがこんなポジションになったんだよ」

　あくびとため息が混じったようなものを吐きながら、重い足取りで廊下を進んでいると、

「最近、新しん藤どうくんって疲れてる感じだよね」

　斉藤さんが、横からオレの顔を覗のぞきこんできた。

「そ、そう？」

「うん、絶対に疲れてるよ。なんか顔色悪いし」

「それは寝不足だからでは……」

「今日だけじゃないよ。なんかいつも廊下の端の方で六りく道どうさんと辛つらそうな顔で話してる」

「そ、そんなに辛そう？」

「うん。いつも深しん刻こくそうにしてるよ。今にも死にそうだよ」

「い、今にも!?　ま、まじで？」

「ねえ、新藤くん」

　斉藤さんが急に立ち止まる。オレも立ち止まる。斉藤さんはジッとオレを見つめながら、つま先立ちをして、顔を近づけてくる。息がかかるくらい近距離に、大きな目がいつも以上に大きく見えるくらい近くに、斉藤さんの可愛かわいい顔がある。

「あのお、斉さい藤とうさん。ちょ、ちょっと、近くないっすか？」

「ねえ。新しん藤どうくん。もしかして、なんか六りく道どうさんに弱みでも握にぎられてるの？」

「い、いや、そんなことは……」

「ホントに？　もしかして脅迫されてるんじゃ……」

「違う違う！　そんなことない！」

　ブルブルッと大きく顔を振った。

「そう。だったらいいんだけど……。もし、困ったことになったら、なんでも相談して。力になれるかもしれないから」

　斉藤さんはそう言ってニコリと笑った。

　ああ、いい人だあ。思わず相談したくなるくらいだ……。だが、オレと六道との関係はそういうのとは違う。ある意味、脅迫されている状況に近いかもしれないが、斉藤さんが想像している関係とはきっと違う。

『多目的会議室』と書かれた部屋の前まできた。若じやつ干かん、緊張しながら扉を開く。中は楕だ円えん形けいの円えん卓たくと、書き込み可能な液晶ディスプレイの設置された広い部屋だった。既にいくつかのクラスの学級委員は集まっていて、円卓を囲んでいる。今日は、三学年の全クラスの学級委員が呼ばれているはずだ。

　部屋に入っていくと、いい匂においがしてきた。大半が女子の環境である。我が一年Ａ組の教室もいい匂いはするのだけど、ここはそれを超えている。上級生がいるからっぽい。

　オレが円卓に近づいていくと、女子の何人かは一瞬、こっちを見て驚きの表情を浮かべていた。入学式から結構な時間が経たつが、未いまだに男子という存在に慣れてない女の子もいるみたいだ。

　空いてる席に斉藤さんと並んで腰こし掛かけていると、

「よ───う、兄弟」

　軽薄そのものの声が背後から飛んできた。オレは反応せず、斉藤さんの方を向く。

「そう言えば一時間目の授業で先生が言ってた試験範囲、ちゃんと聞いてた？　オレ、その時、意識が朦もう朧ろうとしていて聞いてなくてさあ」

「うん、ノートに書いてあるよ。後で教えてあげようか？」

「たのむよ。範囲が分からないと勉強もできないからさあ」

「って、無視かよ!!　しかも二人とも！」

　背中に平手でバシッと強烈なツッコミが入った。仕方がないので振り返る。

「なんだいたのか──、内うち田だ」

　ただ一人の同性の同級生、内田幸こう平へいがそこにいた。

「いたのか、じゃないだろ！　思いっきり、兄弟！　って呼んだだろ！」

「ハア……」

「しかも、なんだよ、そのため息！」

「悪い。オレの耳には、自分に関係ない発言は自動的にスルーする機能がついてて、よく聞こえなかった」

「関係なくないだろ！　オレの兄弟はお前しかいない！」

「さて……。兄弟になった覚えはないが……」

「一緒にハーレムを作ろうと誓いあったじゃないか？！！！」

「公衆の面前で妄想を垂れ流さないでくれ」

　キョロキョロと周囲の反応をうかがってしまった。同じ男という理由で内うち田だと同類に見られるのは防がなくてはいけない。

「そうよ、うちの新しん藤どうくんを、変態ワールドにまきこまないでよ。内田くん」

　斉さい藤とうさんが、オレと内田の間に割って入った。

「変態ワールドではない。崇高な目標だぞ」

「まあ、それは置いておいて、なんで、内田がこんなところにいんだよ。これから学級委員の会議なんだけど……って、まさか、お前」

「おう。オレは一年Ｄ組の学級委員だ」

　キラッと白い歯を光らせて、親指を立てていた。

「やっぱりか……。お前も男子ってことで他薦されたんだな……」

「いや、違うぞ」

「え？」

「当然、自分から立候補した」

　誇らしげに顎あごをしゃくりあげた。

「はあ？　お前、学級委員になりたかったの？」

「うむ。その方が色々と、今後の野望実現に有利だと思ったからな」

　ニヤリと笑う顔はどう見ても悪者の体だ。

「Ｄ組の女子たちが、よく認めたなあ。お前みたいなヤツが学級委員になることを……」

「うむ。信任不信任投票でギリギリの一票差で選出された」

「ホントにギリギリだ！」

「オレの一票がきいたらしいな。ハハハ」

　内田は高笑いを上げる。内田が学級委員に選出されて絶望した生徒もいたことだろう、とＤ組の女子たちに同情していたオレは、内田の後ろに立つ一人の女の子に気がついた。まるで内田の秘書のように、ニコニコしながら直立している。

　かなりの美人。目は大きく、腰まであるロング。体型は遠くからでも目立つほどのナイスバディ。つーか、胸が大きい。高校一年生のレベルじゃないんだが。

「内田くん、そっちの人は？」

　斉藤さんも気がついて内田に訊きく。

「ああ、うちの副学級委員の……日ひ比び野の美み奈なさんだ」

「日比野です」

　ペコリと頭を下げる。

　なんか優等生っぽい感じ。優ゆう雅がってわけではない。なんかしっかりしてる。折り目がしっかりしている感じの挨あい拶さつだ。

「新しん藤どうです。Ａ組の学級委員」

「同じく副学級委員の斉さい藤とうです。よろしくお願いいたします」

「こちらこそよろしくお願いします」

　斉藤さんが会釈すると、日ひ比び野のさんは笑みを浮かべる。これがまた可愛かわいかった。

「日比野さんは凄すごいんだぞ。この前の中間試験で学年一位だったんだからな」

　内うち田だが漫画のキャラのように、鼻の下を指で掻かいた。

「……なんでお前が自慢気なんだよ」

「しかも人気者なんだぞ。オレが出しゃばらなかったら、間違いなく日比野さんが学級委員に選ばれていたことだろうな」

「でしゃばっていたことを自覚しているんだな」

「副学級委員になったのも、オレだけじゃ不安ってことで日比野さんがお目付け役として選ばれたといった感じなのは確かだ」

「そこまで分かってるなら辞退しなよ」

「馬鹿な。このチャンス活いかして、この学校をオレ色に染めるんだからな！」

　ハハハハと聞いていると頭が痛くなりそうな高笑いを上げた。

「……日比野さん、内田くんとコンビだと色々苦労するでしょう？」

　斉藤さんが額を押さえながら首を振る。彼女は内田とは中学の同級生だったらしい。















「別にそんなことはないですよ」

　日ひ比び野のさんは笑いながら答える。

「内うち田だくんも色々と言っているけど、本当は学校をよくしたい、という気持ちで立候補したんだと思いますから」

「ええええ？」

「そうなのか？」

「フッ。まあ、そう言ってもらっても語ご弊へいないかな」

「語弊だらけだろ！　さっき色々有利とか言ってたじゃないか」

「まあまあまあ、それはそれ。これはこれだ」

　内田は両手を挙げてスポーツ刈りの頭をかきあげるフリをした。それからオレの横の席に腰こし掛かけると、

「それで、今日の会議は何のためにやるんだ？」

　真顔でそんなことを訊きいてきた。

「全然知らずに来たのか？　それで学校をよくしたい、とかありえないだろ」

「つーか会議があることすら、さっきまで知らなかったんだ」

「ギリギリとは言えクラスの信任を受けたんだから、もっと真面目まじめにしようよ」

「今日は学級委員同士の顔合わせと、あとは生徒から意見吸出し、あと、秋にやる文化祭について、ですよね。一回目だから生徒会が率先してイベントを企画するとか」

　日比野さんが内田のフォローをした。こいつには過ぎた副委員長だと思う。

「意見吸出しってなんだあ？」

「学校が始まってまだ間もないですから。色々と生徒に不自由もあるでしょう、と。それを学級委員が聞いて、上層部に上げる、ということみたいです」

　言いながら、日比野さんはノートを開いた。

「一応、クラスのみんなにヒヤリングをしておきました。多くはないですが、要望は聞いておきました。あと、イベントについては、演劇を提案しようと思っています」

「すげえ」

「日比野さん、真面目！」

　オレと斉藤さんは感嘆の声を上げた。

「さすがにそこまで気がつかなかったなあ。日比野さん、すごいね」

「たぶん、早い方が陳ちん情じようも早めに対応してもらえそうですから」

「すげえ。そこまで考えてるのか」

　真面目なだけでなくて、そういうことも考えるタイプらしい。

「ふっ、一年Ｄ組の結束力はすごいだろ？」

「だから、なんでお前が鼻高々なんだよ」

　と、ツッコミを入れつつも、オレはなんとなく内田の気持ちが分かる。真面目で、頭がよくて、しかも美人。同じクラスってだけで、自慢したくなるってヤツだ。

「日ひ比び野のさんはどこ出身なんすか？」

　気になったんで訊きいてみた。

「北海道だ」

「……内うち田だ、お前には訊いてないんだが」

「この肌の白さは、北の出身だからこそだ」

「内田くん、それセクハラ入ってるわよ」

　そんなオレたちの会話を、日比野さんは微笑ほほえみを浮かべて見守っている。

「新しん藤どうさんは、出身はどこなんですか？」

「東京」

「へえ、そうなんですか」

　そう言って、日比野さんは再び笑みを浮かべる。エレガントな仕草にオレはほんの少し、見とれてしまった。



　　　☆



「カナ、お願い」

　六りく道どうが言うと、中央のディスプレイに画面が映し出された。それを円えん卓たくから覗のぞきこむ、オレと生徒会メンバー。

　高校校舎地下にある生徒会会議室。放課後、オレを含めて生徒会メンバーは集まっていている。メンバーの前のテーブルに、なみなみとコーヒーが注がれた大きなマグカップが一つずつ。昨晩、深夜に天使アポストルスを迎撃することになったため、オレを含めて全員が寝不足気味。カフェインで眠さを振り払いながらのミーティングになっている。

　ディスプレイにまさに昨晩、戦った天使の映像が映し出される。空中を覆おおう無数の仮面。オレを狙ねらってきたあの新しい天使に、六道は“〝ジェスター”〟という名前をつけた。一いちの宮みやさんの解説では、宮きゆう廷てい道どう化け師しって意味らしい。

「色々分からないことがあるのだけど、最初に注目すべきはここ」

　六道は言いながら険しい表情を見せた。

　ディスプレイには、苦しげに喉のどを押さえているオレの姿が映っている。外観上の変化はない。だというのに、オレがものすごく苦しげだ。そのシーンで画面が停止する。

「これってあれだよな？　オレが急に炎に包まれた時の……」

　突然炎に巻き込まれ、死にそうな思いをしたあの時だ。

「実際には火なんかついてない」

　六道が静かに言う。

「ああ、確かに……。これ、一体どうなってんだ？　精神攻撃って言ってたよな？」

「うん。正確にはテッセラクト攻撃という」

　また出たよ。テッセラクト……。

「あの時、新しん藤どうが見た光景は、物理世界で起きたものではない」

「はあ……」

「炎はテッセラクトで発生し、新藤の肉体ではなく精神体が燃やされようとしていたんだ」

「精神体？」

「ああ。ジェスターのこの時の攻撃は、テッセラクト側の存在に作用していた。だから実際には炎は発生していない」

「マジか？　あんなに熱く感じたのに？」

「精神体が燃やされそうになった時、視覚サイト、痛覚は実際に燃やされている状態を認識する。そして精神体が破壊されたら、肉体も生存することはできないんだ」

「……」

　それはなんとなく分かる。あの炎に包まれた時、オレは本気で死を覚悟した。六りく道どうに殴られなければ、あのまま死んでいただろう。

　停止が解かれ、映像が再び流れ始めた。胸を押さえ、苦しげに揺れるオレ。その足に心配げにしがみつくスヴァリン。なんだか、そんな自分を観みているだけで、気分が悪くなる。

　グロッキー状態の映像の中のオレに、無表情の六道が近づいてきた。おもむろにライフルを振り上げ、後頭部を思いっきり殴りつけた！　もんどり打って転倒するオレ……。

「や、やっぱ、酷ひどくないか!?　あれじゃあ、収容所で言うことを聞かない捕虜に制せい裁さいを加える鬼軍曹じゃないか！」

「悪かったよ……。でも、あれくらいしないと、新藤が正気に戻る自信がなかったんだ」

　六道は珍しく神妙な顔つきで言う。

「で、でもさあ。もうちょっと手加減くらいあっても」

「だから、ゴメンって言ってるじゃないか！」

　声を荒らげる。

「まあまあまあ、そんなことよりも、今回の敵はテッセラクト面に作用する攻撃方法を保持する。その重要性について話しあうべきだわ」

　一いちの宮みやさんが険しい表情で顎あごに手を当てた。

「そ、そうだ。あの攻撃はスヴァリンでは防げない。新藤にとっては脅きよう威いだ」

　六道がやや恥ずかしげな表情で言う。スヴァリンが防ぐことができるのは、物理的な近接攻撃のみ。テッセラクト攻撃とやらは、どちらの条件にもあわない。

「今回は新藤の痛覚に訴えることでなんとか回復させることができたけれど、次も上う手まくいくとは限かぎらないんだ」

「ってか、毎回、あんなことをされていたら、こっちの身がもたんって」

　見ろ。地面に這はい蹲つくばる自分の姿があまりに哀れじゃないか。

「その前にさ、テッセラクトに作用する攻撃について、もうちょっと詳しく教えてくれ。イマイチ分からないんだけど」

　オレは六道と一宮さんの顔を交互に見た。

「一応、学校の授業を受けて、テッセラクトって呼ばれる並行世界があることは分かってる。いや、分かった気にはなった。で、一部の人はその世界の力を見ることができると。それがエピタフの生徒なんだよな？」

「うん」

　頷うなずく六りく道どう。

「じゃあ、精神体ってなんだ？　テッセラクトとどういう関係にあるんだ？」

「物理世界とテッセラクトの二つの世界が並存するように、私たち人間も肉体と意識、つまりは精神体が並んで存在するのです」

「生物は、肉体と精神体、両方が揃そろって初めて“〝個体”〟になれるんだ」

「はあ……。で、ジェスターはその精神体の方に攻撃できるんだな。でも、なんでそんなことができる？」

「天使アポストルス、戦機乙女ヴアルキユリア、兵器アームズもそうだが、これらには、肉体と精神体が別々で存在しないんだ」

「？？」

「彼らは両方の特性を持つの。だから、物理世界とテッセラクトの両方に存在できる。だから両方に作用する攻撃も可能なのよ」

　五いつ木き先生が追加で説明してくれた。

「はあ……」

　毎度のことだが、なんとなくしか分からない。

「とにかく、ジェスターがテッセラクトへの攻撃手法を持ち、それが脅きよう威いなのは分かったと思う。ただ、それだけならば、対処する方法がないわけでもないんだ。だが、問題はこれだけじゃない」

　ジェスターの精神攻撃から時間が少し進み、上空のジェスターに向かって、六道のグングニルが飛んでいくシーンに切り替わる。グングニルの光の鉾ほこがジェスターへと向かう。だが、光はジェスターに当たって跳ね返り、四方に光が分散するのみ。一体も破壊できない。

「むう……」

　その光景を見て、六道が改めて悔しそうな顔をする。

「ジェスターは私たちが持つ最大の戦力である、六道さんのグングニルに耐え切ったわ。これは驚くべきことよ」

　一宮さんが解説した。

「え？　グングニルって最大の戦力なんすか？」

　オレの質問に一宮さんがあっさり、「そうよ」と頷いた。

「そのグングニルを防いでおきながら、その直後には……」

　さらに画面が変わった。ジェスターが集合して鎌かまとなり、オレに襲い掛かるシーン。スヴァリンの力により跳ね返す。映像はここではそのまま流れ続け、その直後、空中より三み浦うらの矢が大量に降り注ぐ光景。矢は次々とジェスターの仮面を捉とらえ、破壊していく。

「三み浦うら、やっぱ、すげえなあ」

　隣の三浦に話しかけると、「ヒッ」と悲鳴を上げて、そのまま顔を真っ赤にして下を向いてしまった。遠くに逃げてしまった時に比べると、ものすごい進歩だが、なぜ褒め言葉をかけただけでこの反応なんだ？

「ね。なんか不思議じゃない？」

　一いちの宮みやさんは全員の顔を見回す。六りく道どうと五いつ木き先生が同意するように頷うなずいた。

「不思議って、何がですか？」

　オレは首を傾かしげた。

「新しん藤どうくんは、なにか変だとは思わなかった？」

　五木先生が教師の表情でオレを見る。

「いや、オレは素人しろうとだから、よく分からないけど」

「じゃあ、質問です。今まで出てきたジェスターの特性を全部上げてみて」

「え？　ああ、ええっと。ジェスターは精神攻撃ってヤツができて、なおかつ、巨大な鎌かまに姿を変えて攻撃することができる。でもって、ライフルや三浦の矢には弱いが、六道のグングニルには強い？」

「そうね」

　一宮さんは頷きながら、マグカップに口をつけた。

「一貫性がないと思わない？」

「？」

「だって、精神攻撃をしたかと思えば、物理攻撃を仕掛けてくる。脆もろいかと思えば、グングニルに耐えたりする」

「器用なんじゃないですか？」

「そんな理由で六道さんのグングニルに耐えられるはずないわ」

　一宮さんは断言した。

「そういうこともあるんじゃ？　グングニルだって万能ってことはないですよね？」

「万能などとは思ってないぞ」

　六道がムッと頬ほおを膨ふくらませる。

「万能ではないにしても、通常の攻撃で破壊されていたのが、グングニルに耐え切るなんて考えられないわ」

「そういうこともあるんじゃないんですか？　グングニルに◎。ライフルと三浦さんの矢には×、みたいな。属性？？　相性？？」

「ひっ！」

　そう言ってもう一度、三浦の方を見ると、悲鳴を上げてテーブルの下に隠れてしまった。

「私のグングニルに強くて、ライフルに弱いなんてことはありえないはずだ」

「本当かなあ。現にグングニルには耐え切っているし」

「むっ」

「三み浦うらさんの与一も、ライフルも、グングニルも物理的な攻撃には違いないわ。どっちかに弱く、どっちかに強いなんてことは絶対にないの」

　一いちの宮みやさんが首を振る。

「ふ──ん。そういうものなんですね」

「ぬぬっ！　どうして私の発言は信じないで、一宮には納得するんだ？」

「人徳の違いじゃないですか？」

「そうなのか、新しん藤どう!?」

　睨にらまれた。

「そ、それはともかくさ。つまり、どういうことなんだ？」

「つまり、よく分からなくて困ってるのよ」

　一宮さんがハアとため息をつく。

「今回の敵は一貫した特性がない。だから、戦機乙女ヴアルキユリアで対抗するにしても、その方向性が定まらない」

　六りく道どうも腕を組む。他の生徒会メンバーも黙りこみ、会議室内は重苦しい雰囲気に包まれる。中央の画面には昨晩の戦闘の映像がエンドレスでリピートし続けている。

　それをジッと見つめていたオレは、ハッとした。

「カナちゃん。今のところ、もう一度、再生してほしいんだけど」

「はい」

　二ふたッつ谷やが応こたえると、直前のシーンにまで戻って、再生が始まる。

「そこっ！」

　オレは画面を指差すと、画面が静止ポーズした。

「なに？　何か起きているのか？」

　六道たちも画面を覗のぞきこむ。

「なんつーか、仮面軍団がブレてないか？」

　戦闘の時も思った。一瞬だが、グングニルを撃つ寸前に、ジェスターが揺れたのだ。

　二ッ谷が操作して、グングニル発射寸前の、ジェスターの姿が拡大されてディスプレイに映し出される。

「ほら」

　画面を指差す。画面では拡大されたジェスターが分身するかのように震えていた。

「あと、鎌かまに変わる直前もだった」

　同じく拡大された画面と震しん動どうするジェスターの姿が映される。

「確かに、本当だわ」

　生徒会メンバーが食い入るように画面を覗きこんでいた。

「確かに震えてるわね」

　一宮さんが腕を組んで頷うなずく。

「でも、それとグングニルが効かなかったことと、どう関係あるんだ？」

「それは分からないけどさ。もしかしたら、一貫した特性のないことと繋つながってくるかもしれないぜ？」

「どう繋がっているのか分からなければ意味がない」

　六りく道どうが冷たく言い放った。

「お前……、必殺技が破られたからって、なんか機嫌が悪くないか？」

「そんなことはない」

　プイッと横を向く。いや、絶対、機嫌悪いよコイツ。

「でも、六道さんの言うとおり、アクションの前に震しん動どうする法則は分かったけど、結局、ジェスターの特性までは分からないわね。四し之の杜もりさん、“〝万能の杖ソクラテス”〟で、分かったりしないかしら？」

「それは無理」

　一いちの宮みやさんの問いに、四之杜がいつもの低血圧そうな顔で首を振った。

「だとしたら、どちらにしても攻略の手法は浮かばないわね……」

「あのさあ」

　オレは手を上げる。

「なに？」

「戦機乙女ヴアルキユリアなら、どうにかならないかな？」

「でも、ジェスターがどのような特性を持つか分からない限かぎり、どのような戦機乙女で対抗すればよいのか見当もつかないわ」

「いや、だからさ。対抗しなくてもいいんじゃないか？　まず、ジェスターがどんな特性なのか戦機乙女に感知してもらうっていうのは？」

「！」

　一宮さんと六道が顔を見合わせた。

「特性を見破るような戦機乙女を使うってことか？」

「ああ」

　首しゆ肯こうする。

「ジェスターがどんな能力を持っているのかまだ分からないけどさ、条件さえそろえば三み浦うらの矢とか、六道の鉾ほこでやっつけられるのは前の戦闘で実証されているだろ？　だったら、戦機乙女は特性さえ分かればいいんじゃないか？」

「……そっか。その手があるわね」

　五いつ木き先生が手を合わせた。

「確かに、戦機乙女に攻撃してもらう必要はないものね」

「なるほど、相手の特性を見破る戦機乙女か……」

　六道は驚いた表情でオレを見て、それから頷うなずいた。

「それならいけるかもしれない。カナ、そういう能力を持つ戦機乙女を出せる生徒が、エピタフにはいるだろうか？」

「調べてみます」

　二ふたッつ谷やが、ものすごい速度でキーボードを打ち始めた。

　五分ほどかかった後、

「出ました」

　二ッ谷は、額の汗を腕で拭ぬぐいながら、パチンと小気味よい音を上げてキーを叩たたいた。中央のディスプレイの画面が切り替わる。

　ＬＯＫＩロキ──と書かれた文字が中央に浮かび、ズラズラと古ノルド語の文字が並んだ。能力は『敵の特性感知』とある。

「なるほど。道化の天使アポストルスには道化の戦機乙女ヴアルキユリアを当てる、ということね」

　一いちの宮みやさんが不敵に笑った。

「……確かに。この戦機乙女なら、ジェスターの特性を見破ることができるかもしれない……。それで戦機乙女ロキを召喚できる女の子の候補は誰なんだ？」

　六りく道どうの言葉にオレは少し緊張する。女の子の候補とは、つまりオレがキスしなくてはいけない相手のことだから。

「ロキを呼び出せる人は、この人です」

　画面に少女のバストアップが大きく表示された。

「ああっ！」

　思わず声が漏れてしまった。そして、写真の下に書かれた名前を確認する。一年Ｄ組日ひ比び野の美み奈な。やはりそうか……。

「あら、知ってるの？」

　一宮さんが意外そうな顔をする。

「いや、知ってるというか、今日たまたま知りあったというか……」

「ふ──ん」

　六道が目を糸のように細める。

「顔見知りなら、多少は攻略しやすいな」

「いや、全然そんなことないから」

「ふ───ん。とにかく、新しん藤どうは可か及きゆう的てき速すみやかに日比野を落としてキスをするんだ」

　六道はそう言って、フンと鼻を鳴らした。

「ああ。それは分かったけど……」

　オレは画面の日比野を見ながら、頭を指で掻かいた。なんか変だ……。

「どうかしましたか？」

　一宮さんがオレの顔をチラッと見る。

「いや、なんかさ。……戦機乙女の能力ってあれだろ。女の子の性格と連動するんだよな？」

「そうだ」

　六道が慇いん懃ぎんに頷うなずく。

「で、ロキってのは、つまり道化のようなキャラなんだろ？」

「ええ。道化の神様と呼んでる人もいますわ」

「……なんで、日ひ比び野のからそんな道化が出てくるのかが分からない」

　肩をすくめた。

「どういうことだ？　日比野はそういう性格じゃないのか？」

　二ふたッつ谷やが画面の情報を、日比野のプロフィールに切り替える。札さつ幌ぽろの私立中学校を主席で卒業。この前の中間試験でも文句なしの一番であったことが記載されている。

「優秀な子ね」

「そうなんすよ。日比野さんは優等生タイプで、なんか表ひよう裏りとかない感じで、オレも長く話したわけじゃないけど、そんな道化を生み出しそうな感じには全然見えなかったなあ」

「新しん藤どうくん、ベタ褒めじゃない」

　五いつ木き先生がニタニタと笑った。

「もしかして、結構、気になる存在だったり？」

「そ、そうなのか、新藤!?」

　六りく道どうにまた睨にらまれる。

「いや、そういうわけじゃあないですが、ちょっとしっくり来ないっていうか……」

　日比野さんが生み出す戦機乙女ヴアルキユリアは、もっと真面目まじめな感じになると思うだろ。普通……。

「そ、外面だけで、その人がどんな人間なのかは分からないんだ。人目のないところでは、ぬいぐるみに暴力をふるったりしてるかもしれない……」

　六道は口をすぼめて、ボソボソと言う。

「六道じゃないんだから、そんなわけないって」

「私はそんな暴力的じゃないぞ！」

「なんでそんなに必死なんだよ！」

「まあまあ。日比野さんがなぜロキを召喚できるかは、新藤くんが仲良くなれば、分かってくるでしょう」

　一いちの宮みやさんが間で両手を挙げて仲裁した。

「それで新藤くん、真面目な話、どのくらいの期間で仲良くなれそうですか？」

「いや、それは……」

「顔見知りということでしたら、最も上がみさんの時よりは短縮できるかもしれませんか？」

「いや、それは……う──ん」

　ゆっくりと首を横に振った。

「日比野さんは美人で、しかも優等生なんで……早々仲良くなれないかもしれないです」

　普通だったら、オレごときが仲良くなろうとしないほどのハイスペックだ。その格差婚レベルは、最上の時に勝るとも劣らないだろう。そもそも、男子と仲良くなる、なんて考えがないかもしれないし。

「次、あの仮面軍団が現れるのは、また一週間後くらいか？」

「前回の経験から考えると、一週間より早いかもしれない」

　六りく道どうは険しい表情をした。

「新しん藤どうだって経験を積んだのだから、前よりはスムーズに運べるんじゃないか？　ほら、経験だけが物を言う、と言うのだろ？」

「運よく一回上う手まくいったのが経験って呼べるかどうか分からないし、経験豊富だからって、いつも上手くいくとは限かぎら……」

　言いながら、オレの視線はなぜか、五いつ木き先生に向けられる。六道や一いちの宮みやさんをはじめ、他の生徒会メンバーも五木先生の方を見る。

「えっ？　ちょっと。なんでみんな、私の方を見るの？」

「いや……、先生って、聞くところによると経験豊富そうにもかかわらず、現在、誰か特定の人と付き合ってる感じがしないかな、っと」

「わ、私くらいのクラスになると、特定の人と交際していても、そんな雰囲気はまるで出さないことができるわ」

「そうなんですか？　じゃあ、先生、誰か特別な人がいるんですか？」

「えっ？　え、ええっと……、ひ────ん」

　五木先生はしゃがんで、床にのの字を書き始めた。オレたちは顔を見合わせて、首を振る。……先生の前でこの話題を出すのはもう止やめておこう。

「……まあ、今回も厳しそうだけど、精一杯頑張ってみるよ……」

　画面の日ひ比び野のの美び貌ぼうを見ながら、オレは言う。

　なにしろ、それしかオレが生き残る道はないのだから。





「そういえば、新藤くんさあ」

　方針が決まったところで会議が終わり、オレが新たに課せられたプレッシャーにため息を吐きながら生徒会会議室の扉へ向かって歩いていると、五木先生が声をかけてきた。

「なんですか？」

　若じやつ干かん緊張した顔で振り返る。日比野攻略のアドバイスでもされるかもしれないと思って。

「いや、生徒会とは関係ないんだけど……、新藤くんって部活の希望調査書をまだ出してないでしょう？」

「えっ？　ああ、そうですね……」

　オレの事情を知ってる五木先生なら、出さなくても何も言われないかな、と勝手に思っていた。

「中学校の時はなにかしていたの？」

「……帰宅部でした」

「じゃあ、高校からなにか始めてみたら？」

「やってみたい気もするんですけど……、男はオレだけになってしまいますよね？」

「それは別にいいんじゃない？　部活は運動部だけじゃなくて、文化系だってあるし」

「いや、そうなんですが……」

　オレは肩をすくめる。

「もしかして、天使アポストルスのことを気にしてるの？」

「……ええ、まあ。そんな感じです」

　一応、オレは命を狙ねらわれている身だから。いつ、天使に殺されるか分からない。しかも、生き残るためには次々と女の子と仲良くなって、キスをしていかないといけない。とても部活とかやってる場合じゃないような……。

「でも、そんな時こそ日常生活が大事なんじゃないかな。強制はしないけど考えてみてね」

　そう言って、五いつ木き先生は片目を閉じて見せた。

「はい……。なんか初めて、生徒会会議室で先生っぽいことを言われたような」

「あら。男女の関係の先生として、いつもアドバイスしてるでしょ」

　わざとらしく頬ほおを膨ふくらませてみせた。

「六りく道どうさんもよ。あなたも、希望調査書、出してないでしょ」

「えっ？」

　六道は不思議そうな表情で自分を指差す。

「私も、ですか？」

「当然でしょ。六道さんだって教室内じゃ学校の生徒なんだから。出さないと駄目よ」

「い、いや、私には部活は必要ないんだ」

「どうして？」

「生徒会のメンバーだし、やらなくてはいけない責せき務むが……」

「それとは別に、なにか趣味とかあった方がいいわ」

「こ、個人的な趣味であれば、ないわけじゃないんだ。射撃の精度を上げたり、グングニルの起動時間を短縮させたり……」

「いや、それは趣味としてどうかと思うぞ？」

「まあ、六道さんには無理でしょうね」

　一いちの宮みやさんが近づいてきて、髪をサラサラと掻かきあげた。

「無風流で無粋で無骨な六道さんに、趣味など無理ですわ」

　随分なことを言っている。六道がムッとしていた。オレが、「なにか部活に入っているのですか？」と訊きくと。

「私は茶道部の部長をやっていますわ」

「へえええ」

　いかにも過ぎて言葉もでない。

「は──い、私も動物部をやっています」

　二ふたッつ谷やが元気よく挙手した。

「へえ、動物部……って、動物部ってなに？」

「うさぎを飼育しています」

「それって“〝いきものがかり”〟的なヤツじゃないか？」

「いえ、動物部です」

　首をブンブンと振った。

「三み浦うらさんも園芸部に入ってますし、四し之の杜もりさんは読書部。生徒会メンバーと言っても、全員部活に属していますわ」

「いや、しかし……」

　珍しく困った顔をする六りく道どう。

「まあ、六道さんは無趣味なんですから。趣味とは無縁な生活でいいじゃないですか？」

「むむむっ」

　唇を突き出し、見るからに不満そうな顔をすると、

「わ、分かった。だったら私も部活をする！」

　グッと拳こぶしを握にぎり締めて宣せん言げんした。

「一週間以内に部活を始めればいいんだろう？」

「無理はしない方がいいですわよ。どうせ無理なんですから」

「無理じゃない。もう二度と、無風流なんて言わせないからな！」

　六道はビシッと一いちの宮みやを指差した。

　そんな彼女を見ながら、オレはやれやれと首を振る。六道って時々、ものすごく子供っぽくなるよな、と思う。



　　　☆



　生徒会での会議が終わり学生寮に戻ると、辺りはすっかり薄暗くなっていた。そのまま食堂で夕飯を食べて部屋まで戻る。

「速攻で寝たい……」

　風呂すら省きたい、それくらい眠い。昨晩は大げさでなく二時間睡すい眠みんだったからな。大おお欠伸あくびをして、ドアに手を伸ばそうとしていると、

「ねえ！」

　オレの隣の部屋のドアが勢いよく開かれ、最も上がみが現れた。

　ドキッとした。トレードマークのツインテールに、薄手の桃色のパジャマのような室内着。風呂から出たばかりなのか、しっとりと濡ぬれた顔が、半端なく可愛かわいく見えたから。

「そっちの部屋いってもいい？　話したいことがあるんだけど」

　最上はそう言って、オレの部屋を指差す。

「いいけど」

　本当は寝るつもりだったけど、まあ仕方あるまい。

「なんか最近、この部屋によく来るよね。私」

　最も上がみは入ってくると、部屋を見回しながらそんなことを言う。

「そ、そうだっけ？」

「もう二度と来ることはないと思ってたのになあ……」

「はは、はははは」

　乾いた笑い声を上げる。最上とは風呂場覗のぞき事件の一件がある。

「それでなに？　話したいことって？」

　机の椅い子すに座って、ベッドに座った最上に言う。部屋の中に最上が使っているシャンプーの匂においが漂っていた。

「あのね。私たちの可愛かわいい娘について、ちょっと知りたいんだけど」

「私たちの娘!?　ゴホゴホッ」

　お約束にも、思いっきり咳せきこんでしまった。

「ちょっと、大丈夫？」

「あ、ああ。大丈夫。問題ない。そ、それで、スヴァリンのことでなにが知りたいって？」

「いつになったら帰ってくるの？」

「えっ？　そ、それはオレもよく聞いてないんだけど……」

「え────!?　なによそれ!!」

　ギロッと睨にらまれる。

「前に説明しただろう？　今、スヴァリンは生徒会の施設にいるんだ。その方が、彼女の健康にとっていいから」

「それ本当なの？　怪しいなあ」

　不満そうに腕を組まれた。最上はどういうわけか、六りく道どうたちに不信感を覚えているのだ。

「本当に学園内にいるんでしょうね？」

「いるいる！　だって、昨晩、オレ、実際に会ったし……」

「えっ？　スヴァちゃんと？　なんで？」

　さらに怪け訝げんな顔になった。ってか、スヴァちゃんって……。

「実はさ……。また、天使アポストルスが来襲してきたんだ。昨晩」

　オレは一応、小声で話した。

「そうなの！　そんなの聞いてないよっ！」

「いや、天使襲来が分かったのも、昨日の夜だったから。話す暇もなくて。今日も学校じゃ、中々言えないだろ？」

「私に言ってない理由は、それだけ？」

　糸のように細めた目で見られる。

「あと、……六道から他言無用って言われていて」

「また、あいつか！」

　最上は肩をワナワナと震わせた。

「今度の敵はどんなヤツなの？　またでっかい剣？」

「いや、違う。今回はなんか仮面みたいなヤツ」

「なによそれ？　強いの？」

「これが意外と強敵なんだよ。ってか、まだ勝てるかどうか分からないくらい」

「……大丈夫なの？」

　心配するような表情でこっちを見る。

「まだ分かんないけどさ……。とにかく、昨晩の戦闘じゃあスヴァリンにも来てもらって、攻撃をしのぐのに活躍してもらった。もし、突然の出撃の時、最も上がみのところにいたら対応が難しいだろ？　六りく道どうたちが管理したいって気持ちも分かってやってくれよ」

「……」

　イマイチ納得できてない顔で、最上は頷うなずく。

「オレが六道に言って、スヴァリンと会える機会を作るから。ちょっと、待ってくれるか？」

「本当？」

　目をキラリと光らせた。

「必ず作るから。だから、それまでは我慢してくれよ」

「うん。我慢する」

　機嫌を直した様子で最上は頷く。離れ離れになるまでは、最上はそれこそ自分の娘のように可愛かわいがっていたから。早く会いたいのだろう。

「ところでさあ、最上さ」

　機嫌が直ったところで、オレは話題を変えた。

「なに？」

「Ｄ組の日ひ比び野のさんって知ってる？」

「へっ？」

　再び怪け訝げんな表情をされた。

「知らないけど……。その子が、どうかしたの？」

「い、いや、実は新しい天使アポストルスに対抗するため、新しい戦機乙女ヴアルキユリアが必要なんだけど……」

「それで？」

「その戦機乙女を召喚できる相手が……今言った日比野さん」

　ギギギギ──────────ギシャ─────────────────！！！！！。

　最上の顔がそんな風に言ってるような気がした。ものすごい勢いで、最上が不ふ機き嫌げんになるのが分かった。顔をプルプル震わせながら、オレを睨にらみつける。

「なにそれ？　で？　なんで、その日比野さんとやらの情報を私に聞くわけ!?」

「え、ええ、ああ、うん、そうなんだけど、えっとなに怒ってるの？」

　狼ろう狽ばいしながら頷く。

「だって、アンタはその日比野って人に……」

　最上は少し顔を赤くしつつ、

「キスをしないといけないんでしょっ！！！！！！！！！！！！」

　大きな声で叫んだ。

「うん、そうだけど……」

「なのに、そんな相手の人のことを、私に聞くわけ？？」

「えっ？　ああ───うん？？？　いや、その」

　よく分からないがオレは、踏んではいけない地雷を踏んでしまったらしい。

「もう、知らないっ!!」

　叫ぶや、最も上がみは立ち上がって、ドスドスと足音を上げながら、部屋を出ていく。

　バタン──。

　強烈な音と風圧と共に、扉が閉じられた。

「なんだよ。なに怒ってんだ、あいつ？」

　オレは首を傾かしげる。本当に、女の子は何を考えているのか分からない。それなりに仲良くなったつもりだったけど、まだまだアイツのことは分からないなあ。
















　　　　　２章　《追跡》







　学園エピタフの高等部校舎は五階建てで学園内の他の建物と同様、外観はまるで最新のショッピングモールのように洒落しやれている。でもって、中身も色々と設備が最新であり、階段の防護柵さくがガラスでできていたり、廊下の壁がアルミのフレームで縁ふち取どられた木目で統一されていたりと、いちいち格好がよい。

　六りく道どうたちの会議で今後の方針が決まった翌日の放課後のことだ──。

　オレはそのかっこいい廊下の一角の自販機コーナーの裏に身を隠している。すぐ近くには一年Ｄ組の教室。オレは時折、壁から顔を出して、Ｄ組の入口の扉の前に立つ一人の女の子に視線を送る。日ひ比び野の美み奈なだ。日比野の美人かつ可愛かわいい容よう貌ぼうに、いい匂においがしそうな髪に、発育のよい上半身に、ジッと熱い視線を向けている。客観的には完全にストーカー。こんなところをＤ組の生徒、特に内うち田だのようなヤツには絶対に気がつかれてはいけない。だから細心の注意を周囲に払いながら、息を殺しているわけだが、

「なんで、君たちがいる？」

　うんざりした声と共に振り返る。オレのさらに後方。壁に挟まれた狭い場所に、女の子が二人いる。二人ともムッツリとした顔で、ジッとこっちを見ているのだ。

「それはこっちの台詞せりふよ。なんでこんなストーカーまがいのことをやってるわけ？」

「そうだ。やってることが暗いぞ」

　最も上がみと六道が立て続けに言ってくる。

「二人とも声がでかいって」

　オレは日比野に注意を配りながら、口に指を当てた。

「前回の反省を活いかして、今回はジックリ、慎重に接触していきたいんだよ。だからとりあえず、日比野がどんな子なのか情報収集しつつ、チャンスを待ってんだよ」

「それを言うなら、私も今回の新しん藤どうのターゲットがどういう人物か知りたいんだ」

「私も前回の関係者として、知る権利があるわ」

　二人とも鼻息の荒い様子で、そんなことを言う。

「はいはい。だったら、邪魔だけはしないでくれ。こんなことをしているのが知られたら、一生日比野と仲良くなれないからな」

　オレは首を振りながら、改めて壁から顔を出して、彼女の方を見やる。日比野は同じＤ組の女子と談笑している。相手の子は、名前は知らないが大人しそうな生徒だ。

「日比野さん……、悪いけど、今日の数学の授業で分からなかったところがあるんだけど、教えてもらえないかな？」

　クラスメイトの声が聞こえた。

「いいよお。でも、今日はこれから部活があるから、明日でもいいかな？」

　日ひ比び野のはニッコリ笑って応こたえていた。

「ふ──ん、見た目によらず優等生なわけね」

「うむ。意外に優等生のようだな」

　オレの横から覗のぞきこんだ最も上がみと六りく道どうがよく分からない感想を呟つぶやいている。

「一応、聞いておくけど、どの辺が見た目によらずで、どの辺が意外なんだ？」

「外見」

「見た目だな」

「どこがだよ。見るからに優等生っぽくて美人じゃないか」

「ふ──ん、新しん藤どうくんってああいう胸の大きい女の子が好みなんだ」

「なぬ、新藤！　そうだったのか？」

「んなこと言ってないって。オレはもっと客観的な観点から……」

「というか、新藤いいのか？　日比野、移動しているぞ？」

「あ、やべっ」

　六道の言葉通り、いつの間にか日比野さんは一年Ｄ組の教室の前から離れ、廊下を歩いていた。オレは慌てて自販機コーナーから出て、その後ろを日比野さんに気がつかれないよう、さり気なくついていく。その後ろから、六道と最上もついてきた。

　手ぶらで歩いていくところを見ると、帰るわけではないらしい。部活とか言ってたしな。そう言えば、日比野って何部だったっけ、と思う。生徒会室で見たプロフィールに書いてあった気がするが、思い出せなかった。

　しばらく廊下を進んでいくと、前方からＤ組の担任教師の瑞みず樹き昇のぼるがやってきた。

「ああ、日比野。いいところで会った」

　化学担当でいつも白衣を着ている瑞樹は、日比野の前で立ち止まった。

「なんですか、先生？」

「化学実験室の道具を準備室に戻しておいてくれないか。これから教員会議なんだ」

　罰の悪そうな顔で言う。

「はい、分かりました」

　日比野はニッコリと笑って頷うなずく。

「化学部とかあったら、そいつらにやらせるんだけどなあ。今のところないからな。もし、一人じゃ大変だったら、内うち田だに手伝わせてもいいから」

「いえ。一人で問題ありません」

　内田じゃかえって邪魔だから、かもしれない。

「じゃあ、よろしくね」

　そう言い残して瑞樹は足あし早ばやに去っていく。日比野は瑞樹の姿が消えても、笑顔をたたえたまま再び歩き出した。

「やっぱり、日比野は見た目通りの優等生だな。嫌そうな顔、一つしない」

　日比野の後姿を見ながら、オレは最上たちに言う。

「そんなことないでしょ。私だって、先生に言われたらやるわよ」

「そうだぞ。むしろ名誉あることだと思ってやるぞ」

　最も上がみと六りく道どうが頷うなずきあっていた。

「ホントかよ。胡う散さん臭くさいなあ。二人とも口では色々言いながら、本当は日ひ比び野のの真面目まじめっぷりに敵わないと思ってるんじゃないのか？」

「そんなことないわよ！　新しん藤どうくんは日比野さんの評価がストップ高だから、なんだってよく見えるんでしょ？　あんなの普通よ」

「そうだ、そうだぞ」

「つーか、なんで二人ともそんなに必死なわけ？」

　言っている内に、日比野の姿がどんどん小さくなっていく。

「やべえ、見失うじゃないか。オレ、また追いかけるから」

「……勝手にいけば」

「不愉快だから、私もこの辺にしておく」

　二人揃そろって鼻を鳴らす。

「勝手に仲良くなって、キスでもなんでもすればいいのよ！」

「新藤。お前はマシンになればよいんだ。考えずにキスをするマシンにだぞ！　相手が優等生だとか、真面目だとか、そんなことは考慮に入れる必要はないんだ！」

　そんな捨て台詞ぜりふを吐くと、回れ右して去っていった。

「二人とも何を怒ってるんだよ。いや、それよりも、追いかけないと」

　オレは首を捻ひねりながらも、早足で日比野を追いかけていった。



　日比野にはすぐに追いついた。二階の廊下を一定の距離を保って後をつけていく。

「どこに行くのか……」

　向こうには化学実験室がある。もし、このまま化学実験室に行って片づけを始めるようなら、それをさりげなく手伝うのも悪くないかもしれない。自己紹介は終わっている。同じ学級委員として、警けい戒かいされることもなさそうだ。その後、彼女の部活の見学でもさせてもらえば、少しはお近づきになれるかもしれない。なんだか、以前より戦略的に行動できるようになった気がする。だからって上う手まくいくとは限かぎらないが……。

　そんなことを考えながら追跡を続けていると、急に日比野が廊下の真ん中で立ち止まった。オレは慌てて近くの柱の陰に隠れた。

　日比野さんはキョロキョロと、慎重に周囲を見回していた。

（なに、きょどってんだ？）

　化学実験室はまだ遠い。もしかして、オレの尾行が気づかれたか？

　オレは息を止めて、柱の陰からチラ見する。日比野は周囲をうかがうのを止やめると、忍者のような素早くさり気ない動きで、廊下に面した扉の中へと入っていく。

（？　あそこって、なんの部屋だっけ？）

　しばらく間をおいて、オレは柱の陰から出ると、日ひ比び野のの消えた部屋の扉の前に立った。教室プレートなどはなく、ここがなんの部屋なのか、教室かどうかも分からない。日比野は部活に行くと言っていたから、部室なのかもしれない。

（さて……、どうしようか）

　急に入っていくのは不審だ。家までついていくストーカーそのものになってしまう。

（部活を探している体でいくか……）

　五いつ木き先生から、部活を探すよう言われているのは確かだ。日比野と二人っきりになれる絶好のチャンスを逃す手はない。

「よしっ」

　咳せき払ばらいを一つすると、扉をノックした。

　──返事はない。もう一度したが、やはり返事はなかった。

（このまま扉を開けようか……）

　だが、さすがに躊ちゆう躇ちよする。だって中で日比野さんが着替えをしている、なんてこともあるかもしれない。そうなれば、最も上がみの時の二の舞だ。

　どうするべきか──、考えていると、中からなにやら音が聞こえてきた。

　ドス、、ドス、、ドス、、ドス、、

　鈍くて腹に響くような重低音。しかも、声のようなものも聞こえた。なんとなくだが、日比野の声のようだった。聞きようによっては悲鳴のような。

「日比野!?」

　もしや日比野がピンチなのかもしれない。オレは扉を開けて、中に駆けこんだ。

　そこはガランとしていた。教室くらいの広さの部屋で、机と椅い子すを設置すればそのまま授業でも始められそうだ。教室の奥の方の一部はパーテーションで区切られていて、物音はその奥から聞こえてきているようだった。

　パーテーションに向かおうとした時、今度こそ声が鮮明に聞こえた。

「どうして私が片付けないといけないのよ！　あのタコッ！」

「!?」

　急ブレーキをかけて立ち止まった。

　今の──、日比野の声!?　日比野が、タコって叫んだのか？

　タコが指す人物は、化学講師の瑞みず樹きだ。確かに前頭部が禿はげてるせいで、一部の心無い生徒からタコと呼ばれている。オレも呼んだことがあるし。だとして、それを日比野が、あの落ちついている優等生が使うなんて。

　日比野……、もしかして。

　ゴクリと、生なま唾つばを飲みこむ。顔全体から、嫌な汗が噴出してくる。

　まさかな？　そんなはずないよな？　そう思いつつ、オレはゆっくりと、パーテーションに近づいていく。

「大体、なんなの？　数学を教えて欲しいって。あんたも授業に出てたじゃない、橋はし本もと！　なんでそれなのに教えないといけないわけ？　それにいつも結局、ノートをコピーして持っていくだけの癖に。それならそうと言ってくれた方が楽だっつ───の!!」

　口汚くののしる声がした後、ドスドスドスと激しい暴力的な音までもが聞こえる。橋はし本もとというのは、たぶん教室の前で日ひ比び野のと話していた女の子だろう。

「そもそもなんなの、あのクラス委員は！　うざい！　あいつに入れたヤツは全員出てこい！　最悪!!!」

　ドスドス、ドスドス！

　？？？　なにが起きている？　本当に、あのパーテーションの向こうにいるのは日比野なのか？

　オレはパーテーションのすぐそばまで行き、角からその奥を覗のぞきこんだ。

「!!」

　息が止まった。顔面から噴出していた嫌な汗の量が、最高潮に達たつした。それくらいやばい。やばすぎる光景がそこにあった。まだ着替えシーンだった方が、ましだったかもしれないと思えるほどに。

　オレがそこで見たもの。それは、鬼の形ぎよう相そうをした日比野だった。

　吸い込まれそうな大きな瞳ひとみを三角に尖とがらせ、キュートな桃色の口を広げ、長い優ゆう雅がな髪を乱しながら暴れていた。その手は、大きなウサギのぬいぐるみの首を握にぎり、壁に押し当てている。そして、そのぬいぐるみの腹にむかってパンチを繰りだしているのだ。ドスドスドスドスと、強烈なボディブローが容よう赦しやなく決まっている。

「……」

　何も見なかったことにしようと、思った。その方が仲良くなるためにはきっと都合がよい。オレが回れ右しようとした時、

　ギロッ──。

　日比野がこっちを向いた。握り締めたウサギのぬいぐるみの首がカクンと折れた。

「みたわね……」

　日比野は背筋が凍りつきそうなくらい、冷たい声を出した。

　次の瞬間、日比野はウサギの人形を投げ捨て、スタタタタタと素早い動きで走ってきた。あっと思った時には、既に日比野の顔がすぐ目の前にあった。

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　動物的本能から、逃げなければと思ったが、体が動かない。ただ、首をブルブルと振るだけだった。

「話さない、話さない。誰にも話さないから！」

　首を振りながら呪じゆ文もんのように唱えると、日比野が突然、鬼の形相をといて優しげな笑みを浮かべた。

　ニコニコニコニコ。

　満面の笑みを浮かべている日比野。

　えっ？　よく分からんが、オレは助かったのか？

　ニコニコニコニコ。

　日ひ比び野のは無言の笑顔を続ける。

「あ、今の、もしかして、冗談だった？」

　そう言って、引ひき攣つった作り笑いを浮かべた瞬間、

　日比野の手が振り上げられた！　そして、次の刹せつ那なには振り下ろされ、脊せき髄ずい辺りにクリティカルヒットした。

　全身の力が抜け、痛みを感じるよりも早く視界がホワイトアウト。フローリングの床に倒れる。かすれて行く視界の端っこに、険しい表情で見下ろす日比野が見えた気がした。





　どれくらいの時間が経たっただろうか──。

　オレはハッと覚かく醒せいした。

　キョロキョロと周囲を見る。パーテーションに囲まれたなにもない場所。日比野の秘密を知ってしまったのと同じ場所にオレはいる。近くの窓から差し込む光は夕日。下校時間くらいにはなっていそうな気がする。

　体を動かそうとしたが、手足が動かない。それで自分の体を見て、ようやく置かれた状況に気がつく。

　オレはパイプ椅い子すに縛られている。ビニールテープで、手足を何重にもグルグル巻きにされている。しかも、口には猿さる轡ぐつわだ。喋しやべろうとしても「む───む───」という声になる。これでは助けを呼ぶこともできない。

　ガクッと首をうな垂れる。現状への絶望感からだけではない。日比野の秘密を知ってしまったことのショックも大きい。

（まさか、あの日比野が……あんなヤツだったなんて）

　周りを見ると、棚にさっきのウサギのぬいぐるみが置いてあった。至るところに盲もう腸ちようの手術跡のような縫ぬい目めがある。たぶん、日比野の暴力に耐えられず穴が空き、それを日比野が直しているのだろう。ぬいぐるみへの愛ではなく、殴る相手を失いたくないために違いない。

（で、オレはこれからどうなるんだろうな？）

　日比野のヤツ、こんなことをしてどうするつもりなのだろう。確かにオレは日比野の秘密を知ってしまった。でも、だからって、こんな監禁したりするか？　普通。

（まさか秘密を守るために口封じするつもり、なんてわけないよな……）

　思わずハハハと笑いそうになったが、あの時の鬼気迫った日比野の表情を思い出すと、笑えなくなってしまう。十分にありえるじゃないか……。

　やばい。早く逃げないと……。そう思い手足を動かそうとする。だがかなり強く縛られているため、まったく動かない。

　オレは何か逃げ出すためのアイテムがないか、キョロキョロと周囲を見た。パーテーションで区切られたスペース。教室の四分の一くらいの広さだろうか。壁には本棚が置かれていて、本がビッシリと並んでいる。本棚の一つに、小さな板の看板が立てかけられていて、「演劇部」と書かれていた。

（やっぱ、あいつ演劇部なのか）

　ということは、ここはその部室だろうか。だから文化祭で学級委員がやるイベントとして、演劇を提案していたのだろう。つーか、日ひ比び野の以外に部員とかいないのか、ここ？　と、あれこれと考えていると、パーテーションの向こうで、扉の鍵かぎが開けられる音がした。足音が近づいてきたと思うと、パーテーションの端から日比野の顔がひょっこり現れた。

「あ、気がついたんだ」

　ニッコリと笑いかけてくる。

「む───む───」

「そのまま寝ていてくれてもよかったんだけどな」

　笑顔を貼はり付つけたまま怖いことを言いながら、日比野は近づいてきた。声にならない悲鳴を上げるオレの前に立つと、「冗談よ」そう言って、猿さる轡ぐつわを取った。自由になった口で、オレはスーハーと深呼吸をした。

「でも大きな声を出したら、また気絶させるから」

「滅相もありません」

「ならいいけど」

　日比野は油断のない視線を飛ばしながら、反対側の椅い子すに長い足を組んで座る。

「君は、頭は悪くなさそうだから、なんとなく状況は分かってると思うけど」

「いや、言うほど分かってないけど」

「あら、そうなの？」

　日比野は意外そうな顔をした。

「つまりね。さっき君が見た私ね。あれが日比野美み奈なの本当の姿……。そういうことよ」

「本当の姿？」

「君、新しん藤どうくんだっけ？　あなたが想像していた日比野は、どんな女の子？」

「……真面目まじめで、面倒見がよくて、勉強もできる……。クラスメイトに勉強を教えたり、実験室の片付けをやったり……、一言で言えば優等生？」

「でしょう？　でも、実際は違うのよ。私は周囲に思われてるような女の子じゃないわ。無理して優等生を演じているの」

　日比野は不敵な笑みを浮かべて、前髪をかきあげる。そんな彼女を見ながら、オレはものすごく残念な気持ちになっていた。

「で、でも、なんで？　なんで優等生のふりなんか、やってるんだ？」

「う──ん、なんというか……」

　日比野は立ち上がると、背中で手を組んでオレの前を横に行ったり来たりし始めた。

「正直に言っちゃうと、私は、人からチヤホヤされたいタイプなのかな」

「はあ？」

「人から褒められるのが大好きなのよ。勉強だって別に自分のためにやってるわけじゃなくて、その方が、みんなが褒めてくれるからやってるだけなわけ。この学校に来た理由も、一部の選ばれた人だけが通えるって条件が気に入ったから進学を決めたんだから」

「……はあ」

「本当は勉強を人に教えることなんてしたくないわよ。なんでそんな面倒くさいことを私に押し付けるのよ？　って思う。実験の片付けだってそう。やりたくないわよ。当然でしょ？　でも、それでもやるのは、やったらみんなが私を褒めてくれるから。ただそれだけ」

　立ち止まると、自分の豊かな胸を押さえた。

　オレはそんな日ひ比び野のを無言で見つめている。なんという極端なヤツなんだと思った。

「というわけで、私にとって優等生とみんなに思われていることは、生きていく上で必要不可欠なことなの。だから……」

　日比野は目を細めて、怖い顔をした。

「本性を知るあなたは、私にとって脅きよう威い、よ」

　地を這はうような低い声で言う。背筋がゾッとした。

「だ、大丈夫だから！　オレは喋しやべらないから」

「信じられない」

「オレは口の堅い男で有名だぞ」

「そんなこと知らない」

　日比野は不敵な笑みを浮かべて、またオレの前に立った。

「……悪いけど、もう陽ひの光は浴びられないと思って……」

　言いながら、両手を振り上げた。

「え、まさか、ちょっ……殺さないで──」

　叫ぶオレに、日比野は無言で猿さる轡ぐつわをした。

「殺したりはするわけないでしょ。夢見が悪くなっちゃうじゃない。……でも、あなたはここで監禁する。むしろ飼う」

「むぐ───（本気かよ）」

「この部屋は演劇部の部室として使わせてもらっているけど、部員は私だけ。今のところ、新メンバーが入る予定はないわ」

「むぐ───────（だからって、監禁なんてできるわけないだろ！）」

「大丈夫。ちゃんと食料は定期的にもってきてあげる。水だって飲ましてあげる」

　日比野はもう一度ニッコリと笑うと回れ右をして歩き出す。

「むぐ─────────────────────────────────」

　猿轡をされたまま叫ぶ。だが、日比野はそのままパーテーションの向こうに消え、すぐに部屋の扉が閉められる音がした。

「……」

　ガックシとうな垂れた。再び、二重の意味で気が重くなる……。一つはこんな所に監禁されてしまったこと。もう一つは、日ひ比び野のと仲良くなる道筋が見えなくなった、ということだ。仮にこの監禁された状況からなんとかかんとか解放されたとしても、仲良くなれるような気がしないし……。最も上がみの時以上に、ハードルが高そうだ。

（とにかく、逃げ出す方法を考えないとな……）

　このまま監禁されたままでいるわけにはいかない。だが、両手両足を拘束するビニールテープは、これでもかというくらいしっかり結ばれていて、簡単にははずせそうにない。日比野はしっかりしてそうだから、こういうところでミスはしないだろう。

（やべえな……）

　いつまで監禁しておくつもりかしらないが、一週間足らずでまた天使アポストルスが襲来する。こんなところで拘束されていたら、オレは何もできないまま殺されることになるじゃないか。

　やっぱ、ここからできるだけ速すみやかに、オレは脱出しないといけない。そうしないと、今までオレのために頑張ってくれた六りく道どうたちや最上に悪いだろう。

　グイグイと強く結ばれたビニールテープを引っ張る。だが、椅い子す自体が床に固定されていてビクともしない。日比野は良い仕事をした──、って褒めてる場合じゃねえ……。

　と、オレが手を拘束するビニールテープと格闘をしていると、天井の方でガタッと音がした。

（なんだ？）

　顔を上げた。天井の天井裏に入るための金属製の蓋ふたが、それが少し開いていた。音はそこから聞こえたらしい。

（!?）

　目を見開いた。夢でも見てるのかと本気で疑った。

　開口部から六道の顔が現れたのだ。

「むぐ────!!」

　声にならない歓声を上げるオレを見下ろしながら、六道は首を傾かしげた。

「新しん藤どう、お前、どうして椅子に繋つながれているんだ？」

「むぐ────」

「もしかして、そういうプレイなのか？　だとしたら、この場を去るが……」

「ん───、ん───」

　思いっきり首を横に振った。

「違うのか？　だとしたら助けた方がよいのか？」

「むぐ、むぐ！」

「分かった。すぐに助ける」

　六道はコクリと頷うなずくと、顔を一度ひっこめた。すぐに長いスラッとした足が出てきた。角度的にちょっと顔を傾ければスカートの中身が見えそうなので、視線を逸そらすべきか考えていると、

　ガラガラガラ──。

　天井裏で何かが崩れるような音がして、六りく道どうが落ちてきた。

　ヒュ──────────ン、スポン。

　そんな擬音が聞こえたような気がした。気がつくと目の前に六道の顔があった。

「！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　六道はオレの膝ひざの上に、両足でオレの体を挟むように座っていた。上半身はほぼ密着。長い黒髪から溢あふれるシャンプーの香りが、直じかに鼻に入ってくるくらいの近さにいる。六道の胸がオレの上半身に押し付けられている。服の上からなのでほとんど分からないが、なんとなく膨ふくらみを感じられた。一瞬の内にオレの鼓こ動どうが高まる。

「ゴメン。ロープをかけていたエアダクトの部品が取れたみたいだ」

　ドキドキのオレとは裏腹に、六道は少なくとも外見は冷静そのものの表情で膝から降りると、猿さる轡ぐつわの結び目を解いた。

「ちょっと待って欲しい。手足のテープも解くから」

　椅い子すの後ろに回りながら言う。

「ど、どうしてここが分かったんだ？」

「前にも言った。私は新しん藤どうを守ると」

「それは聞いたけど……、日ひ比び野のの追跡の途と中ちゆうに別れたよな？」

「あれは距離をとっただけだ」

「じゃあ、ずっと見ていたの？」

「もちろん。私はできる限かぎり新藤を見守っている。……よし、テープが解けた」

「サンキュー」

　立ち上がって手足を動かしてみた。若じやつ干かん、痺しびれはあるものの、折れてはいない。

「助かった。もう二度と陽ひの光は見えないかと、ちょっと本気で思ってた」

　軽く感激しながら、改めて六道の方を見た。

「それよりも何があったんだ？　どうしてこのような状況に？　もしかして、日比野にキスを迫って、強烈過ぎる反撃を受けたのか？」

「違うって！　ってか、何が起きたのか分かってないの？」

「ああ。新藤が日比野の後を追って、この部屋に入ったところまでは見ていた。でも、その後は見てない。新藤が日比野にアタックしているところなど見たくはないし」

　少し頬ほおを膨らませながら言う。

「アタックしてないけどな」

「ところがしばらくして、日比野が一人で出てきた上、鍵かぎまでかけたから……、奇妙に思って天井から侵入した。そうしたら、新藤が捕らえられていて……。それでも、もしかしたら、何かのプレイかと思って躊ちゆう躇ちよしたんだぞ？」

「躊躇しなくていいって！　そんなマニアックなプレイをするほど仲良くなれないって」

「では、どうしてこういうことになった？　なにがあったんだ？」

「えっとだな……」

　オレは先ほど、この部屋で経験したことを説明する。日ひ比び野のが病的なくらい酷ひどい猫かぶりであることを含めて……。

「お前や最も上がみの言う通りだった。日比野はとんでもないヤツだったよ……」

「そうだったのか」

　六りく道どうは腕を組むと、なにやら考えこんだ。

「でも、この際、日比野がどんな人格だかは関係ないんだ。日比野が優等生だろうが、とんでもない悪人だろうが、やるべきことは決まってる。新しん藤どうはキスをすればいい」

「それは分かってるけど……」

　さすがにあの性格を目の当たりにすると、モチベーションが下がる。

「それに、こんなことになって日比野と仲良くなるのは相当厳しくなったと思うんだ。なにしろアイツにとってオレは秘密を知る危険人物扱いだし」

「そうとも限かぎらないかも、だぞ」

「へっ？」

「むしろ、この状況を利用して、日比野を攻略できないか？」

「どうやって？」

「だって……今、新藤が付き合えと言ったら、日比野はたぶん断れないと思う」

「ちょっ……それってまさか……」

　六道は無言で頷うなずいた。

「マジかよ……」

　つまりアレだ。秘密をネタに脅し、日比野と付き合えと、六道は言ってるのだ。

「……でも、それって人として最悪じゃね？　しかも、それで付き合えても、仲良くはなれなくないか？　いやいや付き合って、キスしても、目的は果たせないし……」

「そこは新藤のやりようだと思うんだ」

　六道は自信ありげな表情で頷いた。

「最初はイヤイヤ付き合っていても、その内、新藤の良さに気が付くかもしれない。とにかく一緒にいることができたらチャンスはある、と思う」

「そうか、なるほど……」

　まあ、確かに。そういうのはあるかもしれない。

「悩んでいる暇はないんだ。日比野に交際を迫るなら、多少は後ろめたい気持ちになっている今がチャンス。まずは劇的に日比野の前に登場すると、効果があると思う」

「はあ、それで？」

「……これを」

　そう言って、一枚のカードキーを渡される。

「おい、これって寮の鍵かぎ？」

「マスターキーだ。高等部寮の全部屋の鍵かぎが開けられる」

「これをどう使えと？」

「日ひ比び野のは新しん藤どうがこの部屋にいるものと考えている。ドラマチックな登場の仕方をして、驚かせるとよいだろう」

「……」

　なんとなく言いたいことは分かった。

「六りく道どう、お前、本当に学校の長である責任感とか持ってる？」

「……私がこの学校を作ったのは新藤のためだ。学長をやっているのもただそれだけのためだ。その他については関心ない」

「それを聞いてオレは喜べばいいのか？」

　首を傾かしげるオレを見て、六道は唇を綻ほころばせた。





　西の空に夕日が落ちようとしていた。

　橙だいだい色いろの光に染まった部屋。照明はついていない。開けられた窓から生暖かい海風が流れ込み白いレースのカーテンを揺らしている。そんな中でオレはジッとその時を待っている。

　その時、ス──と、エアの音がして扉が開いた。電灯のスイッチを入れる音。薄暗い部屋が、真っ白なＬＥＤ電灯の明かりに満たされた。

　スタスタと無駄のない足取りで、部屋に入ってくる制服姿の女の子。その部屋に入ったギリギリのタイミングで、オレは腰こし掛かけた椅い子すを回転させて彼女の方を向いた。

「遅かったね」

　練りに練った台詞せりふと共に帰宅したばかりの女の子、日比野をオレは見た。

「！」

　その時の日比野の顔と来たら凄すごかった。なんというか驚きよう愕がくと絶望と怒りが入り混じっているような、そんな顔だ。口を大きく開いて声を出しそうな勢いだったが、そのまま言葉を飲みこみ口も閉じてしまった。

「ど、どうやって、あそこから出たの？」

　強こわ張ばった表情でオレを睨にらみつける。

「脱出は得意なんだ」

「まさか」

　キッと睨まれた。正直言うと、多少は気持ちがいい。気絶させられて、監禁されそうになったんだ。これくらい復ふく讐しゆうしても許されるよな？

「おっと、しばらくそこから動かないでもらいたいな。また気絶させられるのはゴメンだからね。人を呼んでもいいけど、困るのはお互いさまじゃない？」

「むむ。うう───」

　日比野は、ものすごく悔しそうな顔になった。

「まずは状況を整理しよう」

　余裕たっぷりの顔で言ってやった。

「オレは日ひ比び野のさんの秘密を知っている。優等生、人格者と人から評されている日比野さんは、実はそうではなく、陰では毒を吐き、あまつさえぬいぐるみに八つ当たりをするような猫かぶりであるということを」

「……」

「この事実を公表すれば、日比野さんの面目は丸つぶれだ」

「……あ、あなたの言うことなんて誰も信じないわ。私には優等生としての実績があるのだから」

　日比野は後ろ髪をかきあげ、震える声で言った。

「確かにね。証拠がなければ誰も信じてくれないかもしれない……」

　言いながら、机のノートを持ち上げた。

「!!」

　日比野さんの顔がまた青ざめる。

「これさっき、机の引き出しで見つけたんだ。日記帳だよね？」

「……」

「中にはクラスメイトや教師への恨みつらみがいっぱい書いてあった」

　特に内うち田だに対してはボロクソに書いてあった。

「これを見れば、誰の書いた文字かは分かる。猫かぶりの動かぬ証拠になると思うけど？」

「むむむ……」

　日比野さんは体をプルプル震わせながら、下を向いてしまう。さすがちょっと気が引ける。猫かぶりだったとは言え、相手は同級生の女の子だし。

「……分かった。私の負け」

　ややあって、日比野はポツリと言った。

「状況はよーく分かったわ。君は私の名声を失墜させるだけの証拠を持っている。それは間違いない。で？　それで、君は私がどうすれば、許してくれるわけ？」

　顔をあげ、ジーッと睨にらんできた。

「許すとか、そんな上からじゃないって」

「もし返してくれるんなら、なんでもしてあげるわよ。……キ、キスくらいなら」

「いや、キスはいい」

　今は、な。

「じゃあ何をすればいいの？」

「一つ、オレのお願いを聞いてくれたら、この日記は公表したりはしない」

「……どんなお願い？」

「……オレと付き合って欲しい」

「はあ？」

　ものすごく怪け訝げんそうな顔をされた。

「なにそれ？」

「言葉通りの意味。付き合って欲しいんだ」

「？？　それだけ？」

「そうだけど」

　意味が分からないという風に日ひ比び野のは首を振った。

「そもそも、付き合うってなに？　どういう状態のことを指すの？」

「いや、だから、カップルが一緒にデートしたりとか？」

「それだけ？　もっと他には？」

「例えば？」

「例えば……、体を要求するとか」

　日比野は顔を赤らめながら言う。

「そ、そんなことは言わないって。あくまで、付き合ってくれればいい。その後のことまでは要求しない」

「はあ？？」

　全く合点がいかないといった様子で、首を傾かしげる。

「つまりどういうこと？　君は私のことが好きだってことかしら？」

　急に余裕のある表情になった。

「いや、そういうわけでもないけど……」

「じゃあ、どうして付き合いたいって言うのよ!!　意味が分からないでしょ！」

「なんか、日比野が猫かぶってることに、興味が出た。ちょっと近くで見てみたいかな、と」

「ますます分からないんだけど……？」

「まあ、そこは別にいいじゃん。で、どうなの？　付き合うの？」

　オレはぶっきらぼうに言ってやる。

「う──ん」

　日比野はオレを値踏みするように、下から上まで見る。

「もし承諾したとして……、私が君と付き合っている事実は公表するの？」

「いや、それはどっちでもいいけど、公表したくないならしなくてもいい」

「あ、そう」

　日比野は顎あごに手を当てて考える仕草を見せた後、

「……分かったわ。じゃあ、君と付き合ってあげる。あげてもいい」

「そう、よかった」

　内心ホッとしたが、その様子はおくびにも出さなかった。

「付き合うと言ってもあれよ。初々しい感じのヤツよ」

「よく分からんが、それでいい」

「急に気が変わったとか言って襲ってきたりしたら、徹底的に戦うから。駄目なら舌噛かんで死ぬから」

「だから、しないって！」

「あと、付き合う代わり、君は私の秘密を絶対に守るのよ。裏切ったら……」

　日ひ比び野のはスッと目を細めた。

「殺すから」

　空気が凍るような冷たい声で言った。冗談には聞こえない。本気で言ってる……。

「ああ、分かってる。約束は絶対に守る」

　すると、日比野は安あん堵どしたように頷うなずいた。

「じゃあ、よろしくね、えっと……、呼び方は新しん藤どうくんでよい？」

「オレ、名前は一いち路ろっていうんだ。一路って呼んでよ」

「え────？」

　思いっきり嫌そうな顔をされた。

「代わりに日比野のことは美み奈なちゃんって呼ぶけど、それでいい？」

「……まあ、いいわ」

　日比野はものすごく嫌そうな顔で、ため息をついた。

「じゃあ、そうと決まればさ。早速だけど、美奈ちゃんにお願いがあるんだけど」

「なに？　いやらしいことじゃないでしょうね？」

「だから違うって……。なんでさっきからそんな心配ばっかしてんだよ。そんなにオレが野獣に見えるか？」

「ふん……。で、お願いってなに？」

「デートに行こう」

　オレはニッコリ笑いながら、言った。



　　　☆



「最高よ、新藤くん────」

　オレの報告を聞くなり、ハイテンションなリアクションを示したのは五いつ木き先生だ。オレが日比野の秘密を知った次の日の早朝。始業よりも早い時間に、いつもの生徒会メンバーの前で、昨日あった事件について説明すると、五木先生が奇声を上げたのだ。

　五木先生はもう一度「最高よ！」と言うと、近くまでダッシュしてきて、オレの首に腕をからませてきた。

「新藤くんのくせによくやったわ。新藤くんのくせに！」

　そう言って、オレの首にからませた腕をギュウッと締め上げる。

「な、なんなんすか。なんで、そんなにテンション高いんですか！」

「これがテンション上げずにいられますか！　分かってる？　いや、その顔は分かってないわね。今、新しん藤どうくんと日ひ比び野のさんが置かれた萌もえるシチュエーションを！」

　そう言って、五いつ木き先生は生徒会メンバーを見回した。でも、オレを含めてその場にいる全員がポカンとしている。誰もが先生のテンションについていけてない感じだった。

「あら？　みんな分かってないの？」

　五木先生は残念そうに首を振った。

「新藤くんは今、日比野さんと秘密の共有をしてるのよ！」

「？　秘密の共有？　なんすか？　それ？」

「新藤くんは日比野さんしか知らない秘密を知ってしまったんでしょう？」

「ええ、まあそうです」

「それが秘密の共有。日比野さんにとって、新藤くんは自分しか知らない情報を知っている特別な人になったのよ！」

「そ、そうなんですか？」

「そうよ。だって誰も知らないことを、新藤くんだけは知っているのよ。これは凄すごいことだわ。かなりの萌えポイントよ」

　五木先生は両手でバンバンと肩を叩たたく。

「なにが凄いのか、もっと具体的に言っていただけると……」

「つまり、新藤くんは日比野さんのプライベートに土足で入り込んでいる状態なの」

「それっていいことなんですか？　聞こえは悪いですが……」

「分かってないわね。プライベートに入りこめるほど、新藤くんは日比野さんと短期間で仲良くなれるチャンスがあるってこと！」

　五木先生の言葉に、六りく道どうが「やっぱりだな」と満足そうに頷うなずいていた。

「……それ、本当ですか？」

「逆に短期間で修復不能なくらい最悪の関係になることもあるけど……」

「確率50％じゃないですか！」

　オレは頭を振った。

「でも、新藤くんの話を聞いて疑問が解けたわ」

　と、一いちの宮みやさん。

「なぜ日比野さんから、ロキのような戦機乙女ヴアルキユリアが発現できるか」

「ああ。それは、オレも納得しました」

「道化は道化を知る、といったところかしら」

「……」

　残念だが、その通りだ。日比野さんは仮面をかぶった優等生。ゆえにジェスターの特性を見破ることができるのだろう。

「で、話を戻すとリスクはあるけど、チャンスであることは間違いないんだから。ここは、頑張るしかないわ」

　五木先生は気合の入った顔で拳こぶしを握にぎった。

「で、日ひ比び野のは新しん藤どうに恋人になれと言われて、その、どんな感じだったんだ？」

　六りく道どうが真剣な表情でオレを見る。

「ああ、なんか意味が分からない、みたいなことを言っていたかなあ」

「いやがったりは？」

「そこまでは……」

「ふ──ん……」

　六道は喜んでいるのか不満なのか、よく分からない顔をした。

「いい感じじゃない。日比野さんは既に気持ちよくなっているわね」

　五いつ木き先生が体をクネクネさせながら言う。

「な、なにが気持ちよくなってきてるんですか？」

「本当は自分だけの秘密を、他人に知られてしまった。心配のような、逆に嬉うれしいような……、そんな気持ち。それが秘密の共有から得られるか・い・か・ん！」

「……それ、本当ですか？」

　全くそれっぽい感じがしないんだが……。

「そうだとして……、この後、オレはどうすればいいんですかね？」

「逢おう瀬せを繰り返しなさい」

　断言された。

「それだけでいいんですか？」

「イエス……。だって、日比野さんは優等生の仮面をかぶっているんでしょう？」

「ええ」

「たぶんだけど、仮面をかぶっているのはそんなに楽なことじゃないわ」

「そうなんですか？」

「さすが、先生。詳しいな」

　六道や他の生徒会メンバーが興味ありありの視線で先生を見る。

「当然よ。だって、私だって仮面の一つや二つ、かぶることはあるわ」

「えええ？？　ってか、先生が仮面をかぶっているんですか？　失礼ですがいつも自じ由ゆう奔ほん放ぽうに行動されているように見えますが……」

「みんなの前じゃね……。でも、男女の仲には色々あるのよ。時には相手に合わせて、仮面をかぶる必要があるわ。フッ」

　五木先生は不敵に笑った。

「なるほど。色んな仮面を使い分けないといけないのか」

「そうなんですね」

　六道と二ふたッつ谷やがメモ書きしていた。

「それはともかく……、仮面をかぶるのが楽じゃないから、なんだって言うんですか？」

「日比野さんは新藤くんの前にいる時だけは仮面をかぶらなくてもいいでしょ？　きっと、新藤くんと二人っきりのときは、ホッとできると思うのよ」

「はあ」

「そのホッとした気持ちが、いつしか恋愛感情に繋つながればいいんでしょ？」

「はあ……なるほど」

　オレは腕を組んだ。

「先生……」

　二ふたッつ谷やが首を傾かしげた。

「以前から思ってたんですが、先生はどうしてそんな的確なアドバイスができるのに……」

「？」

「恋人がいないんですか？」

　ピッと五いつ木き先生の頬ほおが引ひき攣つる。生徒会室がシ──ンと静せい寂じやくに包まれる。

「カナちゃん、どんなにテクニックがあっても重要なのは出会いなのよ……分かるかしら」

　先生は遠い目をして首を振った。カナちゃんはよく意味が分からない、という風の顔をしていた。

「どうやってキスまでもっていくかは色々あるが……」

　六りく道どうは鋭い視線をオレに向けた。

「新しん藤どうが積極的に日ひ比び野のに接触し続けないといけないことに違いはない。可か及きゆう的てきに速すみやかに、日比野をデートかなにかに誘うべし」

「ああ、それなら、実はもう誘った」

「えっ!?」

　六道は衝撃を受けたように、目を見開いた。

「昨日、誘っておいた。できるだけ早くにしたいから、明日は休校にして欲しい。君たちならできるよな？」

　六道は呆ぼう然ぜんとしながら「あ、ああ」と頷うなずく。他の女の子たちも、驚きの表情を浮かべた。

「し、新藤くんも、随分とその、要領がよくなってきましたわね」

　と、一いちの宮みやさん。

「二度目だし。今の方法でやっていくって決めたから。やるなら本気でやるって気持ちになったんで」

「なるほどね」

　小さく笑みを浮かべて頷いた。

「では、明日は臨時休校とします。新藤くんは、日比野さんとデートに行ってください。デートの内容については決まってますか？」

「いや、実はまだ。それについてはみんなの意見を聞かせて欲しいんだ……。日比野とどこに行けばいいかな？」

　オレは生徒会メンバーの顔を見回した。

「さっきの先生の話的には、オレ以外にあまり人のいない方がいい感じですよね？　日比野が本性をさらけ出しやすいように」

「その通りよ」

「だったらショッピングモールはないし……。かと言って、前に行った公園の奥の展望台は朝から行っても仕方がないし。……あっ」

　思い当たることがあったので、六りく道どうの方を向いた。

「前に聞いた、寮から見える砂浜って行けないのかな？」

「ああ、あれね」

　六道の代わりに、一いちの宮みやさんが頷うなずいた。

「岸壁の階段から、降りられるわ。将来的には安全ネットを張って、水泳の授業をあそこで行おうと思っているんだけど、まだ設備の準備はできてないのよ」

「そうですか。でも、行けるんですね。砂浜デートというのはありかな？」

「止やめた方がいいわ」

　五いつ木き先生が肩をすくめた。

「え？　なんでですか？」

「何もない砂浜でしょ。初めてのデートでしょ？　どうやって間をもたせるのよ。新しん藤どうくんにそんなスキルあるの？」

「た、確かに！」

　ラブラブのカップルというなら、そういう所もいいかもしれない。まだ、大して知り合ってもいない二人にとっては、何もない場所というのはハードルが高い。

「デートが始まって三十分くらいで話題が尽きて、微妙な空気になって、そろそろ帰ろうか、ということになりかねないわ」

　先生の予測には妙なリアリティがあった。さすがベテランだ。

「でも、じゃあどこにすれば……」

「……二人っきりになれる場所、というコンセプトは悪くないと思う。でも同時に、それなりに間が持たせられるような場所じゃないと駄目だわ。最初のデートは、なんか喫茶店のような場所の方がいいわ」

「プライベートが保たれて、しかもお茶ができる感じの場所ですか……」

　そんなところ、閉じられた学校内にあるはずがない。

「ないのだったら、作ればいいと思う」

　六道が口を開いた。

「作る!?」

「プライベートが守られる、お茶ができそうな場所をな」

「でも、つ、作るって、デートは明日だぞ!?」

「なんとかなりますわ」

　一宮さんが後ろ髪をかっこよく掻かきあげた。

「一宮グループの力をもってすれば、一夜城、いえ一夜喫茶店など造作もないことですわ。でも、場所はどこに作りましょうか？」

「新しん藤どうがイチオシする、海岸に立てるのはどうだろう」

「海の家だ！」

　二ふたッつ谷やが嬉うれしそうな声を上げる。

「なるほど。お洒落しやれなカフェ調の海の家にすればいいですわね」

「じゃあ、シャワー室も作って欲しいわ。私も泳ぎたいから」

　五いつ木き先生までノリノリで言う。

「あのマジっすか？　マジで明日までに海の家とか作っちゃうわけですか？」

　半ば呆あきれ気ぎ味みに生徒会メンバーを見まわす。

「それについては、私が責任を持って明日までに完成させるから。新藤くんは安心して、日ひ比び野のさんを海岸に誘って」

　一いちの宮みやさんが自信たっぷりに頷うなずくと、携帯電話を取り出した。

「ああ、渡辺わたなべさん？　私だけど、至急お願いしたいことがあるの」

　急に仕事のできる女性の顔になりながら、生徒会室を出ていく。

「じゃあ、デートの場所は海岸に決めるとして……、新藤、上う手まくやれるか？」

　六りく道どうは少し心配するようにオレの顔を見た。

「たぶん大丈夫。学校の海岸に、いきなり海の家があったら話題に事欠かなそうだしな」

「そうか。じゃあ、期待しておくよ。……では、今日のところは生徒会は解散。海の家について意見がある人は、残って一宮と相談だ」

「は───い」

　五木先生と二ッ谷が嬉うれしそうに手を上げた。

「オレも残った方がいいか？」

「いや、新藤は教室に行って、日比野に明日のことを話した方がいいと思う」

「ああ……、そうだな。じゃあ、そうするよ」

　立ち上がって鞄かばんを持った。

「あ、そう言えば！」

　生徒会室を出ていこうとしたところを、五木先生に呼び止められた。

「そう言えば、二人とも、部活はなんにするか決めた？」

「……いえ。考える余裕がなくて……」

「六道さんは？」

「私は今、料理に興味を持っている」

「えっ？」

　オレは怪け訝げんな顔をした。そんな話は初耳だ。

「お前、料理なんてできるのか？」

「……戦場では兵へい站たんが途絶えて食料が尽きることもあるからな。それなりにはできる」

「そういう料理かよ！　サバイバル術的な!?」

「いや、それをベースに、普通の料理もできるようになることを目指しているんだ」

　六りく道どうは少し照れくさそうな顔をする。

「マジで？」

　意外すぎる発言に、オレは驚いた。

「いいじゃない。女の子だしちょっとくらい料理ができてもいいんじゃない？　料理部とかあったかなあ」

「なかったから、自分で作ろうと思う」

「い、いや、そういうのって、普通に料理が得意な人が設立した方がいいんじゃないか？」

「いいの、いいの。始めたいと思った人が作れば。でも、調理室ってまだないんじゃなかったかなあ」

「作りたい人は、寮の調理室とかでやるみたいですよ。カナもこの前、中等部の寮でクッキーを作りました！」

　二ふたッつ谷やが手を上げた。

「うむ。私もクッキーを作ってみようかな」

「火薬入りのクッキーとか食べたくないぞ！」

「し、失礼な！」

　六道は口を尖とがらせる。

「なにか作ったら、新しん藤どうに食べさせるからな」

「え、ああ、うん。楽しみにしておくよ」

　嬉うれしいような、心配なような気持ちになりながら、オレは頷うなずいた。そして、

（オレもなにか部活を作ってみようかな）

　と思う。戦機乙女ヴアルキユリア部とかどうだろう、と少し本気で考えた。





　昼休憩のチャイムが鳴ると、オレは一年Ｄ組の教室に向かった。教室の前でクラスメイトと話す日ひ比び野のを見つけて歩み寄る。日比野はオレに気がつくと、ニッコリと笑った。

「あら、新藤くん。どうかした？」

　満開に咲いた大輪の花のような笑顔を張り付かせたまま言う。昨日、オレを監禁しようとしたヤツとはとても思えない。

「もしかして、例の秋の文化祭のことかな？」

「えっ？　ああ、うん、そうかな」

　つられてオレが頷くと、日比野は話していた女の子に向かって「ゴメン、ちょっと学級委員のことで打ち合わせしてくるから」と言って、廊下を一人で歩き出した。オレは慌てて追いかけて横に並ぶ。

「お、おい」

「屋上で話しましょう」

　日比野は、さっきからの笑みを湛たたえたまま言う。

「お、おう」

　日ひ比び野のに誘導される形で校舎の中央階段を登っていき、屋上に出る扉を開ける。炎天下で焼かれた屋上のコンクリートが、ジリジリと焼かれていた。

　オレが扉を閉じた瞬間──、

「あのね、人の前で馴なれ馴なれしく話しかけないでくれる!?」

　突然、ヒステリックな声で叫ばれた。表情から満面の笑みが消え去り、代わりに目と眉まゆがキッとあがっている。大輪の花が食虫植物に変わったかのようだった。

「確かに私は、君と付き合うことは認めたわ。君の下劣で卑ひ怯きようで非人道的な脅迫に屈して！　だけど、みんなの前ではそういうところは見せないって約束だったはずじゃない。早速約束を破るわけ？　さすが汚らわしい卑劣で俗ぞく悪あくな脅迫をするような鼻くそ野郎ね！」

　ビシッと指差される。よくもそんなオレを攻める言葉がどんどん出てくるもんだ。

「や、約束のことは分かってるけどさ、話しかけるくらいはいいんじゃないか？」

「絶対ダメ！」

　首を振る。

「わざわざ他のクラスから男子が来るなんて、妙な噂うわさが立ちかねないでしょ！　それでなくても、優等生の私は色眼鏡で見られているんだから！　私は完全無欠な優等生でないといけないんだから！」

　そう言って、日比野は胸を押さえる。

「完全無欠な優等生が他人を鼻くそ野郎呼ばわりするかよ……」

「いいから！　とにかく、人前で私に話しかけるのはＮＧ。分かった？」

「……分かった」

「ならいいわ」

　フワフワの髪をかき上げながら、フンと鼻を鳴らした。弱よわ味みを握にぎられているにもかかわらず、日比野はかなり上からだ。

「で？　昼休憩に私に接触してきた理由はなにかしら？」

　汚らわしい物でも見るような目をオレに向けた。

「いや、昨日も言った、明日のデートのことなんだけど」

「……あれ本気だったの？」

「もち本気」

「でも、授業あるし。放課後なんて、ほとんど時間ないでしょ？」

「いや、明日は休校になるらしいんだよ」

「えっ？」

「たぶん、午後には発表されると思う。なんか緊急の職員会議があるらしくてさ」

「……なんで、君はそれを知ってるのよ」

「それはまあ……、色々とコネがね」

　日比野は胡う散さん臭くさそうにこっちを見た。

「明日は休みだから。デートも午前中から行こうと思うんだけど、それでよい？」

　日ひ比び野のはちょっと考える仕草を見せた後、ため息を一つついて頷うなずいた。

「どうせ私には拒否権はないんでしょ？」

　怖い目で睨にらまれた。

「でも、みんなの前で君と一緒に歩くのはイヤ。君と付き合っているみたいに思われたくないから」

「なんで？　オレのスペックが低いから？」

「だから言ってるでしょ。優等生は異性と付き合ったりしないのよ」

「気にしてるのそっち!?」

「当たり前でしょ。私はイメージをものすごく大切にしてるんだから」

　日比野は頬ほおを膨ふくらませる。

「デートも目立たないところがいいんだけど。それくらいは考えて欲しいな」

「あ、ああ。その点は大丈夫だから」

「大丈夫ってどこでするつもり？」

「それは明日のお楽しみってことで」

「……怪しい」

　眉み間けんに皴しわを寄せて睨まれる。

「ああ、あと、明日さあ。水着を持ってくるといいと思う」

「はあ？　なんで？　もしかして、私を水着に着替えさせて、撮影会でもやるの？　そういう趣味があるの？」

「いや、違う。ただ、最近暑いしさ。あるといいと思うぞ」

「ホント……どこに連れていくつもりなの？」

　ものすごく胡う散さん臭くさそうな顔をされる。

「まあ、いいわ…。気が向いたら持っていくわよ。どうせ私には拒否権はないから。でも」

　キッと睨まれる。

「でも、昨日も言ったけど、変なことをしようとしたら……」

「だから、しないって。オレがそんな人間に見えるか？」

「外見は分からないけど、なんか企たくらんでいるのはよく分かるわ」

　腕を組んで、値踏みするような目で眺められた。

「じゃあ、明日は十一時に寮の前に集合ってことで」

「……もっと目立たない場所がいい」

「……じゃあ、ここは？　高等部校舎の屋上」

「休校日にこんなところで待ち合わせしていたら、ますます怪しい。十一時ぴったりに寮の一階を横切るから、君もその時間に来てよ。でも、その場所じゃ話しかけてこないで素通りして。私があとから距離をおいてついていくから。人気のない場所まで誘導して」

「秘密工作員同士の接触じゃないんだぞ？」

「それくらいしないと、優等生のイメージは維持できないの！」

　かなり真剣な表情で言われた。

「わ、分かった。じゃあ、十一時に一階な」

「くれぐれも声はかけないで」

　ピシャリと言われた。さすがだ。弱みを握にぎられていても、言うことははっきりと言う。

「話が終わったのなら、私、帰ってもいい？」

「ああ、うん。じゃあ、また明日な」

「……」

　日ひ比び野のは無言で身を翻した。しばらく歩いていくと振り返って、

「時間を置いて、降りてきてね」

　そんな台詞せりふを吐いて、校舎の中に消えていった。

「ふう」

　日比野の姿が見えなくなると、ため息をついた。

　どう考えても、友好的な感じではない。当然だよな。秘密をネタにデートに誘ってんだしなあ。

（ってか、秘密の共有で仲良くって本当なんすか、五いつ木き先生……）

　胸の中で叫びながら、嘆たん息そくを重ねた。





「どこに行ってたのよっ!!!」

　屋上から教室に戻ってくると、最も上がみが怖い顔で待ち構えていた。

「昼休憩になったらすぐに出ていくんだから！　探してたんだよ！」

「ごめん、ちょっと用事があって……」

「なに？　また生徒会の関係？」

「いや、ある意味それに近いかな。ってか、なんか用？」

「用ってこともないんだけど……」

　最上は急に歯切れ悪くなって、モゴモゴと口を動かす。

「えっと、新しん藤どうくんって……もう昼ご飯は、食べた？」

　上目遣いでオレの顔を見る。

「食べてない。だから、これから急いで食堂に行こうと思ってるんだけど。でも、なんで？」

「実はこういうもの作ってきました」

　最上はそう言って、ドンと机の上にハンカチで包まれたものを置いた。

「？　なにこれ？」

「あのね。なんか毎日食堂で飽きてきたから……」

　最上は顔を横に向けながら、指をツンツンしていた。

「お弁当を作ってきたのよ。自分用にね」

「ええ!?　……つーか、お前、料理作れるのかよ」

「できるわよ！　料理の一つや二つ!!」

　しかし、最も上がみの手を見ると、お約束にも絆ばん創そう膏こうが巻かれている。

「でも、なんか作ってみたら、分量とか分からなくて、量が増えちゃったのよ」

「確かに見るからに多そうだな」

「だからよかったら、……新しん藤どうくんも……」

「えっ？　なに？」

「だから！　新藤くんも食べる？　って……言ってんのよ!!」

「えっ？　いいのか？」

「うん。だって余らせるのはもったいないし」

「そりゃそうか」

「で、食べるの？　食べないの？」

「うん。じゃあ、ご馳ち走そうになろうかな」

「ホント？　じゃあ……」

　そう言うと、最上は隣の彼女の机をオレの机に寄せてきて反対側に座った。包みのハンカチを解いて、お弁当の蓋ふたを開ける。

「ジャジャ───ン」

　中にはおにぎり、豚の生しよう姜が焼き、卵焼き、ソーセージ、ほうれん草の炒いため物もの……らしきものが詰めてあった。

「すげえ美お味いしそうじゃん。これを最上が作ったの？　寮のキッチンで？」

「そうよ」

「へえ、すげえじゃん。……って、毒は入ってないよな？」

「そんなこと言うなら食べさせない」

　最上はお弁当を取り上げようとした。

「冗談だって」

　オレは手にした割わり箸ばしを卵焼きに突き刺し、そのまま口に運ぶ。

「美う味まい！」

　ごく普通の卵焼きに見えるが、出だ汁しが効いていてプチ出だ汁し巻まき風だ。

「ホント？　ホントに美味しい？」

「ああ、美味いって。最上、金持ちのお嬢さんの癖に、料理が上手なんだな」

「癖には余計よ」

　ブウって顔をされた。

「でも、美味しいのは間違いないぜ。このしょうが焼きも美味しい」

「ま、まあ、料理なんて、本を見ながら作ればちゃんと作れるから」

　と言いつつ、最上は得意そうな顔をしている。

「へえ。見直したよ」

　などと言いながら、オレがお弁当を食べ続けていると──、

「なんだ、新しん藤どう。ここにいたのか」

　振り返ると、六りく道どうが立っていた。手にはキャンプで使うような飯ごうが握にぎられている。

「いや……、今、帰ってきたところなんだけど」

「そうか、探していたんだ」

　言いつつ、六道はオレと最も上がみの顔を見比べる。

「うん？　何をやっているんだ？」

「何をって……。最上がお弁当を作ってきてくれたから、それを食べていたんだ」

「それは丁度よかったよ。実は、私も昼食を作ったんだ。味見をしてくれないか」

「昼食？　六道が、料理をしたのか？」

「料理を趣味にしたい、と言っただろう？」

　どん、机に黒っぽい錆さび止どめが塗られた飯ごうを置かれた。

「開けてみて欲しい」

「えっ？　えっと」

　オレは最上の顔色をうかがう。最上はムッと不ふ機き嫌げんそうな顔で、六道を見ている。でも、だからと言って、最上のを食べて、六道のを開けないというわけにはいかないだろう。

「じゃあ、開けるぞ」

　覚悟を決めて、真っ黒な蓋ふたを開けた。次の瞬間、辺りに不思議な匂においが立ち込めた。飯ごうの中を覗のぞき込こむと、紫色のご飯っぽいものに、茶色の葉っぱのようなものが乗っていた。パッと見たところ、料理なのかどうかもよく分からない。

「学園内に自じ生せいしている野草を使って作った、炊き込みご飯だ。美お味いしいぞ」

「飽食の時代になぜ、そんなワイルド料理を……」

「戦場ではどんな状況でも食料を確保することは重要だ」

「だから、ここは戦場じゃないって」

「いいから、食べてみろ。なかなか美味しいぞ」

「……六道は味見したのか？」

「当然だ。既に飯ごう三杯食べてる」

「お前、大食い属性だったのかあ!?」

　驚きつつ、言われた通り、口に入れてみる。

「こ、これは……」

「美味しいだろう？」

「いや、なんつーか……。野草を野菜に品種改良してきた人間の努力を全否定するような味というか、ミリタリーメシっぽいというか……」

「つまり、美味しいってことだな」

「……興味深い味であることは確かだ」

「ちょっと待ってよ！　私の作ったお弁当より、そっちの病気になったご飯みたいな方が美お味いしいっていうの!?」

　最も上がみが割って入ってきた。

「い、いや、そんなことは一言も……」

「じゃあ、どっちが美味しいの!?」

「うん？　ということは、この弁当は最上が作ったものなのか？」

　六りく道どうの目がキランと光る。

「そうよ。さっき、新しん藤どうくんが言っていたじゃない」

「ふ──ん」

　ジロリと値踏みするような目で最上の作ったお弁当を睨にらみつけた。

「そこに入っている豚肉はどうやって入手した？　野生の猪いのししを狩猟してしめたのか？」

「なわけないでしょ！　食堂のおばちゃんにスーパーから仕入れてもらったの」

「戦場にスーパーがあるか！」

「ここは戦場じゃないわよ！」

「なに!?　状況を知るお前なら、そんなことはいえないはずだろう。ここは戦場だ！」

「でも、スーパーはあるんだから、利用したっていいんじゃない!!」

「まあまあまあまあ」

　オレはいがみ合う二人の間に入った。

「新藤くんはどっちを食べるの!?　私のお弁当なの？　それとも六道さんのなの!?」















「どっちなんだ？」

　両方からグイッと迫られる。飛んで火に入る夏の虫だ。

「いや。なんというか……」

「どっち？」

「どうなんだ？」

「い、いや！　せっかく二人がオレのために作ってくれたんだから。どっちかなんて選べないって。両方食べる。それがオレの結論だ！」

　言うと、オレはものすごい勢いで食べ始めた。最も上がみのお弁当と六りく道どうの飯ごうの間を、ものすごい勢いで箸はしを往復させていき、あっという間に全すべてを平らげる。

「両方、美お味いしかった。これでいいだろう？」

「むう」

「むう」

　二人とも納得してない様子で、睨にらみあいを続けている。

「どうやら引き分けみたいね……」

「うむ」

「でも、決着はつけたいわ。私と六道さん、どっちの料理が美味しいのか……」

「望むところだ」

「なんでそうなるんだ……」

「最上よ。明日、丁度よい決戦の場があるんだ。そこで勝負するのはどうだろう？」

「明日？」

　最上が怪け訝げんそうな顔をしつつも、頷うなずいた。

「いいわ。明日、決着をつけましょう」

「よし。じゃあ、勝負に相応ふさわしい場所を用意しておく。ふふふ」

　六道は不敵に笑う。

「つーか、明日って大丈夫なのか？　明日はオレ、デートなんだけど？」

「はああああああああああああああああ!?　新しん藤どうくん、デート!?」

　最上が大声を上げた。

「最上、声が大きいって」

「誰!?　誰とデートするって言うのよ！」

　最上は声を細めながら睨んでくる。

「……だから、前に言ってた、日ひ比び野のと」

「なに、どういうこと？　日比野さんって、二日前に私に聞いていた人でしょ？　それなのにどうやったらもうデートにまでいけるわけ？」

「それはまあ……。色々事情があんだよ」

「なによそれ。私の時だって、初デートするまでもっと時間かかったのに。ぶう」

　最上はものすごく不ふ機き嫌げんそうな顔をする。そして、空になったお弁当の蓋ふたを閉めると、

「あんたなんかのために、お弁当なんか作らなければよかった！」

　そう言って立ち上がると、プンプンしながら机と椅い子すを定位置に戻した。そして、肩を怒らせながら教室を出ていってしまう。

「なんだよな。あいつはなにを怒ってるんだ？」

　オレが首を傾かしげると、六りく道どうは「さあ？」と肩をすくめた。

「で、本気で最も上がみと料理勝負するの？　明日？」

「人手が欲しかったので、丁度よかった」

「人手？」

　オレはハテ、と首を傾げた。



　　　☆



「え───、突然ですが、明日は全日、休校とします」

　六時間目の終了後、五いつ木き先生が突然、教室にやってきて、そんなことを言った。教室の中は歓声で溢あふれかえり、斉さい藤とうさんは素直に喜び、最上はムスッとした顔でこっちを見ていた。そんな中、オレは足あし早ばやに教室を出ていく。今日は早目に帰って、明日に備えないといけないのだ。

　一人で一階の下げ駄た箱ばこに行き、自分の靴を手に取ろうとした時、オレは異変に気がついた。

「なんだこれ」

　やべえよ、これ。なんか、下駄箱の中に封ふう筒とうが入っているんですけど。しかも桃色の封筒。明らかに可愛かわいい感じの……。

「もしかしてこれって」

　シチュエーション的に考えて、間違いなくラブレターだ。

　でも、一体誰が？？？？

　最初に思い浮かんだのは生徒会メンバーのいたずら。特にやりそうなのは、五木先生とか意外と一いちの宮みやさんとか……。

　キョロキョロしながら封筒を手に取る。差し出し人は書かれていない。手紙を鞄かばんに入れて、トイレに駆け込んだ。洋式トイレの便座に腰こし掛かけると、震える手で封筒を開けた。

　胸の鼓こ動どうが高まってきた。やべえ。これが本物ならどうすんだ？　オレはこれから沢山の女の子に手を出さないといけない身分だっていうのに……。

　そんなことを考えつつも、自然と顔がニヤつくのが分かった。

　便びん箋せんを開く。次の瞬間、一気に気持ちが萎なえた。簡素な便箋の上、事務的なワープロの文字が躍っている。

「魔神“〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト”〟について知りたければ、木曜の夜零時、高等部校舎の屋上に一人で来ること。この手紙のことは六道麻ま奈なには言わないこと」

　なんなんだよ、これは……。強烈に萎えた気分でそう思う。

　なんで、“〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト”〟のことを知られている？　オレの中に入っているらしい、謎なぞの魔神の存在を。六りく道どうたち生徒会だけの秘密じゃないのかよ。

「つ───か、万の兵器師について知りたければって……なんだよ」

　知っているのか？　万の兵器師について、六道たちがオレに教えてくれたことを……。

　一体、誰だ？

　やっぱり生徒会の誰か、という気がしなくもない。六道以外の誰かかもしれない。

　しかも、木曜の夜零時。そんな時間に、高等部校舎の屋上に一人で来いとか……。

　罠わなくさい。しかも、六道に言うなという辺り、怪しさがプンプン漂っているじゃないか。

　すぐに六道に連絡すべき。恐らくそれが正しいやり方だ。でも……。

　オレはポケットに手紙を入れる。そして、そのままトイレから出て行った。

「お、新しん藤どう」

　ドキッとした。トイレから出た所に六道がいたのだ。

「丁度よかった。最も上がみを見なかったか？」

「いや？　まだ教室にいるんじゃないか？」

「それが、いなくなってしまって……」

　六道は困ったように腕を組む。

「あいつになんか用か？　喧けん嘩かにオレを巻き込むなよ」

「べ、べつに。私は喧嘩を売ってるわけじゃない」

　六道はムッと口を尖とがらせる。

「それよりも、新藤はもう帰るのか？」

「あ、ああ、そんなところ。六道は？」

「いや、私は明日の準備がまだあるんだ」

「そうか」

　オレは上目遣いで六道を見る。ポケットに突っ込んだ手紙に上から触れた。

「ところでさ。まだ、オレ、六道から教えてもらってないことがあるよな」

「？　なんのことだ？」

「なぜオレの中に魔神ってヤツがいんのか。そもそも魔神ってなんなのか」

「申し訳ない。……時がくれば話すから。だから」

　六道は困ったように目を伏せる。

「ああ、分かってる。まだ話せないんだよな」

「その時っていつなんだ？」

「それも言えない……」

「そうか」

　オレは肩をすくめる。仕方がない。そっちがオレに秘密を作るというのなら、オレも一つや二つ、秘密があってもいいだろう。オレは自分自身で調査する必要がある。

　オレの中にいるらしい魔神ってヤツが、一体なにものかということを。








　　　　　３章　《海の家のデート》







　学校が全日休みとなったその日の朝、オレは午前十一時ぴったりに寮の一階にいった。で、言われた通り、そのまま玄関に向かう。

「あいつ、いるかなあ？」

　歩きながらキョロキョロ辺りを見ていると、すぐにホールで日ひ比び野のの姿を見つける。ワンピースに手提げ、帽ぼう子しを小脇に抱えている。嫌がっていた割にはデートっぽい格好をしている感じがする。

　日比野は誰かと話していた。見覚えがあると思ったら、以前、日比野に数学のことを聞いていたＤ組の女の子だ。確か橋はし本もとさん。

　オレは二人を横目で見ながら近くを通り過ぎる。

「ノート、貸してくれてありがとうございました」

「またいつでもどうぞ」

　日比野はニッコリと屈託のない笑顔を返していた。

　かぶってるなあ。今日も思いっきりかぶってるよ、猫を。そんなことを思いつつ、オレは玄関を通り抜ける。後ろを気にしながら扉をくぐって、寮の前の道を歩いていく。

　本当についてきてるのか？　心配になって振り返ると、日比野が寮から出てくるところだった。一応、予定通り、ついてきているらしい。ホッとしているオレに対し、日比野はノーリアクション。完かん璧ぺきなポーカーフェイスを決めている。オレを追尾している素振りは全く見せない。誰かに見られても、二人でこれからどこかに行くとは思わないだろう。

　オレはそのまま石畳の道を通り抜け、中央の公園の方に向かった。そのまま、林道に入っていく。人気がなくなったのでそこで待っていると、日比野はそのまま近づいてきた。

「大丈夫？　誰かにつけられてない？」

　心配げな顔で日比野はそんなことを言う。

「誰が、なんのために尾行をするんだ？」

　応こたえながら、改めて日比野の姿を確認する。真っ白なノンスリーブのワンピース。飾り気のないシンプルなデザインが、同色のリボンのついた麦むぎ藁わら帽子と相まって、華か麗れいな感じの日比野によく似合っていた。

「そうは言うけど君の尾行に気がつかなかったために、秘密がばれたんじゃない」

「それは、確かに……みなちゃんはいいことを言うなあ」

「ふざけないで」

「にしても、お前、朝から猫かぶってたなあ。橋本さんにまたいつでもどうぞ、とか言って。二度とすんな、とか言ってなかったか？」

　思いっきり靴を踏まれた。

「いてえっ！」

「言動に気をつけなさい。誰かに聞かれていたらどうするの？」

「足を踏むところを見られるのはいいのかよ!?」

「大丈夫よ。さり気なく踏んだんだから！」

「どこかだよ！　力いっぱい踏んだじゃないか！」

「それで？　今日はどこに連れていってくれるわけ？」

　日ひ比び野のは遠い目でオレを見た。

「おう。ついてきてくれたら分かるぜ」

「この先にある展望台じゃないでしょうね？　あそこは人が結構くるわよ」

「惜しい！　でも、ちょっと違う。いいから、ついてきなって」

　そう言って、遊歩道を再び歩き始めた。日比野も無言でついてきた。

　しばらく林の中を進んでいく。日比野の言うとおり、この道を進むと最も上がみとのデートに使った展望台がある。だが、その前にオレは道から外れて、林の中の獣道に入っていく。

「ちょっと！　どこに連れていく気なの？」

　日比野が遊歩道で立ち止まった。

「人気のないところに連れていって、変なことするつもりなんでしょ！」

「だからしねえって！　あと、人気のない所が希望なんだろ？」

　手招きする。日比野は少し不安そうな顔をしながらも獣道に入ってきた。さらに進んでいくと、波の音が聞こえてきた。さらには、目線の先、林の先から青い空が見えてくる。

「もしかして、海？」

　日比野さんは小さな歓声を上げて、オレの横を走りぬけた。小走りで追いかけると、すぐに林を抜ける。

「わあああああ！」

　日比野が歓声を上げる。そこは断だん崖がいの上。目の前に広がるのは大海原。海風が心地よい。

「……綺き麗れい」

　目を煌きらめかせながら、海風で揺れる髪を耳にかけた。

「今のは素？」

「当たり前。君の前で猫かぶってどうするのよ？」

「まあ、確かに」

「学校の中にこんなところがあるなんて……」

　こんな顔もできるんだ、と思った。中々可愛かわいい。

「あ、砂浜があるじゃない」

　断崖から下を指差した。太陽の光を返してキラキラと光る砂浜が見えた。

「降りられるの？」

「情報によると階段があるらしい……って、あるな」

　すぐ近くに、岸壁の岩肌に作られた、幅の狭い階段があって、鎖の手すりまである。二人で縦に並んで階段を降りていくと、砂浜にたどりついた。

「わあ、すごい！　結構、砂が小さいね」

　日ひ比び野のは砂浜を駆け出そうとしたが、すぐに立ち止まった。

「って、えええ？？」

　目を丸くして口をポカンと開ける。つーか、オレも口を開けていた。砂浜のど真ん中に、椅い子すとビーチパラソルがいくつも並べてある。しかも、砂浜の奥の岩壁の近くに、海の家らしきものがある。見た目はいかにも真新しいログハウス調のもの。ウッドデッキがあって、海のカフェのような感じだ。入口の上には“〝カフェ・エピタフ”〟と書かれている。よく見ると、ビーチパラソルにも同じ名前が刺し繍しゆうで入っている。生徒会の仕業であることは、すぐに分かった。どうやって海の家は運んできたのだろうか。海かもしくは空からか？

「な、なんなのあれ？　なんでこんなところ、海の家があるの？」

　日比野は呆ぼう然ぜんと指差す。

「ここって学校の中だよね？　どうなってるわけ？　しかも、結構、お洒落しやれな感じだし」

「さ、さあ。も、もしかしたら、学校が生徒のために開いたのかもしれないぜ？」

「それならもっとみんなに周知させそうなものだけど。そんな話、聞いたことないわよ」

「た、たぶん、アレだよ。夏休みに入ってからのサプライズ的な感じで発表するつもりなんじゃないか？」

「……そんな気のきいた学校だったっけ？　ここ？」

「き、きっとそうだよ。ほら、店にエピタフって書いてあるしさ」

「う──ん、まあ、そうかあ。そうかもね」

　日比野は納得のいってない表情をしながらも、チェアに近づいていくと、横になった。オレも隣に座る。

　寄せては返す潮の音、海風、カモメの鳴き声。海のリゾートに来たかのような気持ちになってくる。実際に行ったことはないけど。

「結構、いいところね」

　日比野がそんなことを言った。

「なんで君がこんな場所を知っていたり、今日の休みのことを知っているのかとか、色々疑問に思うことはあるんだけど……、ここはデートする場所としては悪くないわね」

「そっか。それはよかった」

　一応、ホッとする。満足してくれているようだ。

「それはともかく、オレのことを一いち路ろと呼ぶのはどうなったの？」

「いいじゃない、そんなの」

　日比野はコロコロと笑った。

「それより喉のどが渇いたなあ。これで、なんかジュースとかあったら最高なんだけど」

「そうか。しまった。なんかペットボトルのジュースでも持ってくればよかったかな」

「一応、私は持ってきたのよね」

　そう言って、手提げからペットボトルのお茶を出した。

「あ、いいなあ。後でオレにもわけてくれる？」

「いやよ。だってコップがないもの」

「オレ、コップなくていいよ。あんまし気にしない」

「私が気になるのよ。君と間接キスなんかしたくないもの」

「あ、まあ、確かにそれはそうか……」

　秘密を握にぎられているといっても、そういうところは譲る気はないらしい。

「こんな不便なところに何ももってこずに、どうやってデートをするつもりだったの？」

　日ひ比び野のがブツブツ言いながら、ペットボトルの蓋ふたを開けようとしていると、

「お客様。メニューをお持ちしました」

　気がつくと女の子が立っていて、サイドテーブルにメニュー表を置いた。

「!?」

　ギョッとした。立っていたのは最も上がみ。しかも水着姿……。

「え？　もう、店をやっていたの？」

　日比野が驚いた様子で尋ねる。女の子が同じ学年の子とは気づいてなさそうだった。

「いえ、正式には夏休みからですが、今はプレオープンということで、商品は無料で一部の人だけに提供させていただいています」

「一部の人？　新しん藤どうくん、君は、学校の関係者かなにか？」

「いや、そういうわけじゃないけど」

　つーか、なんで最上がこんなところに？　しかも、なぜ海の家で働いている？　オレはチラチラと最上を観察した。真っ白なビキニが、透き通るような白い肌によく似合っている。似合いすぎているせいか、日比野は同じエピタフの生徒とは分かってない様子だった。

「じゃあ、トロピカルジュースをもらおうかな」

「かしこまりました」

　伝票に書きこむと、最上はこっちを見た。

「えっと、じゃあ、オレも同じのを」

「海の家って中にトイレはあるの？　寮でいけなくて」

「はい、こちらにございます」

　日比野はオレに目配せをすると、最上について海の家に消えていった。

　呆ぼう然ぜんと、海の家の方を見ながら日比野を待っていると、海の家から最上とは別の水着姿の女の子が、ジュースの入ったグラスをトレイに乗せて、運んできた。その姿を見て、オレは固まった。六りく道どうである。しかもなぜかスクール水着姿だ。

「お、お待たせしました」

　六道はそう言って、ドンとトロピカルジュースの入ったグラスを二つ、テーブルに置く。

「ちょっと、待てよ」

　店に戻ろうとした六道を呼び止める。















「はい、なんでしょう？」

「お前らなにやってんだ？」

「お客様？　どういう意味でしょうか？」

「いや、お客様って……」

　六りく道どうは真顔を海の家の方へ向けると、

「昨日言っていた、最も上がみとの対決の続きを、ここですることにしたんだ。海の家を作ったはいいが、店員が集まってなかったので丁度よいし」

「でも、二人は料理対決をしてなかったか？　なんで水着で店員対決をしてんだよ」

「料理はこのあとにするんだ」

　日ひ比び野のが出てきたので、六道は喋しやべるのを止やめて、海の家に戻っていった。

「店の中に、更衣室もあったわ。だから水着がどうのこうのって言っていたわけね」

「その通り。せっかく、目の前に海があるのに、泳がないのは悲しいだろ？」

「水着は持ってきたけど、泳ぐかどうかは考えておくわ。あっ、このジュース美お味いしい」

　日比野はストローでコップのジュースを吸いながら美味しそうに、頬ほおを押さえた。オレも飲む。確かに美う味まかった。

「あら、食べ物もあるじゃない。一応、サンドイッチを作ってきたのになあ」

「え？　そんなの、作ってきたの？」

「だって外食するとお金がもったいないじゃない」

「いや、そうだけど……」

　オレはキョトンとしながら、日ひ比び野のを見る。

「なに？　なんか変？」

「いや、そんなことないけど……日比野っていいところのお嬢っぽいから、もったいないとか言いそうにないと思ってた」

「はあ？　私がお嬢？？？　ないない」

　日比野は笑い飛ばした。

「私の家は思いっきり庶民よ。親はサラリーマンだし」

「そうなの？　でも、雰囲気とか」

「だからあれは、猫かぶってるだけよ。全部嘘うそ。君だってそれは知ってるでしょ？」

「いや、そうなんだけど……。そうかそういうのも、猫だったんだ……」

「優等生が貧乏ったらしかったら、それっぽくないじゃない」

「そうか？　まあ、そうかもしれないかあ」

「ねえ、この辺の食べ物も無料なのかな？」

　メニューを覗のぞきこみながら、日比野は訊きいてくる。

「そ、そうなんじゃないか？」

　オレもメニューを覗きこんだ。

「なになに……近くの野草を使ったバーニャカウダ……。野草を使ったてんぷら、野草の炊き込みご飯……。なんで野草ばかりなんだ？」

「今流行のオーガニック料理とか？」

「たぶん、違うと思うが……。で、他にはポークジンジャーって、豚の生しよう姜が焼きのことだよな……、ちょっぴり出だ汁し巻まき風卵焼き、タコさんウインナー……」

「なんだかお弁当のおかずみたいなメニューじゃない」

「あ、ああ。そうだな」

　こっちを作るのは最も上がみだな……。きっとそうだ。

　海の家の方に目をやる。入口の近くに腕を組んだ六りく道どうと最上がズドーンと立っていて、こっちを見ていた。オレたちが何を注文するのかを競っているのかもしれない。本気で料理の決着を、海の家でつけるつもりか……。

「でも、この内容だったら自分のサンドイッチを食べた方がいいかなあ」

　言いながら日比野は鞄かばんからラップに包まれたサンドイッチを取り出した。厚めの黒パンに色んな具が挟んである。ハム、マヨネーズであえたエビ、アボガド……。見るからに美う味まそうだ。少なくとも野草シリーズよりは確実に美味いだろう。

「ああ、それの方が美お味いしそうだな」

「じゃあ、小腹もすいたことだし、食べようかなあ」

　そう言って、ラップをはがし始める。

「え、もう食べるのか？」

「うん。この海の景色を眺めながら食べるのって美お味いしそうじゃない？」

「あ、ああ、それはそうだけど……」

　オレが羨うらやましそうに見ている中、日ひ比び野のはサンドイッチにかぶりついた。

「われながら美味しい」

　至福の表情を浮かべながら、頬ほおを押さえた。その表情を見るだけで、涎よだれが垂れそうになる。

「特にこのプリプリのエビが美味しい。我ながら」

「あ、あの」

「なに？」

　ジロッと見られた。

「それ、ちょっと食べさせてくれたりしないかな──って」

「なんで？」

「いや、ものすご──く、美味しそうに見えるから……」

「う───ん。私の秘密ノートを返してくれるんなら、考えてあげてもいいわ」

　パンを口に入れながら言う。

「それはちょっと……。それ以外で……」

「じゃあ、私にへりくだりなさい。そうしたら、ちょっとくらい恵んであげてもいいわ」

「へ、へりくだる？　ってなんだ？」

「例えば、私の足を舐なめなさい」

　そう言って、パタパタとさせた。

「はあ!?　お前、ちやほやされたいだけじゃなくて、女王さま希望なのか？」

「女王さまはちやほやされるもんでしょ？　それが好きなの。で、舐めるの、舐めないの？」

「舐めねえよ。オレにはそっち方面の趣味はないんだ」

「ふ──ん、じゃあ、サンドイッチあげない」

「分かったよ。腹が減ったらポークジンジャーでも食べるよ……」

「あ、そう」

　日比野は肩をすくめつつ、また鞄かばんに手を入れて、中から出したものを横のテーブルの上におく。サンドイッチだ。今、日比野が食べているのを二周り小さくしたくらいの。

「こ、これは？」

　怪しげな目つきで日比野を見る。

「食材が余ったから作ったのよ。私、一個で足りそうだから。欲しいんならあげるわ」

「……とか言って、なんか交換条件あんじゃねえの？　もしくは毒が入っているとか」

「なわけないでしょ！　そういうこと言うなら回収するけど？」

「いや、もらう。もらうって」

　オレは慌てて確保すると、ラップを外して食べ始めた。

　かぶりつく。美う味まい。日比野が自画自賛するだけあって、よくできている。プリプリのエビにレタス、ハム、ピクルス。若じやつ干かん効かせたマスタードがよくあっている。

「美う味まいな。その性格で料理は上手なのか……」

「知らないの？　優等生は料理もできないといけないのよ」

「仮面優等生だろ？」

「それなりに努力しないと、仮面優等生だって演じられないわ」

　日ひ比び野のは目を細めて、髪をかきあげる。それはその通りかもしれないな、と思った。

　しばらくお互い無言でサンドイッチを食べる。打ち寄せる波を見ながら、ボーッと海を眺めていると、なんだかリラックスできるような気がしてきた。

「なあ」

「なによ」

「お前、なんでそんな風になったんだ？」

「はあ？　なにが？」

「いや、だから。猫かぶって、優等生やってんだ？」

「そんなの、あんたには関係ないでしょ？」

「いや、まあ、そうなんだけどさ。勉強しっかりして、料理までやって努力するのは尊敬するけどさ。ちょっとキャラを作りすぎじゃないか？　ストレス、たまってんだろ？」

「別にストレスなんかたまってないわよ」

「ウサギのぬいぐるみをあれだけ破壊しているのにか？」

「あれは……」

　日比野は頬ほおを赤くした。

「うさちゃんは私の唯一の友達だから。なんでも話を聞いてくれるのよ」

「友達なのにボロボロにすんの!?」

「誰だってチヤホヤはされたいんじゃない？　怒られるよりは褒められたいはずよ」

「それはそうだけどさ。そのために、お前の場合は作りすぎじゃないか？」

「別に、こんなもんでしょ。それに、私が猫をかぶっている方が周囲にとっても平和じゃない？　本性だしたら単なる感じの悪い女子になっちゃうけど？」

「そりゃまあ、そうだけど……」

「でしょ。だから、私は猫かぶってる方がいいの」

　日比野はそう言って、ニコリと笑う。なんとなく誤魔化されたような気がした。

「さてと、お腹なかもいっぱいになったし、どうしようか」

「せっかく海にきてるんだし、やっぱり泳ごうかなあ」

「いいんじゃないか？」

「うん、じゃあ、交代で着替えるんでいいわね？」

「ああ、うん」

「じゃあ、先に私いくから」

　そう言って、日比野はカフェ・エピタフの方へ、鞄かばんを持っていった。すると、入れ替わるようにカフェから六りく道どうと最も上がみが出てきた。

「どうなってるんだ！　なぜ注文しない！」

「そうよ！　こっちはいつオーダーが入ってもいいように、準備万端なのに！」

　両隣から攻め立てられた。

「い、いや、日ひ比び野のがサンドイッチを持ってきてさあ」

「サンドイッチ？　日比野さん、新しん藤どうくんのも作ってきたの？」

　最も上がみはテーブルの上に置かれた、オレの食べる途と中ちゆうのサンドイッチを睨にらむ。

「もう、そんな関係まで発展していたの!?」

「いや、そんなでもないはずなんだけど」

「ぶうう」

　不満そうに口を尖とがらせた。

「……まあ、料理のことはいいだろう。で、今日中に目的は実行できそうなのか？」

　六りく道どうは険しい表情でオレを睨んでくる。

「いや、さすがにそれは難しいんじゃないか？」

「そんな悠長なことでどうする。脈がありそうならさっさとやってしまえ」

「ええっ、もうそんな状況？　キスまでするの!?」

「あ───、両方から言い立てんなって！」

　ため息をついていると、カフェから水着に着替え、サングラスをかけた日比野が現れた。

「……うっ」

　白いワンピース水着にバスタオルを肩にかけた日比野を見て、最上が嘆たん息そくとも呻うめきとも取れるような声を吐いた。

　まるで水着モデルのようにグラマラス。前々から気になっていたがとんでもなくボリューミーな胸にくびれた腰、そして安産型の尻。完かん璧ぺきだ。日比野に比べると六道はスレンダー過ぎるし、最上は幼い体型過ぎる。

　日比野が近づいてくると、六道と最上はいそいそとカフェに戻っていった。

「あの二人、どうかしたの？」

「ラ、ランチの注文をとりにきたんだけど。サンドイッチがあるから、って断った」

「あ、そう。じゃあ、君も着替えてきたら」

　そう言って、日比野は椅い子すに横たわった。う───ん、間近でみると、ますます凄すごく感じるモデル体型だ。

「ああ、じゃあ着替えてくる」

　六道と最上に白い目で見られながらカフェに行き、奥の更衣室でさっさと着替えて戻る。

「じゃあ、泳ごうかな」

「先に行って、深さを見てきて。こう見えて、結構深くて危険かもしれないから」

「オレが行って調べるの？」

「当然でしょ。沈没船から逃げるのも男は最後じゃない」

「それ、分かりづらいしイマイチ的確じゃない例えだと思うけど……」

　ブツブツ言いつつも、オレは海へ歩いていった。

　水に足をつける。外に比べると、水は結構冷たかった。まだ七月の初めだし。そのまま腰くらいまで進んでいく。砂浜は遠浅になっていて問題なさそうだった。

「大丈夫そうだぞ──」

　振り返りながら叫ぶ。

「あ、そう？」

　日ひ比び野のはグラサンをつけたまま、優ゆう雅がに立ち上がった。そのまま水に入ってくる。

「つめた……」

　一瞬立ち止まった。

「冷たいわ」

　キッと睨にらまれる。

「いや、そう言われても……」

「冷たいならそう言ってよ。役に立たないわね」

「深さを調べろとしか言ってないだろ？」

「言われたことしかやらないなんて。もう、役に立たないわね」

　ボロクソに言いつつ、日比野は中に入ってくる。そして、腰くらいの深さまで来ると、急にバシャ───ンと水面に飛びこんだ。思いっきり水みず飛沫しぶきを頭から被かぶるオレ。

「ちょっ！」















　抗議しようとしたオレの前を、日ひ比び野のは見事なクロールで通過していく。

「気持ちいいわ」

　しばらく進んで行って立ち上がり、こっちを振りかえる。ずぶ濡ぬれのオレを見てケタケタと笑い始めた。

「ちょっ、ずぶ濡れにして、笑うのはどうなんだよ」

「別にいいじゃない。海は濡れるところなんだから」

　言いながらケタケタ笑い続ける。

「砂は人工だけど、水は綺き麗れいね。いいじゃない。この海岸。褒めてあげるわ」

「いや、オレが褒められても」

「でも、君が連れてきたんだから。……あ、なんかふぐのちっちゃいヤツが泳いでる」

　日比野は嬉うれしそうに水面を指差した。確かに水面に目を落とすと、透明度の高い水中に沢山の小魚が泳いでいる。学校のロケーションが田舎なので、水の綺麗さが半端ない。

「ほら、こっちこっち。沢山いるよ」

　邪気の無い顔で手招きするので近づいていく。日比野は水の中でしゃがむと、両手で小さなふぐの群れをすくいあげた。

「やった、ゲット！」

　嬉しそうにこっちを向いた瞬間、日比野の手の中のプールにいたふぐの一匹が跳ねた。跳ねたふぐは日比野の方に飛んでいくと、スポッと。あろうことか、日比野の水着の胸の谷間に入ってしまった。

「キャ────────────────────────────！！！！！」

　日比野が黄色い悲鳴を上げて立ち上がる。ギュッとオレの腕にしがみついてきた。

　ぽにゅうう──────────────────────────────ん。

　弾力性のある何かが腕に押し付けられた。あまりに刺激的な感触に一瞬、何が起きたのか分からなかったが、押し付けられたのは日比野の豊ほう満まんな胸。作り物のようにものすごく柔らかで、それでいてものすごくボリューミー。以前、アクシデントで触れた六りく道どうの引き締まった感じとはまた違う新たな触感。名状しがたい幸福感で脳みそが支配される。

　が、幸福感は長くは続かなかった。日比野はハッと我に返ると、顔を真っ赤にしながらしがみついていた手を放した。同時に、ポロリと水着のトップの隙すき間まから、小さなふぐも落ちて、ポチャンと水に落ちる。群れに戻っていくそのふぐに、オレは心の中で「グッジョブ！」と親指を立てた。

「や、やっぱり、し、自然物を破壊したり、取ったりするのは、よくないわね」

　日比野は赤い顔のまま、意味不明なことを言う。オレはものすごく心臓がバクバクしていたが、そんな態度はおくびにも出さずに「ああ、その通りだ」とか返した。脳みその中で、一瞬の間だったが腕に及んだ至福の感触を反はん芻すうしながら、

（日比野の胸、すげえ破壊力だあああああああああああああああああああああ！）

　とか考えていた。

「よ、よおし。じゃあ、自然破壊は止やめて、健全に泳ぐわよおお」

　誤魔化すように、日ひ比び野のは平泳ぎを始める。オレも「じゃあ、オレも」とか答えながら泳ぎ始めるが、しばらくの間、さっきの胸の感触を忘れることができないでいた。



「ねえ。君、どういうつもりなの？」

　かなり長い間、海で泳いだ後、二人で海から上がって、ジュースをだらだらと飲みながら椅い子すに座っていると、日比野がこっちを向いた。

「……どういうつもりって？」

「付き合えって言ったり、こんなところに誘ったりして。なにがしたいわけ？」

「い、いや。日比野のことをよく知りたいなと思ってさ」

「なにそれ。よく意味が分からないなあ。まあ、いいけど」

　日比野はそう言うとテーブルの上に置かれたベルを鳴らす。すぐに最も上がみがやってくる。

「トロピカルミックスジュースをお代わり」

「かしこまりました」

　最上がチラッとオレを睨にらみながら、お代わりを取りにいった。

「最初、君に秘密を知られた時はこの世の終わりだと思ったけど、意外と問題が発生してなくて、よかったわ……。今のところは、だけど」

「そ、そうか。それはよかった」

「今日はこれからどうするの？」

　時計を見る。泳いでいる間に、結構な時間が経たっていた。もう小一時間もすれば夕刻だ。

「特に決めてなかったから……。まあ、解散かな」

「はあ？　それでいいわけ？」

　日比野はまたも、意味不明という顔をした。

「いや、だって……、陽ひが落ちたら、帰るのも危険だし」

「そりゃまあ、そうだけど」

　日比野は拍子抜けした様子で目を白黒させる。

「一つ聞きたいんだけど、一応、私と君って付き合っているんだよね？」

「お、おう」

「……まあ、いいけど。じゃあ、シャワーを浴びて、帰りましょうか。私が先に着替えてきてもいい？」

「どうぞ」

　日比野は不思議そうな顔をしつつ、立ち上がった。一人で海の家へ消えていく日比野の背中を確認すると、ハアとため息をつく。

（こんなんで、よかったのだろうか？）

　もうちょっとできたんじゃないかという気もする。今だって、日比野はこの後の展開を期待している感じじゃなかっただろうか？

（いや、今はこれでいいんだ。焦ったら失敗するかもしれない）

　オレは首を振ると、帰る準備をするために、テーブルの上、空のグラスとかを持ってカフェ・エピタフに行く。六りく道どうと最も上がみがむっとした顔で、カウンターの向こうのハイチェアに腰こし掛かけて待っていた。

「なんだよ、二人とも。もっと愛想よくしろよ。一応、店員なんだろ？」

「だって料理対決だって話でここまで来て、水着にまで着替えたのに……、結局、ジュースしか作ってないし」

　最上はそう言ってブウと頬ほおを膨ふくらませた。

「そういう新しん藤どうは日ひ比び野のと仲良くなったのか？　今晩にも戦機乙女ヴアルキユリアを呼び出せそうか？」

「それは無理。ようやく普通に話せるようになったくらいだって」

「そうか、そうか。それは丁度よかった」

　六道は不敵な笑みを浮かべて、うんうんと頷うなずく。なんとなくイヤな予感がした。

「なんなの？　また、なんかよくないことを企たくらんでいるわけ？」

「どうせ新藤のことだから積極的になれず、ヘタレなことになると予測していたんだ」

「事実だが、なんか馬鹿にされてるようで不愉快だ……」

「でも、大丈夫だ。新藤がターゲットともっと仲良くなれるよう、こちら側でちょっとした細工をしたんだ」

「細工？」

「五いつ木き先生監修の下、一いちの宮みやに頼んで、日比野が今浴びているシャワーに罠わなをしかけた」

「わ、罠？　シャワーにどんな罠をしたら、オレと日比野が仲良くなれるわけ？」

　と、聞き返すのと同時に、

「キャ────────────────────────────！！！！」

　絹を裂くような悲鳴が聞こえた。シャワー室がある方向からだ。

「ちょっ、おまっ、なにしたんだよ！」

「新藤、早く助けにいけ。チャンスだ」

「い、いくけどさ」

　急いでシャワー室のある店の奥へと向かった。廊下を通り抜けると、シャワー室と書かれた部屋があった。悲鳴はその中から聞こえてきている。

「ひ、日比野、どうした!?　なにがあった!?」

　扉に向かって叫ぶ。

「し、新藤くん!?　じゃ、蛇口から！」

「蛇口がどうした？」

「海草っぽいのがいっぱい出てきて、それがシャワー室の中で膨らんで!!!」

「なんだよ、それ！」

「もう、とにかく、中がコンブだらけで！　身動きがとれな──キャアアアアアア」

「わ、分かった。ちょっと待っていてくれ、助けにいくから」

　急いで店の方に戻る。

「六りく道どう、おまっ、なにやったんだよ！　海草がどうのこうの言ってたぞ」

「うむ。その海草は、一いちの宮みやグループの研究所で開発した超増ぞう殖しよくコンブちゃんだ」

「超増殖コンブ!?」

「超多孔質でできた人工コンブで、水で戻したら体積が一万倍以上に膨ふくれる。それがシャワーのノズルから水に混ざって出てくるような仕掛けがしてあるんだ」

「ちょっと待てよ。じゃあ、今、シャワー室の中、どうなってんだよ!?」

「昨晩行った実験によると、中がコンブのジャングルみたいになっていたな」

「ジャングルって！　日ひ比び野の、死にそうな声を出してたぞ！」

「だからこそ新しん藤どうが助け出して、仲良くなるチャンスなんだ」

「どうやって!?　シャワー室には鍵かぎがかかってるんだぞ！」

「そんなもの、破壊すればいいじゃないか」

「そんな簡単にできるか───!!」

「簡単だぞ？」

　言うや、六道はオレと最も上がみを引き連れて、シャワー室へ向かった。

「ねばねばしてる─────────────！　もう、いやだ───────!!」

　中から聞こえる日比野の悲鳴。完全に泣きが入っている。

「新藤、じゃあ、開けるからな」

　六道はそう言って、スクール水着の胸元に手を入れ、リボルバーの拳けん銃じゆうを取りだした。

「どこに、何を隠してんだよ！」

「銃装は淑女の身だしなみだ。どいて！」

　言うや拳銃をシャワー室に向ける。パン、パンと乾いた音がして、ドアノブがふっ飛ぶ。

「さあ、新藤。日比野を助けてくるんだ」

「あ、ああ。だ、だが、日比野はシャワーを浴びてたってことは……」

「そんなことを言ってる場合か！　命がかかってるんだぞ？」

「命？　マジで!?」

　躊躇ためらいながらも、壊れたドアノブに手を入れて扉を開く。次の瞬間、オレは戦せん慄りつした。

「な、なんだよこれ！！！！！！！！！！！！！」

　シャワー室の中が緑色の海草でいっぱいなのだ。床から天井まで全部。本当に前も何も見えないくらいに、巨大化したコンブのジャングルがそこにある。

「ひ、ひびの────！　だ、大丈夫かああああああああああ？？？！！」

　大声で叫ぶと、奥の方から日比野の声がした。

「……だ、大丈夫じゃない───！」

「今、助けにいくから！」

　海草をかきわけながら、声のする方向へ進んでいく。視界は最悪。何しろ目の前の全すべてが濃緑のコンブ。しかも、歩くと海草特有のヌルヌルとした粘液が体にまとわりつく。

「早くぅぅ！　こっちよ！」

　ドロドロの大おお猪いのししに取りこまれたサ○を助けるア○タ○のように、海草をかきわける。

「どこにいる？　全然見えないぞ！」

「ここだって！　早くしなさい！」

　部屋の一番、奥から、この状況でも相変わらずタカピーな日ひ比び野のの声が聞こえる。そこは部屋の中でも一番コンブの密度が高い場所だ。

「ここか!?」

　オレはコンブの中に手を入れた。すぐに人の感触があった。なんか柔らかくて、ふんわりとしていて、なんだか微妙に盛り上がっていて……、

「キャ───────────────────────────────！」

　今までで最大の叫び声を日比野が上げた。

「ちょっと！　ドサクサにまぎれて、なに胸を触ってるのよ！」

「む、胸!?」

　今のが日比野の胸？　いや、しかし、焦っていたからなのか、全然そんな感じがしなかった。なんというか、柔らかさとかボリューム感とか……、いや、そんなことよりも、

「オレの腕を握にぎれるか？　引っ張り出すから」

「……」

　無言で日比野はオレの腕にすがってきた。

「よし、じゃあ、ひっぱりだすぞ」

　ニュルッとする日比野の手を強く握る。力を込めて引っ張り上げた。

　ズルズルズル──、スポンッ！　妙に小気味よい音と共に、日比野の体が海草のジャングルの中から飛び出してきた。その反動で、引っ張り上げたオレも後ろにこけてしまう。

「ひ、日比野、大丈夫か？」

　起き上がり、すぐ横にしゃがみこむ格好で倒れている日比野の姿を見て硬直した。当然ではあるのだが、日比野は裸である。大事なところに絡まったコンブによって、大事なところは隠れてはいるが、かなり際どい格好だ。

「み、見ないでよ！」

　日比野が真っ赤な顔で言う。

「おう。見ない。見ないって」

　そう言って、視線を横に向けた。だが、オレはその際どい格好の日比野の裸体を一瞬だけ見た時に気がついたある疑問を、口にせざるをえなかった。

「日比野……」

「な、なによ!?」

「お、お前……。お前、その、裸、いいつもと、なんか……違うよな」

「はあ？　なに言ってるの？　何が違うっていうのよ」

「いや、なんかボリューム感というか……」

「!?　ど、どこのボリュームがなんだっていうのよ！」

「いや、だからその……」

　……胸が。そう、胸が明らかに小さかった。ボリュームのない、控えめな感じの……。

「……もしかして、日ひ比び野の……」

「だ、だからなによ」

「まさか胸まで見み栄えを張っているんじゃなかろうな？」

「！」

　日比野が勢いよく立ち上がった気配を感じた。シュンと風を切る音が聞こえたので、咄とつ嗟さに体を避よけた。日比野の手刀が耳のすぐ横に振り下ろされた。

「こらっ、逃げるな！」

「逃げるよ！　こんなところで気を失いたくないって！」

「私の最大の秘密を知ったからには、生かしてはおけないわ！」

「仮面優等生よりもそっちの方が大事かよ！　つ──かお前、全裸でなにやってんだ！」

「そんなこと考えない。私の胸の秘密を知られたからには……って、全裸!?」

　日比野は固まると、下を向いて自分の格好を確認する。全裸である。相変わらずコンブが局部に巻き付いているが、ほとんど全裸と変わらない。

「やっぱり、ま、まな板……」

　思わず言ってはいけない言葉を呟つぶやいた。日比野がハッと胸元を隠しながら、その体をワナワナと戦慄おののかせた。















「で、で、で、……出ていけ────────────────────────！」

「おおせのままに────────────！」

　コンブをかき分けながら、シャワー室を飛び出していった。



「まだ、怒ってるのかよ」

　岸壁の階段を上りながら、オレは前をいく日ひ比び野のに向かって言った。日比野は肩を怒らせて、蟹がに股またで階段を上がっていた。漫画なら頭から湯気が立ち上っているような演出が似合いそうな感じ。さっきのコンブ事件からというもの、口をきいてくれないでいる。

「そりゃ、裸を見られたのはショックかもしれないけどさ。でも仕方がないだろう？　あの状況から日比野を助けるには、ああするしかなかったんだから」

「……」

「それより、もう一つの方がショックとか？　胸パッドをつけてることがばれた方が？」

　しばらくして更衣室から出てきた日比野は、いつも通りの豊ほう満まんな胸の持ち主だった。つまり、あれは偽物ということだろう。ショックな事実だが、ほぼ間違いない。

「両方よ！」

　日比野は立ち止まった。

「君に裸を見られたことも、胸の秘密がばれたことも、両方ショックなの！」

　階段の途と中ちゆうに立ち止まって叫んだ。

「いいじゃん。パッドなんてすぐにばれるだろ？　特に女子なんか見破るのが得意じゃん」

「それをばれないようにやってきてたんじゃない」

　クワッと振り返った。

「つ──か、胸まで見み栄えを張ってなんか意味があるのか？」

「その方が男性からチヤホヤされるわ。同性でもナイスバディな子は一目置かれるのよ」

「本当かなあ」

　女子の中にもよく分からないヒエラルキーがあるのかもしれない。

「まあ、ばれたのかオレでよかったじゃないか。逆に、日比野の本性を知ってるオレなら、ばれても、ダメージ少ないだろ？」

「……それはそうかもしれないけど」

　再び日比野は階段を上がり始める。上りきり、海を見下ろせる岸壁の上に立つと、日比野はもう一度、振り返った。

「これで君には、私の秘密を全部知られてしまったわね」

　少し悲しげな表情を浮かべ、サバサバとした口調で言う。

「私は性格も肉体も、見栄を張りまくってる見み栄えっ張ぱりなのよ！」

　言いながら、指先で胸を押さえた。あれが偽乳だなんて。

「本当は性格は悪いし、胸はペラッペラなの」

「……ああ、うん。そうだな」

「だというのに、どうして君は、私の本当の姿を知っているのに近づこうとするわけ？」

「それは……」

　戦機乙女ヴアルキユリアを召喚しないといけないため……、とは言えないよなあ。

「君の目的が分からないわ」

　日ひ比び野のさんは首を横に振った。

「だから仲良くなりたいって言っただろ？」

「どうして？　見み栄えっぱりの意地悪女と仲良くなってどうするの？」

　真剣な表情でオレを見る。

「い、いや……。別に見栄を張っているといっても、いうほど気にならないし……」

「ホントに？」

「あ、ああ」

「じゃあ胸は？」

「そりゃデカイ方が個人的には好きだが、別にそれで人間性が否定されるわけじゃない」

「本当に？　心からそう思ってる？」

「ああ」

「ホントにホントにホント？」

「ホントにホントにホントだ！」

　言い切った。すると、日比野は顔をパッと明るくした。

「そう。だったら、ちょっと安心した」

　花のようにニッコリと笑う。いつもの虚勢の溢あふれた顔とは違う。素の日比野の笑顔。思わず「うっ」と息がつまるほど、可愛かわいかった。

「……帰るか？」

「うん」

　林道を抜けて公園の遊歩道からキャンパスに戻ると。いつのまにか、西の山に夕日が落ちていた。茜あかね色いろに染まった校内を、オレは日比野を並んで歩いていく。

（今のはちょっと嘘うそついたよな）

　さすがに背徳心を覚える。オレが日比野に接近してるのは、戦機乙女のためだ。そうでなければ、こんな無理してまで近づこうとはしなかっただろう。見栄を張るのが気にならない、というのは完全に嘘だし。本当は多少は気になっている……。

「帰ったら数学の宿題をしないといけないのよね。昨日しなかったのよ」

「安あん西ざいが出した宿題な。あれは量があるよな」

「ヤツは宿題の量さえ出したら、仕事をやってるつもりになるタイプだからウザイのよ」

「ヤ、ヤツって……。優等生がそれは駄目だろ。誰かに聞かれたらヤバイよ？」

　思わずキョロキョロと辺りを見てしまった。

「大丈夫。誰もいないわよ。あーあ、宿題のことを思い出したら、ムカムカしてきた」

「お、おい。日ひ比び野の」

　オレの制止を無視して、日比野は手提げからなにか取り出した。

「ジャジャ──ン。ポータブルうさちゃん!!」

　右手にあるのは、いつかのウサギのぬいぐるみ……を小さくした感じのものだ。

「そんなの持ってるのかよ！」

「そうよ。いつだってストレスを発散できるように！」

「ストレスはないって言ってなかったか？」

「ストレスあるわよ！　この世界はストレス社会なんだから！」

　ボコボコボコとポータブルうさちゃんを殴る日比野。

「おい、おい」

「安あん西ざい！　宿題出すのは止やめろ！　言われなくたって、勉強はやるんだから！」

「お───い、優等生！」

「あ──、うるさい。君も一緒に死ね！」

　バンバンとポータブルうさちゃんでオレまで殴り始めた。

「お、おい。やめろって」

「あ──、こうやって発散させるのは気分いいわね」

「お、おい！」

　オレが、ポータブルうさちゃんによる攻撃から逃れようとしていると、

「あっ……」

　突然、日比野の手が止まった。見開いた視線の先を見る。オレも同じように硬直した。

　ジャージ姿の女子が立っていた。最近よく見る子。日比野に数学のノートをせがむ、橋はし本もと……。

　橋本は呆ぼう然ぜんと日比野を見ている。そりゃそうだ。あの優等生の日比野が、ぬいぐるみを振り回して男子を痛めつけているのだからな。日比野は日比野で目を見開いたまま、橋本を見守っている。その顔はオレに秘密がばれた時と同じくらい、絶望していた。

　ど、どうする？

　オレは橋本と日比野を見比べる。ここで日比野の秘密が学園の皆に知られることになって、それはオレにとって得か損か……。

　間違いなく損だ。日比野の秘密は、まだオレと日比野だけの秘密にしておいた方がいい。

「今のシーンは変更した方がいいんじゃないかな？」

　首を振りながら、オレはポケットから取りだしたメモ帳にボールペンを走らせながら、日比野に近づいていった。

「たぶん、観みている人に脚本の意図が伝わりづらいと思うんだよな」

　ジッと見つめる。素で変な顔をしていた日比野が、合点がいったように頷うなずいた。

「そうね。現状だと、今のシーンは何が起きたのか分からないかもしれないわ」

　日比野の雰囲気が急に優等生のそれに変わった。

「脚本を多少、変えた方がいいかもしれないわ」

「そうだね」

　頷うなずきあいながら、視線を交わす。日ひ比び野のも取り出したノートに、走り書きをしていた。

「あっ」

　ややあって、橋はし本もとが声を上げて手を合わせた。

「文化祭で学級委員がやるって演劇の練習ですね!?」

　興奮した様子で近づいてきた。

「そうなのよ。まだ早いんだけど、練習をね……」

　日比野さんがニッコリと笑う。

「どんな内容なんですか？」

「それはまだ秘密よ。まだ演劇になるかどうかも正式には決まってないから。でも、内容がばれるのは困るから、みんなに言うのはやめてもらえるかな？」

　ニコッと笑う。

「分かりました。約束です」

　橋本は頷くと、そのままジョギングの続きに行ってしまった。

「ふう」

　橋本がいなくなると、日比野はため息をついてこっちを見た。

「君が機転をきかせてくれたお陰で助かった」

「危ないところだったな」

「まあ、君にとってはあれでしょ？　もし私の秘密がみんなにばれたら、私を脅迫するネタがなくなる……それは困るから助けてくれたんでしょ？」

　一瞬、ギクッとした。

「どんだけへそ曲がりなんだよ」

「冗談冗談！」

　日比野はケタケタと笑った。

「助けてもらって、感謝してるわよ」

　優しげに目を細めた。

「……」

　また罪悪感を覚える。オレ、日比野を騙だましているよなあ。

「咄とつ嗟さに、あんな寸劇ができるなんて。君は見かけによらず頭の回転が速いわね。見直したわ」

「思いっきり上からで褒めてんな」

「でもこうなると、私、文化祭の演劇の脚本に何かの形で絡んだ方がいいかもね」

「そうだな」

「君もよ？」

「な、なんで!?」

　返事の代わりに、日ひ比び野のは笑った。夕日色の空に日比野の笑い声が吸いこまれていく。



　　　☆



「……それで、デートはどうだったの？」

　寮の部屋のドアを開けると、隣の部屋から怖い顔の最も上がみが顔を出してきた。

「い、いつの間に帰ったの!?　どこでオレたちを追い抜いたんだ？」

　砂浜にいた段階では、最上も六りく道どうも海の家にいたのに。

「生徒会のプレジャーボートと自動車で戻ったけど？」

「そ、そんなルートがあったの？」

「で？　デートはうまくいったの？　日比野さんを落としたの？」

「それは無理だって」

「キスは？　したの？」

「んな、ありえないだろ」

「あっ、そ」

　最上は少しホッとした表情をした。

「でも、最終的には私の時みたいに、やっちゃうんでしょ？」

「い、いや、そうなるかもしれないかな……。ていうか、その表現はどうなんだ？」

「バカッ！」

　バタンと部屋に引っこんでいった。

「バカッって……」

　ため息をついて、自室のドアを開ける。また、ため息が出てしまった。ベッドに座って六道が待ち構えていたからだ。しかも、未いまだスクール水着のままで。

「なんで、着替えてないんだよ」

「時間がなかったんだ。そんなことよりも、首尾はどうだ？」

　六道はジロッとオレを見る。

「キスはできたのか？」

「だから、無理だって」

「むう」

　険しい顔で口を尖とがらせる。

「キスはできなかったにしても、それなりに仲良くなれたんじゃ？」

「それなりには……」

「そんなことでどうする。時間はないんだ。急がないと」

「分かってるって」

　オレは鞄かばんを机に置きながら応こたえる。机に無造作に置かれていた物を見て、一瞬、ドキッとしたが、何食わぬ顔で椅い子すに座った。

「あと、何度も言っているけれど……、戦機乙女ヴアルキユリアを召喚済みの相手と、いつまでも付き合わない方がいいと思うんだ。新たな作戦の障害にしかならないだろ？」

「最も上がみのこと？　でも、そうは言うけどさ、同じクラスのあまつさえ隣の席、寮の部屋まで隣なんだぞ。急にさようなら、とか言えるわけないだろ」

「……新しん藤どうは優しすぎる」

「いや、これが普通だって」

「……むう」

　六りく道どうは納得がいっていなさそうに渋い顔をしていたが、すぐに立ち上がった。

「……日ひ比び野のは今日から二日の間に落とすんだ。生き残るために」

「……分かってるって」

　六道は無言で頷うなずき、部屋から出て行った。

「生き残るためか……」

　オレはため息をついて立ち上がると、六道のいたベッドに座りなおした。

　最上や日比野を利用して、オレは生きながらえようとしている。

　本当にそれでいいのか……。一度、納得できたものの、新たに違うことがひっかかる。だが、その点を整理するためにも、オレは知らなくてはいけない。オレの中に入っているのが、どんなヤツなのか。本当に世界を破壊するような存在なのかを。

　オレは手を伸ばすと、机の上においてあった物、手紙を手にとった。

　今晩、深夜零時。オレは高等部校舎の屋上へいって真実を知らないといけない。



　　　☆



　高等部寮の消灯時間は二十三時。それ以降は机のライト以外はつけてはいけないことになっている。廊下の電灯も白色灯から電球色に切り替わる。

　消灯時間からしばらく経たった頃、オレは静かに部屋を出た。

　シーンと静せい寂じやくに包まれた廊下。寮は全部屋トイレ完備だ。この時間に部屋の外に出る理由はない。特に罰則はないが、学校は消灯時間以降の外出を認めていない。

　静かに廊下を歩いていき、エレベータを使って一階に下りた。一階のホールも薄暗い。管理人さんの詰め所は無人。エントランスホールを静かに通り抜け、寮から出る。誰もいないエピタフのキャンパス。ＬＥＤの街灯が透明のライトでキャンパス中を照らしているために暗くはない。無音の中をオレは高等部校舎を目指す。

　何事もなく高等部校舎まで来て、正面玄関から中へと入る。外に比べて暗い。非常灯以外、光源のない中、オレは中央階段を昇っていった。四階を通り過ぎ、そのまま五階の踊り場へ。屋上に通じる扉を開ける。

　月光に照らされた屋上は昼間のように明るい。警けい戒かいしながら屋上に足を踏み入れ、すぐに立ち止まる。視線の先。屋上の真ん中にフードをかぶった人物が立っていた。

　子供？　もしくは女性かもしれない。とにかく小柄に見えた。外見は、生徒会のメンバーの誰とも違うようだ。

（どう見ても怪しいよな……）

　この暑いのにフード姿。胡う散さん臭くさい。オレはその場に立ち尽くしたまま、扉の前から近づこうとはしなかった。いつでも逃げられるように、扉を開けたままドアノブを握にぎり締める。

「手紙をくれたのは……君か？」

「そう」

　加工された電子音。男か女かすら分からない。

「“〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト”〟について知りたければ、と書いてあったけど……」

「私は“〝万の兵器師”〟について、情報を持っている」

　フードはコクリと頷うなずく。声のせいで、まるでロボットと会話しているかのような感じだ。少なくともいきなり襲ってくる雰囲気ではないので、オレはゆっくりと扉を閉め、少しだけフードに接近する。

「……オレを呼び出した理由はなんだ？」

「その前に、お前がどの程度まで自分の置かれた状況を知っているのか、確認しておきたい」

「自分の置かれた……状況？」

「六りく道どう家の娘は──」















「！」

　こいつ、六りく道どうのことも知っているのか。

「六道家の娘には、テッセラクトについてどの程度まで教えられた？」

「どの程度って……」

　テッセラクトは自分たちが存在する物理的世界と並行して存在する別の世界。肉体ではなく精神が支配する場所と、説明を受けてきた。

「その認識は間違ってはいないが、十分ではない。付け加えるなら、この世界と同様に人間もまた、肉体と精神によって構成されている。物理世界に軸足を置く肉体に対し、テッセラクトにある精神。人間はその二つによって構成されている」

「はあ……」

「そして人間が個々で存在するためには、肉体と精神の両方が、それぞれの世界で個々に存在している必要がある。その時、肉体は物理的に融合できないが、テッセラクトにおける精神は容易に他と融合できてしまう」

「？」

「だから、精神は武装する。他の精神と自己の存在を分つために武器を持つ。それが人間の個性と呼ばれる物であり、人によって兵器アームズと呼ばれる存在だ」

「アームズって、あれか？　六道のグングニルとか……」

「そう」

「へえ……」

　テッセラクト指向性の高い人間は、テッセラクトの武器を物理世界に具現化することができる……くらいの認識しかなかった。そういう由来のものだったとは。

「六道家の人間やその周囲の人間はテッセラクトのアームズを、自由に物理世界へ発現できる。彼女達は七兵器家セブン・アームズと呼ばれ、テッセラクトの先駆者となった」

「七兵器家……」

　一いちの宮みや家、二ふたッつ谷や家、三み浦うら家、四し之の杜もり家、五いつ木き家、六道家……。一つ足りないが、生徒会メンバー。彼女たちは自由にテッセラクトの「兵器」をこの世界に呼び出せる──。

「話の腰をおるけど……、じゃあ、戦機乙女ヴアルキユリアってなんなんだ？　あれも兵器か？」

「戦機乙女は兵器ではない。戦機乙女は兵器によって武装した精神そのものが、物理世界に発現した存在。“〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト”〟を体に持つ、お前だけが発現させることができる」

「……」

　よく意味が分からないが、戦機乙女が分離させた精神体、というのはなんとなくそんな気がする。戦機乙女を発現させた後の最も上がみは、以前ほどツンツンしなくなっていた。あれはつまり、そういうことなんじゃないだろうか。

「テッセラクトには“〝兵器”〟で武装した精神、つまり戦機乙女が存在する。彼女たちは自己同一性を保つために、兵器により戦う。精神間に摩擦が生じ、憎悪や恐怖が生まれる。それらの憎しみや憎悪に支配された戦機乙女が精神から分離し、集合し、一ツの存在となる……。それが“〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト”〟だ」

「！」

　そ、そんなものがオレの中に入っているのか。

「故に、“〝万の兵器師”〟は全すべての“〝兵器アームズ”〟を使用でき、分身たる“〝戦機乙女ヴアルキユリア”〟を発現可能」

「……」

「お前の中にいる“〝万の兵器師”〟は、今のところ不胎化されている。だが既に胎動は始まり、啓けい蟄ちつの日は近い。“〝万の兵器師”〟が復活すれば、物理世界とテッセラクトは、憎しみと衝動によって破壊しつくされる」

「……オレが“〝戦機乙女”〟を召喚することで、遅らせることができると聞いたが……」

「事実だ。時間稼ぎはできるだろう。だが、いつまでもできることではない。お前自身が“〝万の兵器師”〟の復活を願った時、啓蟄は即座に起きる」

「……オレがそんなことを、願ったりするわけが……」

「どうかな。お前が酷ひどく絶望した時、肉体に危機が訪れた時、“〝万の兵器師”〟はお前を誘惑するだろう。それを拒絶することを、お前はできるだろうか」

　オレは軽く唇を噛かむ。エクスカリバーの猛攻を受けた時、もし、六りく道どうに助けられなければ、オレは“〝万の兵器師”〟に頼っていたかもしれない。ただ、あれは知らなかったからだ。もし知っていれば、絶対に拒絶する自信がある。

「そして……。“〝万の兵器師”〟がテッセラクトの悪意の塊のように、良心と呼ばれるものもまたテッセラクトには存在する」

「……それが“〝天使アポストルス”〟か？」

「そうだ」

　つまり、オレはテッセラクトに存在する天使と悪魔の戦いに巻きこまれているわけだ。なぜかそういうことになったらしい。理由は分からないにもかかわらず……。

　フードが言葉を紡ぐのを止やめ、周囲は静まりかえっている。そんな中、オレはただジッと、自分の影を見つめていた。ややあって、

「私の説明は終わりだ。自分の置かれた状況を、理解することができたか？」

「……完全には分からないけど、なんとなくは……」

「そうか……。ならば尋ねよう」

　そう言い、フードは右手を空に掲げた。フードの中で赤い怪しい光が点滅し、その右手に白色に光輝くダガーが生まれた。刃渡り三十センチ以上はありそうな巨大な短刀。

「兵器アームズ!?」

「なぜお前は生きながらえることができるのか、と！」

　鋭く叫びながらフードが駆ける。オレに向かって！

　は、やっ！　瞬またたきしているうちに間合いに入られていた。

「わあああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　叫びながら、後ろに避よける。フードが風を切りながら、ダガーを横に振りぬく。

　オレはさらに体を引いた。

　避よけたと思った。だが、次の瞬間、腹に激痛が走った。そして、全身に鳥肌が立つような感覚。腹を押さえる。シャツがぱっくりと開いている。手のひらに感じる湿った感触。そして、わずかに匂におう鉄の香り。……浅いが、腹を切られた。

　フードはダガーを持った片手をオレに向ける。

「自分が忌むべき存在ということは、六りく道どう家の人間に教えられていたはず。にもかかわらず、なぜ、自ら死を選ばない？　例え、このまま天使アポストルスを倒し続けられたとしても、今後、お前が普通の人間として生きていくことはできない。なぜ、生きようとする？」

「それは……」

　オレは腹を押さえたまま、ダガーの刃先を睨にらみつけた。

「そりゃあ、考えた。自分が破壊的なヤツだとしたら、死んだほうがましじゃないかって」

　オレは言う。

「でもさ。なんか、周りのヤツがうるさくてさ」

　自じ嘲ちよう気味に笑う。

「おせっかいやきが沢山いるんだ。こんな学校まで作って、生徒まで集めて、オレに生きろという。その理由はよく分からないし、あいつらにも後ろめたい事情があるのかもしれない。でも、そういうヤツらがいるってことは、それだけオレには生きる価値があるんじゃないかって思えてきた。できる限かぎりのことはしようと考えるようにな」

「……」

「それに、オレの中に魔神ってヤツが入った理由も知りたい。知らずに天使に消滅させられたくはない。それが明らかになるまでは、オレは自分で死ぬ気にはなれない」

「……それによって、世界が危機に晒さらされることとなってもか!?」

「ああ！」

　オレはしっかりと頷うなずいた。それがオレの考え。最も上がみの時に至った結論。

「……なるほど。お前が自ら命を絶つことがないことは分かった。ならば、ここで朽ちるがよかろう」

　フードがダガーを両手で握にぎり締め腹で構えた。

（突きが来る！）

　咄とつ嗟さに両腕で体をガードしようとする、

　その時──、

　ヘリコプターのローターが接近してくる音が聞こえた。

　ハッと身を上げた。フードも顔を上げる。

「！」

　月明かりに照らされた雲の合間から、いつか見たヘリコプターがこちらに降下してくるのが見える。ヘリに装備された照明が、屋上を光々と照らした。ヘリコプターの操縦席に、五いつ木き先生とライフルを窓から構えた一いちの宮みやさんが見えた。

「動くなっ!!」

　屋上の扉が勢いよく開き、三み浦うらと四し之の杜もりを引き連れた六りく道どうが現れた。三浦と四之杜はライフルを構え、六道は対天使アポストルス戦で使っていたロケットランチャーを抱えている。

　フードは特に驚いた様子もなく、六道たちとヘリコプターの方に視線を送る。

「一人で来いと書いた」

「知るかよ。オレは誰にも言ってないぞ」

　フードは肩をすくめると、回れ右をした。

「では、またいつか」

「動くなっ！」

　叫ぶ六道。それを無視して、フードが走り出す。

　一斉にヘリコプターの一いちの宮みやさんと三浦たちが発砲した。駆けるフードの足元から、コンクリートの破片が飛び散った。だが、威嚇と分かっているのか、フードは気にすることなく駆けていく。

　その時、強烈な音、硝煙の匂においと共に、六道のロケットランチャーが発射された。ロケットは加速し、駆けるフードの背中に向かって真まっ直すぐ飛ひ翔しようした。

「お、おい！」

　オレがツッコミを入れると同時に、フードは振り返りダガーを振るった。弾丸が一刀両断され、パカッと割れる。

「マジかよ！」

　弾丸を容よう赦しやなく発射するヤツもアレだが、それを跳ね返す相手も相手だ。

　フードが再び正面を向くと床を蹴けり、フワッとジャンプした。五メートルはある巨大なフェンスの上に軽やかに降りた。オレに一いち瞥べつをくれると、フェンスの向こう側に身を翻す。

　六道たちと共に、オレも走った。フェンスに手をかけて、下を見た。

「えええっ!?」

　思わず言葉が漏れた。フードが校舎の壁を走って下っているのだ。まるで足が壁に張り付いているように、アメコミのキャラのように駆け下りていく。そのまま、地面に降り立ち、校舎の陰の暗くら闇やみの中へと消えた。

　フェンス際から六道たちと共に呆ぼう然ぜんと下を見下ろしていると、扉が開いてノートＰＣを手にした二ふたッつ谷やが近づいてきた。

「……二ッ谷、監視カメラのログは？」

　六道が二ッ谷が開いたノートＰＣを覗のぞき込こむ。だが、そこには砂すな嵐あらしのみが映っていた。

「システムが破壊されています」

　六道がムッとした顔でディスプレイを覗き込む。

「どのレベルで壊されたのかはまだ分かりませんが、どちらにしてもセキュリティシステムは、再構築ですね」

　二ッ谷が重苦しい表情で言う。三浦、四之杜も似たような表情をしていた。

「あの……六りく道どう？」

　険しい表情で立つ六道に、オレはゆっくりと近づいていった。

「……」

　無言で睨にらまれた。目が怒りに満ちていた。

「なぜ一人で、こんなところに来た？」

「その……、呼び出されて」

「なぜ、私に言ってくれなかった？」

「“〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト”〟について、情報があるって言われた……」

「そんな甘言につられて、ついてきたのか？　私がいなければ、今頃、お前は死んでいたかもしれないんだ」

　それは六道が詳しい情報を教えてくれないから、と言い返そうとした。でも、できなかった。六道がオレの肩を抱き、顔をオレの胸に埋うずめたから……。

「……心配したんだぞ」

　泣き出しそうな声で言われる。頭に浮かんだ沢山の言い訳の言葉が吹っ飛んでしまった。

「……ゴメン。悪かった」

　結構、本気でそう思う。

　オレは六道に心配をかけた。六道だけでなく、生徒会の他のメンバーにも、それだけでも、自責の念に駆られる。

「……」

　六道はオレから離れ、ゆっくりと顔を上げた。目が赤くなっていた。あの六道の目が。

「……今度から何かあった時は、絶対に私に教えて欲しいんだ。絶対にだ」

「わ、分かった……」

　真っ赤になった六道の目を見ていると、自分が猛烈に悪かったと思えてきた。次からはちゃんと六道に伝えようと、そう思った。

「それで……あいつは何者なんだ？」

「……分からない」

　六道は唇を噛かみ締しめた。

「ただ、我々と同じ、“〝兵器アームズ”〟の使い手……であることは確かだ」

「六道たちの仲間じゃないのか？　あいつも言っていたセブンアームズだっけ？」

「……私の知る限かぎりダガー使いはいない。でも、そうかもしれない」

　六道たちの仲間の考えも一枚岩ではないってことか。

「新しん藤どう……。私は、いや、私たちは新藤を必ず助ける。でも、私たちでも常に新藤を監視できるわけではない。守り切れないことがあるかもしれない」

　六道はジッと、オレを見つめている。

「分かった。今後はもっと気をつけると誓う」

　口だけじゃなくそう思うことができた。もう二度と六道を心配させない……。








　　　　　４章　《特訓と破綻》







　一日の間に日ひ比び野のとフードの人物と連続デートを遂行した日の翌日、オレは高等部の二階の端っこに来ていた。この階には三年生の教室がある。エピタフでは学年が上がるごとに生徒の数が少なくなるからか、昼休憩だというのにひっそりとしていた。

「入るけど……」

　ノックして、オレは演劇部の入っている部屋の扉を開けた。入った途端、部屋の奥のパーテーションの向こうから、ドスドスと何かが殴られる音が聞こえた。

「新しん藤どう一いち路ろ、死ねば良いのに！」

「おおおおおおお、おいお───い！」

　駆けつけると、日比野がぬいぐるみのうさちゃんを殴りつけていた。その顔は笑顔だ。

「焦った？　びっくりした？」

　ニヤニヤと笑う。どうやらオレが来たことに気がついて、わざとやっていたらしい。

「そりゃ、自分の名前を呼んで、死ねって言ってるヤツがいたら焦るわ！」

　真っ赤な顔で叫ぶと、また日比野はケタケタと笑った。

「で、今日はなんの用で？」

　パイプ椅い子すに腰こし掛かけながら尋ねる。昼食を食べて速攻で昼寝したい状況にもかかわらずこんな所に来たのは、携帯電話のメールで日比野から呼び出されたからだった。

「いや、特に用じゃないんだけどねえ。なんか、君と話したくなったのよ」

　日比野はニッコリしながらいう。

「はあ？　なんで？」

　動揺を隠すように、オレは下を向いた。

「昨日、一日一緒にいて分かったんだけど、意外と楽だってことに気がついたのよ」

「はあ、なにが？」

「いや、なんていうか。新藤くんといるのが楽なの」

「はあ、楽って？　それはつまり、楽しいってこと？」

「いや、楽しくはないわね」

「ないのかよ！」

「ただ、気が楽なのよねえ。なんていうか、家に帰ったら室内着でいられるような楽？」

「オレはジャージか？」

「君の前じゃ、素を出していてもいいし。なんか気がついてなかったけど、最近、それなりにストレスたまっていたみたいなのよね。あんたといると、それがなくていいわ」

「オレはそれを聞いて喜んでいいのか悪いのか……」

「とりあえず、喜んでおけば？」

　ニッコリと日ひ比び野のはもう一度笑った。その顔を見ながら、オレは自己嫌悪の気持ちになった。

　五いつ木き先生が言ってた通りだ。日比野はオレと一緒にいるのが楽になってきている。このままいけば、本当に仲良くなれるかもしれない……。でも、

　これでいいんだよな？　予定通りなんだよな？　日比野の気持ちを利用して、それでいいんだよな？

　いや……。

　これでいい。オレは、生きるために、生き残るために、日比野と仲良くならないといけないんだ。そう決めたんだ。





　放課後、生徒会に行くと、

「パパ────」

　と、女の子が駆けてきた、オレの足に抱きついてきた。

「スヴァリン！　どうしてここに？」

「六りく道どうが連れてきてくれました」

　スヴァリンは顔を上げて笑う。

「お前の特訓に必要だから、連れてきたんだ」

　自席の六道が、頷うなずいた。他の生徒会メンバーも既に席についている。

「？　特訓ってなんの？」

「それは後で説明するから……。とりあえず、新しん藤どうも座って欲しい」

「ああ……」

「では、会議を始めようと思う。はじめに新藤。“〝戦機乙女ヴアルキユリアロキ”〟召喚について、計画の進しん捗ちよくをみんなに話して欲しい」

　六道はオレの方を向いて、催促してくる。

「えっと……」

「昨日のデートは上う手まくいったの？」

　五木先生が興味深々といった様子で質問してくる。

「まあまあ、ですね」

　オレは六道や最も上がみ以外のメンバーのことも考慮して、昨日のデートからの経緯を話す。普通の会話はできるようになっていること。今日、一緒に話すのが楽と言われたことも。

「現状はこんな感じです」

　そう言い終わった直後、

「ブラボ────。完かん璧ぺきだわ」

　五木先生が興奮した様子で拍手した。

「完璧ですか？」

「新しん藤どうくんらしからぬほど順調よ。日ひ比び野のさんは新藤くんに心を開きつつあるわね」

「つまり、あともう少しでキス……、というところまで来ているってことですか」

　と、六りく道どうが質問する。

「間違いないわ」

「本当ですか？　キスをするにはまだまだ遠い気がするんですが……」

「いえ、私も今の話を聞いた限かぎり、相当仲良くなっていると思うわ」

　一いちの宮みやさんまでもが頷うなずく。一宮さんに言ってもらえると、少し信用できるかな、という気にはなってくる。

「新藤、こうなったら急いだ方がいいと思う。明日にはキスをするんだ」

「いや、それは……」

「新藤……。ジェスター再来襲の日は近い。その時までに日比野を落とさないと、どんなに仲良くなっていても意味がないんだぞ」

「それは、分かってるけど」

「新藤くん……」

　五いつ木き先生が珍しく真剣な表情でこっちを見た。

「女の子を落とす時は、タイミングが肝心よ」

「タイミングですか？」

「そうよ。“〝恋の脈動”〟、と私は呼んでるのだけど」

「みゃ、脈動？」

「そう。つまり、なんとなく気持ちが盛り上がっているタイミングが、女の子にはあるのよ。その時なら、比較的簡単に恋に落ちるわ！　そして、私の見たところ、今、日比野さんはいい脈動がきてるの。きてます、きてます！」

「そ、そうですか？」

「そうよ。チャンスは今よ！」

　五木先生は自信たっぷりに頷いた。

「ほら、五木先生も同じことを言ってる。新藤、明日、日比野にキスして、戦機乙女ヴアルキユリアを出すといいんだ」

「パパ、私に妹ができるんですか!?」

　六道、そしてスヴァリンまでもが、オレに向かって声をぶつけてきた。

「いや、でも先生。さすがにキスまでもっていくには、もう一つ、何かないといけないと思うんだけど。そんなことないですかね？」

「というと？」

「なんというか、背中を押すようなイベントが」

「なるほど。例えば、バランスを失って転げそうになった日比野さんの手をとって、引き寄せて、二人の顔がものすごく接近するとか？」

「……例がやけに具体的ですね」

「或あるいはロッカーの中に二人で隠れていたら、扉に鍵かぎがかかって密着したまま二人っきりで一夜を過ごすことになったとか？」

「ええ、まあ。そういうところです……」

「そういうことなら、我々に任せてくれればよい。いくらでも仕組めるが」

　六りく道どうが怪しげな笑みを浮かべる。オレはパタパタと手を振った。

「ありがたいけど、それはまだいいよ」

「なぜ？」

「昨日のデートの時、色々と手伝ってもらっといてこう言うのもなんだけど、できれば、ターゲットの女の子とは自然に仲良くなりたいんだ。インチキは使いたくないんだ」

　彼女たちに接近するのは自分勝手のためだ。だから、仲良くなる過程だけでも普通にやりたい。それが結局、女の子を裏切っていることに変わりないとしても。

「うむう……。そんな悠長なことを言ってジェスターの次の襲撃に間に合うのか？」

「もし間に合いそうになかったら、その時は全力サポートをお願いするから」

「……間に合えば、だけどな」

　六道は納得してない顔で頷うなずく。その横で、一いちの宮みやさんがフッと笑った。

「新しん藤どうくん、もしかして、あなた、日ひ比び野のさんのことが本気に好きになったんじゃないの？」

「そ、そうなのか!?」

　六道がなぜか声をはり上げる。

「い、いや、そういうわけじゃないんだけどさ。なんか、そこは筋を通したいだけ！　日比野に接近したのは彼女を利用するためだ。でも、それでもそれなりに、本気で好きになったつもりで仲良くなりたい」

　オレは女の子の気持ちを利用して生き残ると決めた。でも、そこだけは、こだわりたいと思ってる。

「分かったよ。しばらくは、新藤に任せる」

　ややあって、六道は不満そうな表情で言った。

「ただし、もし、間に合いそうになかった場合は、生徒会が介入する。反対は許さない」

「……分かった」

「じゃあ、日比野の件はとりあえずおいておいて、今日は議題がもう一つあるんだ。昨晩の謎なぞの侵入者について」

　生徒会メンバーの表情が一様に険しくなった。侵入者……、つまり昨晩のフードを被かぶった不審人物のことだ。

「なにか分かったことはないか？」

　六道が向くと、四し之の杜もりが青白い、いつもの低血圧の顔で頷いた。

「“〝万能の杖ソクラテス”〟によって、テッセラクトの波紋の追跡を行った。結果、昨晩の兵器使いアーミストは外部から侵入した形跡がないことと、今なお、学園内にいることが分かった」

「！」

　六りく道どうを含め、生徒会メンバーの顔に緊張が走った。

「ちょ、ちょっといいか？　今の言ってた意味ってなんだ？　テッセラクトの痕こん跡せき？」

「テッセラクト指向の強い私たちのような兵器使いアーミストの周囲には、特有の歪ゆがみが発生しているんだ。その波紋を、四し之の杜もりの兵器アームズの杖は感知することができる」

「へ──え」

　感心するように四之杜を見る。寮から落下するオレと最も上がみの地面との衝突を回避させたのも四之杜の杖だった。兵器を使った攻撃はしないが、補助は得意なのかもしれない。

「ただ、広い範囲でしか分からないが、波紋がエピタフの外部から来ていないというくらいは分かるんだ。つまり、あのフードは学園内に長い間潜伏している可能性が高いんだ。もしかしたら、学園の関係者として……」

　六道は唇を噛かみ締しめる。

「学園の関係者？」

「教師、或あるいは出入りする人物、もしくは……生徒だ」

「って、生徒かよ！」

「もしそうだとしたら、あの人物は私たちが学校を作る前から計画を知っていた、ということになるわね」

　一いちの宮みやさんが怖い顔で言う。

「だとしたら、ますます私たちの関係者ということになる？」

　五いつ木き先生までが険しい顔で見回し、生徒会メンバーは暗い表情になった。もしかしたら、この中に、または関係者に、裏切り者がいるかもしれないのだからな。

「そうではないかもしれない……」

　四之杜はボソッと言った。

「というと？」

「波紋の色が七兵器家セブン・アームズの人間とは違う」

「そんなことまで分かるのか？」

　オレは驚きの声を上げた。

「色が違う。一宮家は白、二ふたッつ谷や家は黄色、三み浦うら家は緑、四之杜家は紅、五木家は青、六道家は黒、七なな夜や家は紫……。色はそれぞれ違う」

　？　七夜家ってのは初めて聞いたぞ……。

「昨日の侵入者の痕跡は？」

　六道が質問すると、四之杜は複雑な顔をした。

「あの痕跡は見たことがない。あれは……あえて言えば、玉虫色……」

「玉虫色!?」

　冗談で言ってるわけではなさそうだった。

「七兵器家内に敵がいないとしたら、どうしてあの人物は知りえたのか」

　一いちの宮みやさんが腑ふに落ちないという顔をした。

「……この場で話しあっても、答えは出ないと思う」

　ややあって、六りく道どうは頷うなずいた。

「とにかく、新しん藤どうはすぐ近くに敵がいることを認識していて欲しい」

「ああ、分かった……ただ」

「？　なにか気になることでもあるのか？」

「いや、最初からオレを殺す気だったとしたら、回りくどいことするなあと思うよな。あんな呼び出して、説明までして、それから襲いかかってきたんだぜ？　オレを殺すのが目的なら、暗くら闇やみに紛れてサクッと殺せばいいじゃないか」

「……確かにね」

　一宮さんが頷く。

「なんらかの意図があるとは思う。でも、新藤の敵であることは間違いないんだ」

「まあオレも、味方とは思ってないけどさ」

「そういうこともあって、会議の後、新藤には特訓をしてもらいたいんだ」

　六道が真剣な表情をオレに向けた。

「特訓？」

「新藤もある程度、自分の身は自分で守れた方がいいと思うんだ」

「あ、ああ」

　だからって、今更、身を守る特訓か？

「侵入者については、今ある情報だけでは、まだ動くことができない。四し之の杜もりが引き続き調査して欲しい」

「……分かった」

「では、今日の生徒会は解散。新藤は訓練室に来ること」

「おう」

　少し緊張しながら首しゆ肯こうした。

「ところで、六道さんは、結局、部活は始めたんですか？」

　生徒会メンバーが席を立ち、入口に向かっていると、一宮さんが六道に近づいて言った。

「料理部を作られるんでしたっけ？」

「いや、それは……」

　六道は渋面になった。

「料理部は辞めたんだ」

「え、そうだったの？」

　オレの方が驚きの声を上げた。

「私の料理はあくまで戦場で生き残るための手段。部活には相応ふさわしくないと気がついた」

「最初から気がつこうよ！」

「じゃあ、部活はやらないわけね」

　一いちの宮みやさんがそれみたことか、とでも言わんばかりの顔をする。

「いや、それはまだ考えている途と中ちゆうだ！」

　六りく道どうはムスッと口を尖とがらせる。

「新しん藤どうくんはどうするの？」

「どうすっかなあ。日ひ比び野のが演劇部をやっているから、オレもそうしようかなあ」

「そ、それは駄目だぞ」

　六道が怖い顔で言った。

「どうして？」

「だって、日比野は今回だけのターゲットに過ぎない。また、新たな敵が襲来すれば、次のターゲットを落とさないといけないんだぞ。今は作戦上仲良くなってるけど、恒久的に上う手まくいくか分からないじゃないか。それでも、新藤は演劇部でやっていけるのか？」

「それは……確かに」

　今の最も上がみだって微妙な気持ちになっているに違いない。

「そんなことを言ったら、オレ、次々と仲良くなった女の子を敵にまわすことになるぜ？」

「仕方がない。生き残るためには、次々と新しい相手にキスしないといけないのだから」

「理屈は分かるけどさ」

　ハア、とため息を吐き出した。

「オレ、性格的にそんな風に割り切って、女の子と仲良くはなれないって……」

「……新藤は真面目まじめだな」

「そういうわけじゃないけどさ」

　オレは肩をすくめる。

「……新藤が演劇部に入るのなら、私も入ろうかな」

　六道はそんなことを言った。

「ええ？　本気で言ってる？？？」

「演劇するのも楽しそうじゃないか」

「い、いや、止やめた方がいいって。絶対」

　日比野と六道のバトルは見たくない。

「そうか……。じゃあ、やめておくか」

　六道は意外とあっさり頷うなずいた。それほど本気で言ってたわけでもないらしい。オレは心の中でホッと安あん堵どのため息を吐いた。





　訓練場と呼ばれる場所は、地下にある生徒会室のそのまた地下にある。六道に連れられて一度だけ来たことがあった。

　準備があるから十分経たったら来い、と言われたオレは上の生徒会室で時間をつぶしてから、スヴァリンと一緒に階段を降りていった。

「パパ、なにするの？　ママはいないの？」

　スヴァリンは無邪気な声でオレに質問してくる。

「なんだろうねえ」

　と笑いながら答えつつも、オレは少し緊張していた。

（特訓って言ってたけど、なにをすんだ？）

　訓練場まで降りる。そこは四方をコンクリートで囲まれた、まさに訓練場に相応ふさわしい場所。壁には射撃用の的があり、六りく道どうたち生徒会メンバーは日夜、テッセラクト武器の射撃の腕をここで鍛えているんだそうだ。

　六道は訓練場の中央で仁王立ちになって待ち構えていた。見るからに気合が入っている。

「きたけど、特訓って？」

　オレが六道に近づいていくと、六道は無言で振り返る。険しい表情でオレを睨にらみつける。

「一つ、私は新しん藤どうに言ってなかったことがあるんだ」

「？」

　もしや“〝万の兵器師テンサウザンド・アーミスト”〟についての情報かと思ったが、それだと特訓というのは妙だ。

「言ってなかったことって？」

「新藤は呼び出した戦機乙女ヴアルキユリアの力を使うことができる。その場に戦機乙女がいなくても」

「？？？　そ、それって？」

「分かりやすく言うなら、スヴァリンがいなくても、新藤は絶対孤高の盾イージスを使うことができる」

「ま、まじか……」

「今まで言わなかったのは、できれば新藤には直接、テッセラクトに関かかわって欲しくなかったからだ。だが、昨晩のような襲撃が今後もあるとするなら、新藤には自分の身を守る力が必要になる。だから、力を持ってもらうことに方針を変更したんだ」

「……なるほどな」

　オレだって、そんな力なぞ欲しいとは思わない。ただ、生徒会にあんま迷惑をかけたくないし、戦闘の度に幼い女の子（すくなくとも外見は）を連れ出すのも気が引ける。

「それで、どうやったら、オレがこの娘この力を使えるわけ？」

　スヴァリンの肩に手を置きながら言う。

「方法はない。ただ、新藤は戦機乙女を召喚した時点で、その力を使える」

「マジかよ。全然、そんな気がしないんだが……」

「それは気がついていないだけだ。だから特訓では、新藤自身が能力に気がつくようにさせる必要がある」

「気がつくようにさせるって、どうやるんだ？」

「こうやる」

　六道はいきなり右手を天井へと向けた。その手に巨大な鉾ほこが現れる。天乃魔返鉾グングニル、万物を貫く鉾……。それを、六道はオレに向けた。

「ちょ、ちょっ！」

　思わず焦る。自分に向けられた鉾ほこの先。そして、六りく道どうの真剣すぎる眼まな差ざし……。すぐにも巨大な鉾でオレの体が貫かれるような恐怖感を覚えた。

「普通に怖いんだけど……」

「これくらいしないと、習得できないと思うから」

「だからってそういうものをいきなり向けるのは止やめろって」

「止めない。もし、呼べないのなら、そのまま死ぬしかない」

　六道がいつになく冷たい声で言う。

「お前、マジ──」

　言いかけた時、

「いくぞ……」

　六道が無感情な声で言う。天乃魔返鉾グングニルの周囲に光が集まり、粒子のような粒が周囲に飛び散った。

　やばい！

「ス、スヴァリン！」

　本能的に、彼女の体を抱きしめた。

　次の瞬間──、

　強い爆発音と閃せん光こうが周囲に飛び散る。

　スヴァリンから発生した光のドームに、六道のグングニルが突き刺さっていた。

　万物を貫く鉾と全すべてを防ぐ盾。グングニルの矛先が、ドームに穴を開けようとした時、再び炸さく裂れつ音おんがして、弾はじけるように両方が消えた。

「り、六道、スヴァリン？　大丈夫か？」

　オレは二人を見比べた。だが、二人とも穏やかな表情をしていた。

「私は大丈夫だ」

「元気だよ」

　二人はあっさり言う。

「でも、グングニルは？　破壊されたのか？」

「召喚すれば、また全く同じものが現れる。物理的な世界での破壊に意味はないんだ」

　と、六道は言う。

「今の力を新しん藤どうはスヴァリンがいなくても使えないといけない……」

「あ、ああ。分かってるって」

　本当にそんなことができるのか、と疑問に思う。だが恐らく、疑っているようでは使えるようにはならないのだろうな。

「もう一度、やる。じゃあ、次は、スヴァリンは、少し離れた場所にいてくれ」

「パパ、いいの？」

　スヴァリンは心配そうな顔でオレを見る。

「ああ、大丈夫。見守っていてくれ」

　頷うなずくと、スヴァリンは階段の方まで下がった。

「恐らく近いほうが、新しん藤どうが使うのが楽なはずなんだ」

　ただ、頷いた。

「じゃあ、いくぞ」

　再び、六りく道どうがその手にグングニルを光臨させる。確かに、先ほどのと寸分たがわない、純白の鉾ほこだ。そして、六道はやはり先ほどと同じように、本気の表情でオレを睨にらむ。

　オレはゴクリと生なま唾つばを飲みこんだ。顔中から汗が噴き出す。六道は容よう赦しやなく、グングニルでオレの体を貫こうとするのだろう。

　キッ──。六道がさらに険しい顔をした。手に力が入ったのが分かる。

「いく……」

　オレは目を閉じた。脳裏にスヴァリンの顔がよぎる。

　そして、

「天乃魔返鉾グングニルー！！！！」

　六道が叫ぶ。

　オレはカッと目を閉じ、全身に力を込める─────────────────────────────────────────────────────。



「……駄目だな」

　六道の声が聞こえた。

　オレは目を開ける。六道の手から、鉾が消えようとしていた。そして、オレの周囲には半球状のドームのようなものはなかった。

「やっぱか」

　ハアとため息を吐く。分かっていたことだが、一朝一夕で習得できるものではない。

「でも、惜しい感じはした」

「ホントかよ」

「本当だ。新藤の手の周囲にテッセラクトの密度が高まっていた」

「そ、そうなのか？」

　自分の手を見る。いつもと何の代わり映えもしない手がそこにある。

「今、できなかったのは、本気で命の危機を感じてなかったのかもしれない。本当に死ぬと恐怖すれば出ていたかもしれないが」

　六道はため息をついた。

「私が本気で新藤を殺そうとすれば、できるかもしれないが」

「それは勘弁。今のでも十分にきつかった……」

「でも、一度は成功するところを確認しておきたいんだ。実戦より前に……」

　六道は心配そうに眉み間けんに皴しわを寄せた。

「まあ、今日のところはこれで終わりにしようぜ。二回やれば十分だろ」

「不十分だ」

「でも、ほら」

　オレはスヴァリンを指差した。階段に腰こし掛かけたまま、眠りこけている。

「さっき力を発揮して、疲れたのかもしれないな」

「上に連れて上がろうぜ」

「……まあ、いいだろう」

　六りく道どうはしぶしぶといった感じに頷うなずいた。



「なあ、六道」

　スヴァリンを背負って階段を上がりながら、オレは前をいく六道に言う。

「なんだ？」

「そろそろ教えてくれてもいいんじゃないか？　魔神がオレの中にいる理由……」

「……どうしても知りたいか？」

「ああ。知りたい」

「そうか……」

　そう言って立ち止まると、振り返った。遠い目でオレを見る。

「私たち生徒会は六人いる。一いちの宮みや家、二ふたッつ谷や家、三み浦うら家、四し之の杜もり家、五いつ木き家、そして私」

「ああ。それがどうした？」

「私たちは七兵器家セブン・アームズと呼ばれる家の集まりなんだ」

「らしいな」

「そして、先ほど四之杜が漏らしていたが、もう一つ、七なな夜や家という家がある」

「七夜家……」

「七夜家の七夜由ゆ実み……。彼女は百年に一人の天才といわれる兵器使いアーミストだった。だが、由実は天才があるゆえに、テッセラクトの全兵器アームズを手に入れようとした。そして、戦機乙女ヴアルキユリアとして魔神を召喚しようとした……」

「？？　それで？」

「……今、話せるのはそこまでだ」

「ちょっ！　そこまで話して、おわりかよ!?」

「いや、これ以上は、私も完全に理解していないんだ。分かれば、必ず伝えるから」

「そ、そっか。まあ、そういうことならいいが……」

「ただ、……もしかしたら、新しん藤どうにとって辛つらい話かもしれない」

　六道は寂しげな表情でそんなことを言う。オレはその顔をいつまでも見つめ続けていた。



　　　☆



　翌日の昼休憩、食堂で昼食を済ませたオレは教室で自席に座り、ボーッとしていた。

（今日、日ひ比び野ののところに行った方がいいよな……）

　天使アポストルスジェスターが最初に襲撃してきてから今日で五日目。そろそろタイムリミットが近い。六りく道どうでなくてもそろそろ焦る頃だ。

（放課後に演劇部の部室にでもいくか……）

　正直、気がのらないんだよな。自分の都合のために、女の子と仲良くなろうとするということが……。

「なに、腑ふ抜ぬけた顔をしてるのよ」

　教室に戻ってきた最も上がみが、隣の席につきながら、オレを見た。

「いや、別に」

「もしかして、日比野さんのことを考えてるわけ？」

「ちょっ！　そういうことを大きな声で言うなって。変な誤解を招きかねないだろ？」

　最上は鼻を鳴らしながら椅い子すに座る。なんだか彼女とは微妙な冷戦が続いているような気がする。オレが日比野と仲良くなって戦機乙女ヴアルキユリアを召喚しようとしていることが、面白くないらしい。まあ、その気持ちもなんとなく分かるが。

「はあ、やれやれ」

　オレがため息を吐いていると、

「新しん藤どうくん、お客さんだよ」

　教室の前の方にいたクラスメイトの女の子から声をかけられた。

「客？」

　扉の方を見る。ドキリとした。日比野が立っていたのだ。

（な、なんで、オレのクラスに……ってか、やばい）

　ハッと最上を見た。もし、海の家の店員ってことがばれたら、怪しまれはしないか？

　日比野はそんなオレに近づいてくると、ニッコリと笑った。

「秋にやる学級委員の演劇について、相談に乗ってくれないかな？」

「へっ？」

「次の会議で、私たちが演劇の内容を何か提案して、積極的に進めたいと思うんだけど」

　日比野は優等生そのものの顔でオレに言う。

「いいけど、どうすればいい？」

「放課後に部室に来てくれる？」

「了解……。もともと、今日くらいに行こうかと思ってた」

「そう。じゃあ、ちょっと遅れるかもしれないから。部屋で待っててもらえるかな？」

「おう」

　頷うなずくと、日比野はニッコリ笑ってまた教室から出て行った。

「……ふう」

　日比野の姿が見えなくなると、オレは安あん堵どのため息を吐く。

「ジ────────────────────────────────────」

　最も上がみが重い目でこっちを見ていた。

「な、なんだよ」

「なんだかいい感じじゃない」

「はあ？　学級委員の仕事の相談をされただけだろ？」

「でも、仲がいい感じだった」

　ムスッと唇を尖とがらせる。

「最上ちゃん、ジェラシーだね！」

　反対隣の斉さい藤とうさんが口を押さえながら笑った。

「そんなんじゃないわよ！」

　最上は顔を真っ赤にしながら叫んだ。

「演劇の打ち合わせ、私も行った方がいいのかな？　副学級委員として」

「えっ!?」

「冗談だよお。人の恋路の邪魔はしないって！」

「そんなんじゃないって！」

「あっ、今の発言、最上ちゃんとシンクロニシティだね！　ケコーンだね！」

　斉藤さんはテケテケと笑った。



「ええっと……。なんで、ついてきてるわけ？」

　放課後、六時間目の授業が終わり、演劇部の部室に向かっていたオレは、後ろについてきた最上に言った。斉藤さんではなく、なぜか最上がついてきた。

「なんで、行っちゃ駄目なわけ？」

　最上はムスッと言う。

「いや、だって、今日は学級委員として演劇の話をするわけだし……」

「新しん藤どうくんと日ひ比び野のさんがどんなところでデートしてるのか見たいだけ」

「じゃあ、日比野さんが来たら、帰ってくれよ？」

「……なんで私を邪険にするのよ。私が演劇部の部室の見学に行っちゃ駄目なの？」

「そ、そんなことないけど」

　最上がいたら、日比野と仲よくなりづらいかも、とは言い難い。できれば海の家の件もあるから、日比野と最上はできるだけ接触させたくないんだが。

　結局、そのまま最上と一緒に、演劇部の部室まで来てしまった。

「ここなの？」

「ああ」

　ノックして、ドアを開く。中は薄暗い。一番奥の窓から差し込む明かりだけが光源だ。部屋を進み、一番奥のパーテーションの向こう側に行く。日比野はまだ来ていなかった。

「ふ───ん。こんなところでいつも密会してるんだ。新藤くんとあの人」

　最も上がみはなんだか値踏みするように、部屋を見渡す。

「いつもって言うけど、オレ、まだ二、三回しか来てないからな」

「ふ────ん。へ───────────────────────え」

　疑うような目で見られた。

「いや、本当なんだよ。ほとんど来たことないんだって」

「それなのに、あんなに仲良くなったんだ……、あ、これなに？」

　棚に置かれたウサギのぬいぐるみに気がついた。

「あ、それは触らないほうがいいぞ」

「なんで？」

「怨おん念ねんがつまってるぞ。それは、日ひ比び野のがストレスを発散させるためのぬいぐるみだ」

「ああ、これが噂うわさの……」

「手術跡が生々しいだろ？」

「ふ──ん、それより、ねえ」

　最上はチラッとこちらを向いた。

「なんすか？」

「日比野さんの秘密のノートを見せてよ。持ってるんでしょ？」

「はあ？　なんで？」

「さっきのを見てると、全然、普通の優等生じゃない。本当に偽優等生なのか知りたい」

「単なる好奇心かよ！」

「見せてくれないんなら、もう二度と新しん藤どうとは口をきかない。あの時、優しくしてくれたのも、スヴァリンを出したかっただけだって思うから」

「うっ」

　それを言われると辛つらい……。

「分かった。でも、ここはまずいから、寮に帰ってからじゃ駄目か？」

「駄目！　今すぐ」

「わ、分かった。でも、すぐに返せよ」

　オレは鞄かばんから日比野の秘密ノートを取り出すと、最上に渡した。

「ふ────ん」

　最上がパラパラとページをめくっていく。

「……ふ───ん、なんだか、別に普通じゃん。もっとヤバイ内容かと思ってた」

「それ、普通か？」

「うん。普通だと思うよ。……だって、学校に通っていたら、面倒を押し付けてくる先生とか同級生にこれくらい思うことあるでしょ。うざいとかムカつくとか」

「そ、そうか？　いや、そうかもしれないけど、でも、日比野は優等生なんだぜ？」

「優等生でも思ったりはするでしょ。ただ違うのは、思ったことを口にしたり態度に出すか出さないか。あと、そもそもそんな面倒に巻きこまれないように、上う手まく逃げるか逃げないか。日ひ比び野のさんは逃げようとせず、買ってでるタイプなだけでしょ」

　そう言って最も上がみは肩をすくめた。

「買ってでるタイプなのに、裏で色々思っているのが問題なんじゃないか？」

「いや、問題じゃないって。裏でどう考えてるかなんて関係ないんだから。本心を隠しとおすことができたら、誰にも迷惑かからないし」

「はあ。そりゃそうだけど……」

「私が思うに日比野さんは深しん刻こくに考え過ぎなのよね。別に優等生の仮面をかぶっていたって別にいいと思うけど。ちゃんと隠し通せることができるんなら」

　とか言いながら、最上は嬉うれしそうにノートに向き直る。

　そんな彼女をオレは呆ぼう然ぜんと見続ける。言われてみると、最上の言うとおりかもしれないな、とも思った。

「……それはともかく、もういいだろう。返せよ」

「駄目。もうちょっと見せてよ」

　最上はノートを両手で持ったまま体を背けた。

　その時だ。

　パーテーションの向こうで部屋のドアが開けられる音が聞こえた。

　やべっ！

「あれ、新しん藤どうくん、もう来てるの？」

　日比野の声がして、バタバタと走ってくる音。

（最上！）

　オレは焦りの表情で、最上からノートを奪いとろうとした。だが掴つかむのと同時に、日比野がパーテーションの端から中に顔を覗のぞかせた。

　オレはノートを掴んだまま硬直した。最上も同様に固まる。

「あれ、あれれ？」

　日比野は呆然としながら、目を忙しく動す。オレ、そして、最上、ノート。そして、再び最上に視線が向けられる。怪け訝げんな顔をした。

「確か、あなた。海の家の……」

（しまっ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！）

　思わず下を向き、舌打ちをした。日比野は気がついたに違いない。最上が、あの時、海の家にいた店員だと。そして彼女の手には、なぜかオレと日比野だけの秘密であるはずの、秘密ノートが握にぎられているのだ。

「……どういうこと？」

　日比野の低い、地を這はうような声が聞こえた。

　オレは恐る恐る顔を上げる。日比野は呆然とした表情を貼はり付つけて、オレに近づいてくる。その体は戦慄わなないていた。

「い、いや、なんつーか」

　ゴクリと生なま唾つばを飲みこむ。

「どういうことなのよっ！」

　オレの前に立ち、日ひ比び野のが大声で叫ぶ。万事窮す、だ……。

「……最初から私を騙だましていたの？」

「……」

「黙ってないで答えなさい」

「……ああ」

「最低！」

　パチンと乾いた音が、部屋に響き渡る。耳がツ──ンとする。頬ほおが熱くなった。

「死ね。死ね。死んでしまえ────────────────」

　日比野はポータブルのうさちゃんを取り出し、それをオレの頭に打ち付ける。バシバシバシバシと何度も。

「お、おい、日比野。やめろ、やめろって」

「しね─────────────────────────────！！！！！！！」

　強烈な勢いで叩たたきつける。バシッて音がしてポータブルうさちゃんの腕が取れ、床に叩きつけられた本体から綿がはみ出した。

　日比野はハアハアハアと荒い息で、綿のはみ出したうさちゃんを見下ろしている。

「日比野……」















　オレが声をかけようとすると、プイッと顔を背ける。

　その時、日ひ比び野のの目に涙が浮かんでいるのが見えた。背を向けたまま歩き出す。

「日比野、ちょっ！」

　ついていくか逡しゆん巡じゆんしている内に、日比野は部屋から出ていった。

（やっちまった……）

　オレは口を開いたまま、立ち尽くす。最悪だ。築いてきた日比野との信頼関係が、一瞬で崩壊した。二人の関係を修復することは、恐らく不可能だろう。それはつまり、戦機乙女ヴアルキユリアロキを呼び出すことが無理になったことを意味し──。

「バカ！　なに、つっ立っているの？」

　立ちっぱなしのオレの背中が叩たたかれた。最も上がみが怖い顔でこっちを睨にらんでいた。

「キスできないと駄目なんでしょ？　新しん藤どうくん、死んでしまうんでしょ？　だったら、追いかけて、謝ってきなさいよ。まだチャンスはあるから」

　お前が言うか、と思いつつ、最上を見る。最上は日比野の消えたドアを指差していた。

「ここで諦あきらめたら、アンタとのキスした意味までなくなっちゃうじゃない……」

「！」

　ハッとなった。ここで諦めたら今までの全すべてが無駄になる。そんなことになれば、今まで自分のために動いた六りく道どうや最上、生徒会のみんながやったことすら、無駄に終わる。

　が──、

「わりい、最上……」

　オレは首を振った。

「オレは日比野をずっと裏切ってきた。しかも二重にだ」

　彼女の正体は二人だけの秘密のはずなのに、みんなに話した。しかも、そもそも日比野に近づいたこと自体、オレ自身の都合だ。

「謝るのも結局は自分が生きるためだろ？　それができるほどオレは厚顔じゃねえよ」

　最上の顔を見ないまま、オレは歩き出す。ドアノブに手をかけた時、後方から「バカ」という声が聞こえたが、そのまま部屋から出て行った。

「やべえ。かなりへこむ……」

　廊下で、オレは顔を押さえた。戦機乙女を呼べなくなったことよりも、日比野に嫌われたことへのショックが大きい。目に涙を浮かべていた日比野の顔が脳裏から離れない。日比野はオレに騙だまされて、笑いものにされたと思っているに違いない。騙していたのは間違いないが、それは笑いものにするためじゃない。そして、戦機乙女のためだけでもない。

「まあ今更、仕方がないよな……」

　深くため息をつくと、オレは歩き出す。

　あまりに平凡だが、夕日でも眺めていたい気もちになっていた。



　高等部校舎の屋上はいつも通り無人だった。西の空に沈む夕日に照らされて茜あかね色いろに染まる屋上を、手すりまで歩いていく。

「……」

　フェンスに手をかけて、オレは呆ぼう然ぜんと夕日を眺める。夕日に照らされて、海の水面がキラキラと輝いている。

（なにやってんだ……、オレ）

　自分という存在の消滅が決まったというのに、こんなところでなにやってるんだ、と思う。このまま、この場所で天使アポストルスの襲撃を受けて、ここで消滅してもいいかな、という気すらしてくる。六りく道どうの説明によると、少なくともあと数日ここにいれば、天使が発現し、オレは襲撃される。どうせそれまでに六道たちに発見される可能性大だが。

（そう言えば、フードのヤツはこの辺からフェンスを飛び越えたんだよな）

　そう思って周囲を見る。昨晩、ここでは激しい戦闘が繰り広げられたというのに、その痕こん跡せきはまったくといっていいほど残っていない。生徒会が隠滅したに違いない。

（いっそ、あの時フードに殺されてもよかった）

　とすら思えてくる。どんなヤツなのか、顔も見ずに殺されるのはちょっとしゃくだが。

　しばらく黄たそ昏がれていると、屋上に出るドアが開けられる音が聞こえた。

　六道、もしくは最も上がみか？　そう思って見ずにいると、

「あれれ、新しん藤どうくんがこんなところにいるなんて、珍しいね」

　聞き覚えのある明るい声。斉さい藤とうさんがドアのところに立っていた。斉藤さんはニコリと笑って、オレのところまで駆けてきた。

「なに、黄昏てたの？　もしかして、六道さんと喧けん嘩かでもした？　ダメだよ。仲がいいからって強引に迫ったりしたら」

　斉藤さんは上目遣いで見ながらそんなことを言う。

「迫ってないし、喧嘩した相手は六道じゃないって」

「じゃあ、喧嘩したのは本当なんだ」

「うっ」

　斉藤さんは、こんな可愛かわいい純な顔をしていながら、意外と鋭いのかもしれない。

「なにがあったの？　もしよかったら相談のるよお。学級委員のコンビのよしみだよ」

　斉藤さんは純な癒いやし系けいの笑みを浮かべながら、こっちを見る。オレはその顔をしばらく無言で眺めていたが、やがて、

「あのさ……」

　目線を逸そらしながら、話し始める。

「今、秋にやる演劇の脚本を書いているんだけど……」

「うん」

「そのストーリーに関することで、相談してもいいかな？」

「うん、それでいいよ」

　多少ひっかかるが、まあよしとしよう。

「演劇の主人公Ａは、ヒロインＢとある理由から仲良くなりたいと思っていた」

「はあ……」

　やや意味不明という顔をされた。そりゃそうか。

「ある理由っていうのは、単純にその人物と仲良くなりたくてというわけでなく、それ以外の目的なんだ」

「う───ん……、遺産目当てとか？」

「えっ？　あ、ああ、まあ、うん。そんな感じ」

「……それで？」

「ＡはＢの秘密を知ってしまう。Ｂは……実は、その、あれだ。地球外生命体だった」

「えっ!?　ＳＦなの!?」

「ジャンルに縛られないエンタメなんだよ」

「ほうほう」

「Ａは地球外生命体でもかまわないと言って、Ｂに迫り、交際を始める。それなりに仲良くなるんだけど、最終的にＢはＡが遺産目当てで接近したことを知ってしまう。で、ＢはＡに絶交を伝える」

「まあ、そりゃ仕方がないねえ」

「……で、ストーリー上、Ａはどうすればいいと思う？」

　オレはジッと斉さい藤とうさんの顔を見る。

「う───ん、どうしようもないよね。今の話を聞く限かぎりでは、Ａって最低のヤツだし」

「最低のヤツ……」

　意外とグサッと突き刺さった。

「はっきり言って救いようがないと思う。そのまま絶交したところで終わった方が、意味深でいいんじゃないかなあ」

「そ、そうっすか」

「でも、なにか救いがあるとしたら……、Ａは宇宙人なのにＢと仲良くしていた理由は、Ｂの遺産だけなの？」

　真顔で、斉藤さんはオレの顔を覗のぞきこんできた。

「いや……、どうだろう」

「もし、そうじゃなかったら……、救いようがあるんじゃない？　脚本なんて作ったことがないから、どうすればいいかは分からないけどねえ」

「……な、なるほど」

　呆ぼう然ぜんと答えながら、斉藤さんを見返す。

（……オレはオレのためだけのために、日ひ比び野のと一緒の時間を過ごしていたか？）

　最初は確かにそうだった。でも、一緒にいた時間、あの海でオレは……。

「……サンキュー、参考になった。……何をするべきか、分かった気がする」

　思わず、斉藤さんの肩を両手でパンと叩たたいた。

「ホ、ホントに？　そ、それは、よかった」

　斉さい藤とうさんが少し焦った様子で眼鏡をかけなおす。

「じゃあ、オレ、戻って脚本の続きをするよ。早くしないと、間に合わないから」

「演劇のスケジュール、そんなにタイトなの？」

「そうなんだよ。後がつかえているんだ」

　言いながら、オレは屋上を駆けていく。後ろで、

「う──ん、でもいいのかなあ。高校生の演劇の内容として」

　斉藤さんのそんな声がしたが、オレは聞こえないふりをした。





　屋上を後にしたオレは、駆け足で一年Ｄ組を目指した。

「頼む、まだいてくれ……」

　教室の前までいく。タイミングよく、鞄かばんを持った日ひ比び野のがいた。

「日比野……」

　人のいる前では話しかけるな、という決まりを破って名前を呼びながら、近づく。

　日比野がオレの存在に気がつく。日比野は黙って回れ右をすると、オレとは反対方向に走り出した。もの凄すごいスピードで！

「全速力!?」

　体育の短距離走のようなフォームで、廊下を駆け抜けていく。

「ちょ、ちょっと待てよ！」

　オレも全速力で追いかけた。日比野の背中を追って中央階段方向へ走る。階段を下っていく日比野。オレもそれを追う。そして、中央の出入り口から前庭に出た。

　日比野は前庭の帰宅途と中ちゆうの生徒の中を縫ぬうように、だが、相変わらず全速力で走り抜けている。オレも前庭を駆け抜ける。前庭を通り、グランドの横の道を走る。その先にあるのは大講堂。日比野はそのまま、講堂の入口から中へ入っていった。オレも後を追う。

　大講堂はガランとしていた。日比野は大講堂を縦断して舞台の前までいくと、方向転換して、右側の用具室の中に入っていった。

「日比野！」

　用具室の前に立ち、ドアノブに手をかけた。何度も引っ張ったが、内側から鍵かぎがかかっていて開かなかった。

「日比野！　開けてくれ！」

　もう一度叫ぶ。

　返事はない。代わりに……。代わりに、咽むせび泣なく声が聞こえてくる。

「そりゃね。私は……醜い女だって分かってるわよ」

　泣き声に混じって、日比野の声が聞こえる。

「優等生ぶって、いつもいい顔をして、でも裏では毒を吐いてるような猫かぶりよ。それは分かってる。私だって自分のことが大嫌いなんだから……」

「日ひ比び野の……！」

「でも、だからって、こんな仕打ちをうけないといけないわけ？　みんなでよってたかって、私を笑いものにしてたんでしょ？」

「いや、それは誤解だって！」

　オレは叫ぶ。

「悪かった。ごめん。確かに、あいつは、最も上がみはお前の猫かぶりは知っていた。でもそれは、お前が想像しているようなことじゃない」

「じゃあ、どういうことよ。なんで海の家にいた子と、学校にいるのよ！」

「海の家はオレと日比野が楽しく浜辺で過ごせるように、あいつらが作ってくれたんだよ」

「あいつらって!?」

「説明すると長くなるけど、日比野に監禁されたオレを助けてくれた仲間だ」

　日比野がハッと息を飲むのが聞こえた。

「でも、誤解しないで欲しいんだけど、みんな日比野の秘密を笑おうとしてるわけじゃない。そんなことのために、あんな大掛かりなことはしないって」

「……じゃあ、なんで」

「……それは言えない。でも、誰もお前の秘密を話したりするようなヤツじゃないから」

「そんなの……信じられるわけないじゃない」

「じゃあ、オレは？　オレも日比野を笑うために、海に誘ったりしたと思ってるの？」

　ややあって、日比野の穏やかな声が聞こえた。

「……分からない」

「オレが日比野を海に誘ったりしたのは、確かにオレ一人が決めたことじゃない。でも、日比野と仲良くなりたいと思っているのは本当なんだ」

「それも嘘うそでしょ……。だって、君は私の醜いところを見てしまったじゃない。そんな私と仲良くなりたいなんて、思うはずがない。笑いものにするつもりでも」

「だから、そんなことないって……」

　力強く叫ぶ。

「日比野はさっき言ったよな。自分が好きじゃないって」

「……ええ。嫌いだわ。こんな仮面優等生……」

「オレはそういう表ひよう裏りのある日比野が嫌いじゃない！」

「？」

「オレは、猫をかぶった日比野を受け入れられる。そういう表裏を含めて、日比野だと思っている。いつも仮面をかぶってるから、時々見せる素の日比野が、可愛かわいいと思えるんだ！」

「……適当なことを言わないで」

「適当じゃないって」

「……」

「だから、ここを開けて。オレの話を聞いて欲しいんだ！」

　扉に向かって、オレは大きな声で叫ぶ。やがて、日ひ比び野のの声が聞こえなくなった。代わりに、す──す───と吐息がすぐそこに聞こえた。

　日比野はすぐそこにいる。用具室の中。扉の前にいる。

「日比野！」

　もう一度叫んだ時──、

　静かに扉が開く。日比野が現れた。真っ赤な、ウサギのような目をした。

「日比野！」

　ホッとするオレ。その横を、

　日比野が通り過ぎていく。

「日比野？」

「受け入れられるだなんて……。そんな言葉、信じられるわけないじゃない」

　そう言って、そのまま通り過ぎていく。

「悪いけど、君の言ってることをそのまま信じられるほど、私はお人よしじゃない。君が私を受け入れられるなんて、信じられない。もう二度と、私には近づかないで。あと、ノートを公開したかったら勝手にすれば？　その時は、私はこの学校を辞めるから」

「……」















　日ひ比び野のはスタスタと歩いていく。オレはその背中を見つめたまま、ポツンと残される。

　まあ、やっぱりそうだよな……。結局のところ、オレは日比野を騙だましていた。しかも、仲良くなろうとするのも、自分のためじゃないか。確かに、オレは日比野の性格を受け入れていた。あんな日比野のキャラも悪くないと思っていた。

　でも、こんなオレが受け入れられると言っても、信しん憑ぴよう性せいがないじゃないか。

　オレは残されたまま、動けないでいた。

　恐らくこのままだと、二度と日比野とは仲良くなれないだろう。でも、それも仕方がないことだ。自分が仲良くなりたい女の子全員と仲良くなれるほど、世の中が甘いはずがない。戦機乙女ヴアルキユリア“〝ロキ”〟を召喚することはもう無理だろう。ジェスターに対抗する新たな作戦を考えないといけないが、もう時間がない。

　妙に、すっきりした気持ちだ。もしかしたら自分の死が決まったかもしれないというのに。ただ一つ心残りなのは、日比野にオレの気持ちを信じてもらえなかったこと。

　その時──、

　キ─────────────────────────────────ン。

　高周波の音が耳に聞こえた。

　このおぞましい、精神を破壊しそうな音は、

「おい。ウソだろ」

　なぜ、オレが生きるのを諦あきらめかけたこのタイミングにやってくる!?

「ど、どこだ!?」

　どこに現れる？　天使アポストルスジェスター！

　ハッと、講堂の天井を見上げた。だが、あの不吉な面の姿はどこにもない。

　その刹せつ那な、天井が圧迫されている音が聞こえた。

「！」

　既に発現してる！　あいつらは、この講堂の直上にいる！

　再び天井から軋きしみ音が上がった。その直後、天井の中央部が大きくたわんだ。ジェスターが上から、強烈な力で圧迫している。

　たわみがさらに大きくなる。木製のアーチで支えられた鋼鉄の屋根が大きく沈みこむ。木製のアーチの柱から、ミシミシと軋み音が上がる。柱に亀き裂れつが入っているのが見えた。

　やばいっ！

　オレの視線は天井から、前方の日比野に向けられた。日比野の注意もまた、天井に向けられたまま、硬直している。

「日比野！　逃げろ！」

　叫ぶとほぼ同時に、天井の梁はりのたわみが一気に大きくなった。曲げられた梁に入った亀裂が広がって折れる。梁に支えられた天井が中央から沈み込み、崩壊しようとしている。そして崩壊した天井が、日比野の上に襲いかかる。

「日比野!!」

　響きわたる日ひ比び野のの悲鳴の中、オレは夢中で駆けた。ダイブする。日比野の体に覆おおいかぶさった。

　その上に──、破壊された天井が落下してくる。

　死ぬ──!!!

　日比野の体を抱きしめながら、脳裏に過ぎる死の恐怖──。

　諦てい観かんにも似た感情──。

　その時、

　視界に記憶の断片が浮かぶ。瞳ひとみの大きい幼い少女。その子は言う。

『新しん藤どう！　死ぬな!!』

　カッと体中が熱くなった。

「スヴァリン!!　頼む！」

　夢中でその名前を呼ぶ。

　次の瞬間──、

　一瞬で、オレの体から四方に、光のドームが広がった。光のドームは、落下してきた天井と梁はりを吹き飛ばす。



　ズドドドドド────────────────────────────ン。



「し、新藤くん!?」

　オレの腕の中で、日比野が驚きの表情を浮かべる。降り注ぐ崩壊した天井。そして、それらを完全に跳ね返す光のドーム……。

　すぐに天井はそのほとんどが崩れ落ちる。無数の仮面がオープンエアになった講堂の上空を覆い尽くしている。その下で、オレは抱きしめた日比野の体をゆっくり離した。同時に周りから盾のドームが消える。

「繰り返しになるかもしれないけどさ。オレは別に猫かぶっていてもいいと思うぜ」

「？」

「それってつまり、頑張ってるってことだろ？　頑張ったら駄目ってことはないだろ？　目的とか関係ないだろ。頑張ってることはすげえことだって。オレはそう思う！」

「……」

「だからさ。もう一度、言う。オレは日比野を受け入れられる。別にみんなの前で素を出す必要はないと思うけどさ。今のままでいいと思う」

　日比野は少し呆ぼう然ぜんとした顔でオレの言葉を聞いている。

「さっきよりは……信じられるかもしれないわ」

　そう言って、コクリと日比野は頷うなずく。そして、ゆっくりと起き上がった。

「それよりもあれはなに？　さっきの光はなんなのよ？」

　日比野は上空のジェスターを見ながら言う。

「ワリイ、詳しく説明している暇はない。ただ、オレはああいう連中に狙ねらわれているんだ」

「はあ？」

　日ひ比び野のは意味が分からないという顔をした。

「もしかして、君がさっき言っていた仲間って関係あるの？」

「あ、ああ」

　今や、オープンエアになった大講堂の上空を、ジェスターが完全に覆おおい尽くしている。その数はさらに増え続けている。まるで真っ白い面の色をした屋根がそこにあるかのようだった。初めての襲撃の時よりも明らかに数が多い。今回が決戦になるだろう。

「日比野……」

　見上げながら、オレは言う。

「なに？」

「これ返すわ」

　ポケットから、日比野の秘密ノートを取り出した。

「えっ？」

「日比野はあの時、ノートを返したらなんでも言うことを聞いてくれるって言ったよな」

「う、うん。言ったけど」

「キスまでなら良いって」

「う、うん言ったかな」

「じゃあ、今、キスしてくれ」

「えっ!?」

　日比野は頬ほおに紅葉もみじを散らした。

「なんで今更って思うだろう。なんでこのタイミングでって思うだろう？　でも、あの時じゃ意味なくて、今だから意味があるんだ。たぶんだけど」

「？？」

　ますます、意味が分からないという顔をする。

　頭上のジェスターはさらにその数を増やそうとしている。間もなく大量の仮面が、大講堂の中へなだれ込んでくるだろう。

　少したって、

「……うん。いいよ。よく分からないけど、君と、キスする」

　顔を真っ赤にしながら、日比野は頷うなずいた。

「一いち路ろはこんな私を受け入れられるって言った。だから私も、君を受け入れられると……思うんだ」

　そんなことを言う日比野の顔はものすごく可愛かわいかった。その言葉が優等生の仮面を被かぶった日比野のものか、素の声なのか、もうあまり気にならなかった。

「……」

　日比野は無言で目を閉じる。その桃色の唇を心なしか突き出した。それにオレは軽く、唇を重ねる。

　その瞬間──、

　日ひ比び野のの頭上で閃せん光こうが迸ほとばしった。

　眩まぶしいほどの光の中に現れる幾き何か学がく紋もん様よう。紋様が象かたどる形状は仮面。ジェスターのゲートに似ているが、なぜかこちらの方は優しく笑っている。

「？！！」

　目を開けた日比野が、頭上に浮かぶ紋様に気がついて目を瞬またたきさせた。

「ど、どうなってるの？！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　日比野が混乱の声を上げる中、紋様から足が現れた。足から体、そして頭と……、真っ赤なショートカットの真っ赤な羽衣を身にまとった女の子がゆっくりと現れ、地面に降り立つ。──戦機乙女ヴアルキユリアロキ！

「ど、ど、ど、ど────なってるのおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　日比野が素を丸出しで叫んだ。その気持ちはよく分かる。オレだって大半の意味が分かっていない。

「詳しい説明は後でする！　ただ、この子がいれば、あいつを倒せるかもしれないんだ！」

　天井を指差す。そちらを見た日比野がギョッとした顔になった。天使アポストルスジェスターが、道化のような仮面が、幾重にも折り重なりながら広がり、その全すべてがこっちを見ているのだ。

「で、パパ。オレはどうすればいいんだ？　早く、なんとか言ってくれよ？」















　ロキが生意気そうな顔をこっちに向けて言った。スヴァリンに比べると、やけにワイルドな感じがする。

　そこへ、

「新しん藤どう─────────────────────!!!」

　鋭い声と共に火器で武装した六りく道どう、一いちの宮みやさん、三み浦うら、四し之の杜もり、五いつ木き先生が次々と大講堂の入口から走りこんできた。二ふたッつ谷や以外、生徒会メンバーの全員が集まった。

「大丈夫か!?」

　六道はオレと日ひ比び野の、そしてロキの姿を確認し、ホッとした表情になった。

「……上う手まく呼び出すことができたんだ」

「ああ、どうにか」

「あ、あああっ！」

　突然、日比野が六道を指差した。海の家にいたことに気がついたのだろう。

「新藤くん、どういうこと？　もしかして、こ、この人たちが？」

「ああ。これがさっき説明した連中だ」

　日比野は呆ぼう然ぜんと、六道たち面々と、その手にある武器を見ている。すぐにはこの現実を受け入れられないに違いない。

「説明は後だ！　戦闘が始まるぞ、新藤、作戦通りロキの力を使って、あいつの能力を感知するんだ！」

「分かった！」

　オレは赤髪の少女に近づく。その肩を抱きしめた。

「ロキ、頼む！」

「はあ？　なにをだ？」

「えっ？」

「気持ち悪いからべたべた触んなよ！」

　腕から逃れようとする。スヴァリンとは明らかに違う。態度も言葉遣いも……。

「新藤、くるぞ！」

　六道の言葉通り、突然、天井を覆おおう無数の仮面が集合し、巨大な鎌かまの形となった。

「新藤！」

　再び響きわたる彼女の声。それに呼応するように、オレはその名を叫んだ。

「スヴァリン!!」

　周囲に光の半球体のドームが広がる。高速で接近してきたジェスターが変形した鎌が、ドームに激突する。

　ギシャアアアア───────────────────────────────。

　悲鳴のような激突音と共に、強烈な火花が飛び散る！

　だが、ジェスターの鎌はドームを破れずに後退していき、仮面の姿に戻っていった。

「よしっ！」

　グッと拳こぶしを握にぎり締める。これで二度目だ。スヴァリンの力を、オレは自由に使うことができるようになった。

　生徒会メンバーが一斉にライフルを連射し始める。ライフルの弾丸が集合していないジェスターの面を捉とらえ、次々と撃墜していく。

「やっぱ弱い!?」

　あの時と同じだ。ジェスターは通常の武器で破壊できる。

　ただし、常にでは……。

「天乃魔返鉾グングニル────────────────！！！！！」

　六りく道どうの腕から万物を貫く巨大な鉾ほこと六色の光が飛び、ジェスターを飲みこんだ。

　だが、

「ちっ！」

　六道の舌打ちが結果を如実に物語っていた。

“〝天乃魔返鉾光”〟に飲みこまれながらも、仮面は一体も破壊されていない。

「どうして!?」

　前回と同じ。寸前までライフルが効いているのに、なぜ天乃魔返鉾が効かない!?

「ど、どうなってるの!?　なにが起きてるの!?」

　隣で日ひ比び野のがパニクッていた。そりゃそうだ。目の前でこんなバトルが繰り広げられたら、パニックにもなるだろう。

「日比野、巻き込んでしまって本当に悪いと思ってる。でも、オレたちはあの仮面の連中と戦わないといけないんだ！」

「？？！」

「ごめん、あとでちゃんと説明するから！」

　叫びながら、グッと日比野の体に寄り添う。日比野もそれを拒絶しなかった。

「新しん藤どう！　早く！　ロキの力を！　ジェスターの特性を感知してくれ！」

　グングニルを腕から消しながら、六道が振り返った。

「今、やろうとしてるんだが……」

　オレは改めて、ロキを見た。

「ロキ、なんとか力を発揮できないか？　君ならできるはずなんだ！」

「なに言ってんだよ。意味が分からないんだよ。オレになにしろって言うんだ？」

「えっと、君の能力は……」

「新藤!!　はやくっ!!!」

「そう言われても！」

　六道の鋭い声が飛んだ。振り返るオレの視界を橙だいだい色いろの炎が覆おおった。

「うわあああああ！」

　条件反射的に叫んだ。

　これは、あれか。ジェスターのテッセラクト攻撃！

「くうっ！」

　歯を食いしばるオレを、灼しやく熱ねつが襲いかかった。

　ヒリヒリとする肌、血が沸ふつ騰とうしているように体が熱い。本当にこれが精神的な攻撃なのか？　とてもそうは思えないほどに体が熱く、そして痛い。

「六りく道どう……!!!」

　思わず助けを呼んだ。だが返事はない。

　本当に自分が炎に包まれているんじゃないか？　と思えてくる。だが、本気でそう信じてしまった瞬間に、オレの体は燃やし尽くされるのだろう。

「り、六道！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　敢あえて、もう一度、叫ぶ。

　現実世界とのつながりを確認するために。

「し、しんどう」

　かすかに聞こえる彼女の声。まるで入りの悪いラジオのような。本当に、いつ消えてもおかしくないくらいに、儚はかない。

（こ、これは本当に幻影の炎なのか!?）

　気が弱くなった時、オレを取り巻く炎が一気に強まった。

「しんどう……しんどう……」

　だんだんと遠くなっていく声。朦もう朧ろうとしてくる意識。霞かすんでいく視界の中に、幼い女の子の姿が浮かぶ。

　あの時も見た女の子だ。目の大きい、紫色の髪の。

　き、きみは？

　名を問うと女の子がニッコリと笑った。天使アポストルスのように無む垢くな笑顔。そして、いつの間にか周囲の景色は燃えさかる、森の中へと切り替わっていた。

　どこだ、ここは？　でも、どこかで見たことがあるような気がする。

　笑いながら、目の前にいる女の子がオレに向かって手を伸ばす。

　きみの……。きみの名前は？　六道なのか？

「ワタシハ　ナナヤ」

　ナナヤ？

　七なな夜や!?　七兵器家セブン・アームズの!?

　どういうことだ？　なぜオレはそんな見たこともない少女の姿が目に映っているんだ？

「シンドウ。わらわについてくるがいい」

　女の子がオレにさらに手を伸ばす。

　その手をとってはいけない、と直感がオレに語りかけている。でも、それでこの炎から逃れられるのなら……。

　オレは女の子の手を取ろうとした。指先が、彼女の手に触れる。

　次の瞬間、

「しんどおおおおおおおおおおおおおおおおお──！！！！！！！！！！！！！！！」

　巨大な声がオレの鼓膜を揺らす。意識が戻る。オレの周囲の炎が、燃え盛る木々が、突然消えた。代わりに六りく道どうの長い黒髪が現れる。

「新しん藤どう！」

　六道がもう一度叫ぶ。ホッとしたような顔。その目には薄っすらと涙が浮かんでいた。

「……おかえり、新藤」

「ただいま」

　ポツリと答える。

　その時、オレと寄り添って立っていた隣の日ひ比び野のがバタッと倒れた。

「ひ、日比野!?」

「ママ!?」

　ロキと一緒にしゃがむ。日比野はしっかりと目を閉じたまま、意識を失っていた。

「新藤へのテッセラクト攻撃の余波を受けたんだ。彼女もテッセラクト指向性は高いから、近くにいれば影響を受ける。直撃を食らったわけではないから、すぐに回復するはずだ」

　六道の説明を聞いても、オレは納得はできなかった。日比野は何も悪くない。オレが完全に巻き込んだ形じゃないか。

　横ではロキが日比野の横で「ママ、ママ」と叫んでいた。

　オレはカッと上空のジェスターを睨にらみつけた。全すべての、あの笑みを浮かべた仮面がこちらを向いている。まるで嘲ちよう笑しようするように。三度も同じ攻撃をもらうつもりはない。

　オレは日比野の横にしゃがむロキの肩を、もう一度抱きしめた。

「頼む、ロキ！　日比野から受け継いだお前の力を、オレに貸してくれ！！！！！」

　強く叫ぶ。ギュッと、先ほどよりも強く抱きしめる。

「ママの敵を、パパ、とってくれるのか？」

　怒りで真っ赤な顔でロキは言う。

「ああ。とる。絶対に、あの仮面野郎をぶっ壊してやる！」

「分かった」

　ロキがキッと決意の表情を浮かべた直後──、

　ピカッ──。

　ロキの体が光輝き、全身から光の粒のようなものが浮かび上がった。粒はロキの頭上に集合すると、まるで蛍のように空を舞い、オレの左目にぶつかってきた。同時に、オレの左目の前に何かが発現した。

「な、なんだこれ？」

　触って確認する。それはモノクルのようだった。手で動かそうとしても動かない。まるでオレの目と一体化しているかのようだった。

「戦機乙女ヴアルキユリアの力を、最初から兵器アームズ化するなんて！」

　一いちの宮みやさんが驚きの声を上げていた。オレはもう一度ジェスターを見上げる。

　モノクルを通じて見えるジェスター、白い仮面が紫色に染まっている。肉眼であんな色は見えなかった。そして、紫色の一体のジェスターから白い線のような物が伸び、その上に白い文字が並んでいた。よく分からないパラメータのような数字と、……、そして、『特性：‥テッセラクト攻撃』という文字。

「あれが、ジェスターの特性!?」

　叫ぶ。確かにジェスターはテッセラクト攻撃をしかけてきた。でも、ヤツの特性がそれだけであるはずが……。どういうことだ!?

　その時、ジェスターが左右に震しん動どうするようにぼやけた。直後、ジェスターの仮面の色が、紫から銀色に変わった。そして、再び現れる吹き出しと、『特性：‥物理攻撃』の文字……。

「特性が──変わった!?」

「どういうことだ!?」

　六りく道どうが振り返るのと同時に、銀色に色を変えたジェスターが集合し、鎌かまの形状となる。

　あれは！

「スヴァリン、頼む!!」

　オレが叫ぶと同時に、光のドームが広がる。ジェスターの姿を変えた鎌が、光のドームにアタックした。

　ギシャ───────────────────────────────────。

　金属同士がぶつかりあう強烈な音。だが、エクスカリバーの巨剣さえも防ぎ切った万物を防ぐ盾は二度、ジェスターの鎌を悠々と防ぎ切る。

「どういう……？」

　ジェスターの色が変わって、モノクルを通して見えるジェスターの特性も変化した。同時に攻撃のパターンも切り替わった。

　もしかして……。そういうことか。

「ジェスターの特性が分かった！」

　叫んだ。生徒会メンバーが一斉にこっちを向く。

「ヤツは定まった特性を持たないこと自体が、特性なんだ！　複数の特性を切り替えることができる！」

　だから一定の特徴を示さない。通常弾で破壊されたのに“〝天乃魔返鉾グングニル”〟が効かなかったりする理由もそれだ。ジェスターは状況にあわせて特性を切り替えることができる。

「！」

「なるほど、ジェスターの特性はクラスチェインジ特性変化できること、ということね！」

　六道と一いちの宮みやさんが目を見開く。

「だとしたら、攻略する方法がなくもない！」

　オレが睨にらむと同時に、再び震動するジェスター。

　面の色がぶれ、シルバーから新たな色に変わろうとした。

「ジェスターの特性が変わるぞ!!」

　シルバーから変わる先の色。それは……再び紫！　そして見える『特性：‥テッセラクト攻撃』の文字！

「テッセラクト攻撃がくる！」

　だが、来ることが分かっても防ぐことはできないじゃないか。

　オレが気を強く持とうとした時、

　六りく道どうと一いちの宮みやさん、三み浦うら、四し之の杜もりがオレの周囲に集まった。全員でオレに背を向けて取り囲む。同時に、彼女たちの足元から、影のようなものが体から分離した。

「な、なんだ!?」

　叫ぶオレをテッセラクトの炎が包みこもうとする。

　だが、その炎とオレの間に！　六道たちから分離した影が立ちふさがる。押し戻そうとするように、炎に向かって手を伸ばした。

「み、みんな。大丈夫なのか!?」

「……問題ない」

　オーラとなった六道が振り返る。だが、その表情は苦しげだ。

「くそ、まだなのか？」

　早く、ジェスターが精神攻撃を諦あきらめ、次のクラスにチェインジすれば！

　と、突然、オレの周囲から炎が消え、ジェスターが震しん動どうを再開した。

　来る、のか!?　次のクラスはなんだ？

　ジェスターの色が紫から……、新たな色に変わる。それは黒色。三つ目の特性、それは防御型。六道の天乃魔返鉾グングニルすら跳ね返す、強力な装甲。

「敵が防御型に切り替わった！」

　オレの声に応こたえるように、六道たちから分離した精神体が、再び肉体と融合を始める。だが、融合が終わるよりも先に、再び、ジェスターが震動を始めた。

「また、クラスが変わるぞ！」

　再び紫か、それとも！　震動するジェスターの表面が、一瞬、光輝いた。

「六道、今だ！　天乃魔返鉾を！」

　オレが叫ぶとほぼ同時に、精神体と肉体の融合が終わった六道の右手に巨大な鉾ほこが現れた。グングニル──。万物を貫く鉾！

「六道！　撃て!!」

　あらん限かぎりの声で叫ぶ。



「天乃魔返鉾グングニル────────────────！！！！！！」



　無数の仮面に向かって、グングニルの光の束が飛び、飲みこむ。

　ジェスターはクラスチェインジした直後。防ぐことは不可!!!

　ズドドド─────────────────────────────────ン。

　グングニルの七色の光に包まれた仮面が次々と爆発していく。

　残ったジェスターが再び震しん動どうし、銀から白色に変化しようとする。

　だが、遅い。

「天乃魔返鉾グングニル──────────────────！！！！！！」

　間髪入れずに発射されたグングニルの第二波が、残りのジェスターに襲いかかる。連鎖するように爆破し、消滅していくジェスター。いつの間にか、空中を覆おおいつくしていた仮面が十体ほどにまで消失していた。その仮面の背後に、光の紋章が現れようとする。

「逃げようとしているぞ！」

「くっ！」

　六りく道どうが天乃魔返鉾を向ける。が、二連発撃った直後だからか、光が充じゆう填てんされない。その間に、ジェスターの背後には、はっきりとゲートと呼ばれる紋章が現れる。

　逃げられる、と息を呑のむのと同時に、一いちの宮みやさん、五いつ木き先生、三み浦うらのライフルが一斉に火を噴いた。弾幕が残りの仮面を飲みこむ。小さな爆発が連続して起き、そして……、

　ジェスターは殲せん滅めつした。

「やった……」

　オレは、搾り出すように歓声を上げる。グッと握にぎりしめた手を振り上げる。

　刹せつ那なの静せい寂じやくの後、生徒会メンバーの歓声が半壊した大講堂の中に響き渡った。五木先生と一宮さんが握手し、三浦が四し之の杜もりに抱きつく。

「ふう……」

　生徒会メンバーを見つめながら、オレが安あん堵どのため息をつくと同時に左目のモノクルから光が発せられ、光が粒子のようにキラキラと輝きながら、ロキに戻っていった。

「よし……」

　満足そうな声と共に、破顔した六道が振りかえる。

「お疲れさん」

　オレが笑いかけた時、こちらに近寄ろうとした六道がフラッと倒れそうになった。

「お、おいっ！」

　駆け寄り、体を支える。

「大丈夫か？」

「も、問題ない」

　六道が力ない表情でコクリと頷うなずく。オレが手を離すと、講堂の床に腰を下ろした。三角すわりで座ってしまった。

「私たちも支えてもらいたいですわ。肉体と精神体を分離させて、テッセラクト攻撃を防ぐのは、結構、疲労するんですのよ」

　集まってきた生徒会メンバーの中で、一宮さんが珍しく皮肉を言った。確かに、一宮さんも他のみんなも、青白い表情をしていた。

「ゴメン。みんなもありがとう」

　心からそう言えた。テッセラクト攻撃を防げたのは、みんなのお陰だった。

「ママが、全然、起きないじゃないか」

　日ひ比び野のの横にしゃがむロキが叫んだ。

「そ、そうだった。日比野、大丈夫か!?」

　五いつ木き先生が横に座り、日比野の首で脈を取る。

「大丈夫。呼吸も脈も安定しているわ。精神的負荷を受けて寝ているだけよ。もしかしたら、今は、悪夢を見ているかもしれないけどね」

「そうですか」

　胸を撫なで下おろす。戦いに巻きこんでおいて、怪け我がまでさせるわけには絶対にいかない。

「でも、しばらく、起こさない方がいいと思うわ」

　一いちの宮みやさんにも指摘される。

「そっちもね」

「そっち？」

　指差した方向を見ると、床に座った六りく道どうが、三角すわりのまま眠りこけていた。寝不足に加え、今のバトルでよほど疲労がたまっていたのだろう。

「六道……」

　今回も六道には世話になりっぱなしだった。オレはジッと六道の寝顔を見つめたまま、心の中でもう一度、感謝する。

「私たちは後片付けをするから撤退するわ。生徒たちも集まってくるしね」

　一宮さんが入口を指差した。

「そこの二人は、新しん藤どうくん、あなたが責任もって連れて帰りなさい」

　ニヤニヤと笑う。

「ええっ!?」

「では、あとはよろしく」

「寝てるからって変なことしちゃ駄目よ───」

「しませんって！」

　一宮さんと五木先生は笑いながら、他の生徒会メンバーとロキと共に、天井が崩壊した大講堂を出ていってしまった。

「この状況で、オレはどうすればいいんだ？」

　健やかな寝息を立てる二人の女の子に視線を落としながら、オレは呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

　二人ともよく寝ている。見ているとオレまで眠くなる。連日の睡すい眠みん不足はオレも同じだ。

「よっこらせ、と」

　オレは六道と背中を合わせるように三角すわりをした。たぶん、ここは生徒会メンバーによってしばらく立ち入りはできなくなることだろう。オレもしばらく休もうと思った。六道と背中を合わせたまま、カクンと頭を垂れる。

「これは変なことには入らないだろう？　五木先生」

　そんなことを呟つぶやきながら、オレもまた、眠りについたのだ。








　　　　　　　《エピローグ》







「演目はピーターパンがよいかと思います」

　学級委員会議が開かれている会議室。立ち上がった日ひ比び野のが凜りんと発言する。それを見る他クラスの学級委員の面々は、上級生を含めて一様に感心するような目で見ていた。たった今、秋の学級委員が行う演劇について、日比野のプレゼンが行われたところだ。

「日比野さんの提案でよいと思う人は？」

　上級生の委員長が挙手を求めると、学級委員と副学級委員全員が手を挙げた。

「では、秋の文化祭の劇はピーターパンで決定ということで」

　黒板に演目“〝ピーターパン”〟と書かれた。

　自然と拍手が起きる。そんな中、日比野が嬉うれしそうな顔をしていた。

「では、日比野さん。台本なんだけど、発案者のあなたに作ってもらえる？」

「分かりました」

　委員長の言葉に、日比野はニコリと笑って頷うなずく。その態度は見るからに洗練された、優等生のものである。

「ただ、私も台本製作の経験は少ないですから、手伝ってくれる人がいると助かります」

「分かりました。では、それも決めましょうか。誰か、日ひ比び野のさんの補助をしたい人は？」

「はいっ！」

　一際大きな声と共に挙手したのは内うち田だである。

「申し訳ないけど、同じクラスで作業したら、作業が割り当てられた時に困るから。他のクラスの方がいいと思うわ」

「そりゃないよ、セニョリータ」

　日比野の拒絶に、内田が酷ひどくショックを受けた声を上げたが、学級委員のメンバーから失笑しか聞こえてこない。全員に、内田がどういう男なのか、既に知れわたっていた。

「ねえ……」

　横から斉さい藤とうさんが小声で囁ささやいてきた。

「なんか日比野さん、ちょっと雰囲気が変わったんじゃない？」

「え、えっ？　そう？」

「そうだよ。だって、以前だったら、台本だって一人で引き受けたと思うし、内田くんの申し出だって、あんな風に拒絶しなかったでしょ？」

「そ、そうかな？」

「そうだよ。だって日比野さんって八方美人の優等生だったもの。……そろそろ疲れてきて、リストラを始めたのかな。一体、日比野さんに何が？」

　斉藤さんは真剣な顔で腕を組み、ブツブツ言いながら眉み間けんに皴しわを寄せていたが、

「まあ、いいや……ふあ─────あ」

　と、口をシワシワにしながら、大きな欠伸あくびをする。それがオレにまで伝染した。

「なに？　新しん藤どうくんも睡すい眠みん不足？」

「そうなんだよ。最近、夜更かししちゃって……」

「分かる。深夜テレビでしょ？　私も最近、見るようになっちゃって」

　斉藤さんが眠そうな目をこすった。

「はい、そこで欠伸をしていた二人！　どっちか日比野さんの台本の手伝いをしなさい！」

　いきなり委員長に指差され、会議室は笑いに包まれた。真っ赤な顔になったオレと斉藤さんのうち、結局、予定通りオレが日比野の手伝いをすることになってしまった。



「新藤くん、台本の打ち合わせ、今日から始めていい？」

　学級委員会議が終わった後、廊下を歩いていると日比野に呼び止められた。

「ああ、いいっすけど」

「オレも台本、手伝おうか？」

　内田がニヤリと笑って親指で自分を指差す。

「はいはい、人のお仕事の邪魔をしない」

「ちょっ、斉藤、イタ、比喩的な意味じゃなくて、肉体的に痛い！」

　斉藤さんが内田の耳を引っ張っていく。

「本当にあの二人はナイスコンビね」

　二人の背中を見ながら日ひ比び野のが言う。

「で、打ち合わせって？」

「ちょっと話しておきたいことがあるのよ」

　日比野はニコリと笑った。

　ジェスターを殲せん滅めつして以降、日比野とは一度だけ、天使アポストルスや戦機乙女ヴアルキユリアの説明をしただけで、それっきりになっていた。何度か説明に行ったが、そのたびに多忙を理由に断られた。オレも無理に説明しようとしなかったところもある。

　日比野はオレを引き連れて、屋上へ向かう階段を上がり始めた。最上階のドアを開けた瞬間、まばゆい太陽光と強い湿度に襲われた。空には入道雲。夏がすぐそこまで近づいていることが分かった。オレと日比野はフェンス際まで行って、立ち止まる。

「新しん藤どうくん」

「はっ！」

「いい、返事ね」

　日比野はニコリと笑った。

「私、君に感謝しないといけないと思ってるのよ」

　再びフェンスの向こうに視線を向けながら、日比野は言う。

「感謝？　オレに？」

「うん。新藤くん、ありがとう」

　そう言って、日比野さんはペコリと頭を下げた。

「はあ？　いや、ちょっと待てって。なんでオレが感謝されないといけないんだ？　感謝するのはオレの方じゃね？　日比野のお陰で、オレは助かることができた。しかも、オレは結局、日比野を利用するために接近したんだし……」

「それは前に、散々謝られたよ」

　肩をすくめる。

「でもね。新藤くんが、ありのままの私を受け入れるって言ってくれたのは、あれは私と仲良くなるためなの？」

「いや、そういうわけじゃ……」

「どっち？　はっきりしてよ」

「……そうじゃない、かな」

「だったらいいの。私はあの言葉に救われたんだから」

　そう言って、日比野は風で流れた髪を耳にかけた。その顔はものすごく可愛かわいくて、日比野ってこんなに可愛かったっけ？　と思ってしまった。

「……君にああいう風に言ってもらえてから、ちょっと自分が変わった気がする」

「……どう変わったわけ？」

「なんかねえ。前より気持ちが楽になった気がする。無理しなくても、普通にやっていてもいいかなって」

「そっか。……それはよかった」

　斉さい藤とうさんが言ってた通りなのかもしれない。日ひ比び野のは変わった。たぶん今でも優等生だけど、以前ほど抱えこむことを止やめたのかもしれない。

「私がね、仮面優等生になったのって、親の影響なのよ。うちの親は両親共、完かん璧ぺき人間だったから。私が頑張ったら、喜んでくれたのよ。両親の期待に応こたえられるよう、私は無理をして優等生を演じてきた。よく考えてみると、両親が褒めてくれるのが快感で、優等生を始めたのかもしれない」

　日比野はフ───と息を吐き出した。

「でも、ここには両親はいない。私はそんなに頑張らなくてもいいのかなって思えてきた。それに気がついた」

「そうなんじゃないか？　日比野は普通にやっていても十分優等生だしさ」

「そう言ってもらえると、嬉うれしい」

　日比野はもう一度、オレの方を向く。

「はい、これ」

　そう言って、日比野はポケットから何かを出した。白いふさふさしたそれは、ポータブルうさちゃんだった。

「もらってくれる？」

「えっ？」

「たぶん、もう、これはいらないから。私の形見として、もらってよ」

「い、いいけど。形見は違うだろ」

　受け取りながらツッコミを入れると、日比野はハハハと笑った。

「うさちゃんは今、入院中だから。治療が終わったら実家に送ろうかなって思ってる」

「そ、そうか。ってか、本当になくて大丈夫なのか？」

「大丈夫、大丈夫。だって、最近、ストレスないんだから」

　ニッコリ笑ってそう言い切る日比野の表情は、確かに澄み切っていた。

「あとね、もう一つ、君にお礼をしたいんだけど……」

「なんすか？」

　オレがボケッと首をかしげていると、

「いや、あのね」

　日比野は真っ赤にした顔をオレに近づけてくると、

　その唇をオレの頬ほおに重ねた。

「？？？！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

「あの時、講堂で助けてくれたことへのお礼。またね！」

　日比野は耳まで真っ赤な顔でそんなことを言うと、駆け足でドアに向かっていき、そのままいなくなってしまった。

「……」

　オレは呆ぼう然ぜんと、キスされた頬ほおを押さえたまま、日ひ比び野のが消えたドアを見つめていた。

　感想は一つ。柔らかかった。海で触った、日比野の偽乳よりもずっと……。

　しばらくボ───ッとしていると、

「新しん藤どう！」

「新藤くん！」

　どこからともなく、おどろおどろしげな声が聞こえてきた。

　ハッと声がした方を振り返る。給水塔の後ろから現れる黒い影二つ……。六りく道どうと最も上がみ。

「な、なんで二人がこんな所にいいいいいいいいいいいいい？？？？？？！」

　オレはとんきょうな声を上げた。

「また、対決していたんだ！　自然光だけで料理を作るという制約の下で」

　迫りながら六道は言う。

「なんで、そんなマニアックな対決を……。ってか、二人、仲よい？」

「仲よくない！」

「よくない！」

　二人は声をハモらせながら叫び、オレの前まできた。

「それよりも、なんで日比野さんが新藤くんにキスをしていたの？　どういうイベント？　なんのフラグが立ったらああなるのよ！」

「そうだ！　もうキスはしたんだから、必要ないんだぞ！」

　顔を迫らせてくる二人。

「い、いや、誤解しないでくれ。あれは、この前、講堂で日比野の命を助けたことへの感謝の気持ちらしい。決して、なんか特別な感情からじゃないんだ」

「そんなの信じられない！」

「前に言ったじゃないか！　一度戦機乙女ヴアルキユリアを召喚したら、二度と会うことはないと。そうでないと、戦機乙女を呼び出すたびに、うるさいのが増えてくるじゃないか！」

「うるさいのって誰のことよ!!」

　最上がキッと六道を睨にらむ。

「うるさいのと言ったら、一人しかいないな。分からないのか？」

「よくそんなこと、言えるわね！」

　二人がにらみ合う。

「じゃ、じゃあ、オレは用事があるんで」

　二人の注意がオレから逸それたところで、オレは駆け出した。

「ちょっ！　まだ話は終わってないぞ！」

「新藤くん！」

　二人の怒りの声が飛んできたが、オレは聞こえないふりをして、全力で走り続けた。



　月の無い夜。工事用の照明でライトアップされた、破壊された大講堂。その周囲には、黄色い進入禁止のゼブラテープが張られている。

　屋根が破壊され、満天の星空が見上げられる大講堂の中。破壊された天井や壁の建材が四散する中に、小柄のローブの人物が降り立つ。

「ジェスターは　よくやった──。ジェスターはよくやった──」

　呪じゆ文もんのように呟つぶやく。

　ローブの人物は床に突き刺さった、一本の梁はりに近づく。

　木製の梁に一枚の真っ白な仮面が鋭利な顎あごから突き刺さっていた。崩壊する梁に、ジェスターの一体が巻き込まれていたのだ。誰にも気がつかれなかったために、今まで破壊されずにすんでいたが……。

　面は静止していたが、ローブの人物が接近すると、いきなりブルブルと震えた。助けがきたのを喜ぶように。

「今、楽にしてやる」

　言いながら、ローブはゆっくりと仮面に手を伸ばす。それに応こたえるように仮面はさらに激しく震しん動どうした。

　ザクッ──。

　小気味よい音がした。

　ローブの手に握にぎられたダガーが仮面を口から切り裂いていた。仮面は粒子となって消滅する。

「ジェスターはよくやった──」

　ローブがため息をつく。

「……できれば私はいきたくなかったなあ」

　ローブの人物の声が合成音から普通の声に戻る。

　その声は少女の声だった。

　大講堂の入口の方で人の話声が聞こえてきた。

　ローブが振り返る。

　同時に、その姿が消えた。
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あとがき



　本作はＭＦ文庫Ｊにおける三十一冊目の文庫で、同時にこの文章は三十一回目のあとがきです。三十冊も書けば“〝本文”〟を書くことには慣れてきますが、“〝あとがき”〟には未いまだに慣れません。毎回初めてのような気持ちで書いています。いつまでもあとがきヴァージン状態です。なぜかと考えてみれば、本文は一作品で二百四十ページくらいあるので三十冊で七千二百ページくらいは達しているわけですが、あとがきは平均二ページ程度。三十回書いてもたかだか六十ページです。一作の作品で言えば一章がようやく終わるかどうかの量にしかなりません。

　以上のことから単純計算すると、現在の本文並にあとがきに慣れるためには、あと三千五百冊以上の本を刊行する必要があります。残りの生涯で三千五百冊の本を発表するには、運よくあと五十年生きながらえたとしても年間七十冊のペースで作品を製作しなくてはならず、それはつまるところ一週間に一冊強のペースで作品を完成させ続けるという非現実的なノルマを課すことになりますから、結論としては自分があとがきに慣れることは一生ない、ということなるわけです。

　或あるいは、あとがきが二百ページ以上ある作品を三十冊以上製作するという奇策に打って出る手もありますが、そんな本を買う人がいるかというと恐らくいないわけで、やはり無理という結論に至ります。残念です。

　それはともかく──、“〝キスから始まる戦機乙女ヴアルキユリア”〟の２巻です。主人公が女の子にキスして武器を作るお話。女の子をちぎっては投げちぎっては投げな主人公は世界中の男女共通の敵ですが、それなりに可哀かわい想そうな事情があるので許してやってください。



　謝辞です。

　今回も可愛かわいい女の子たちを描いてくれたゆーげんさま、ありがとです。初稿の締め切りを遅らせてくださった編集のＴさまにも感謝。

　そして最後に、本書を手にとってあとがきを読んでくださっている読者の皆さまに、三十一回目の万の感謝を！
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